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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一章　ドタバタ【血みどろ】×オチモノ【理不尽で不条理】







　昼休み、学校の屋上のベンチで気持ちよく横になっていたところ無粋きわまるチャイムの音で強制的に意識を引き戻されたので少し厭いやな気分になりつつ目を開けると、視界に雲一つない青空と白色が飛び込んできた。

　雲一つないというのにどうして白いモノが見えるのか、ぼんやりした頭で思考する。

　答えはすぐに出た。白いモノからは肌色の何かがにょきにょきと突き出ており、それはまあ要するにいわゆる一つのナマ足というやつなのでした。とっぱらりんのぷう。

　状況を解説するとベンチで寝転がっている俺おれの傍らに、俺を覗のぞき込むように一人の少女が立っており、その彼女のスカートがまあけしからん長さというか短さなものだから、その純白のぱんちーとナマ足が丸見えなのだった。学術用語で言うとパンモロというやつなのだった。パンモロというやつなのだった！　二回言ってやった。何となく。……ちなみに足の方は、『カモシカのような』という表現が相応ふさわしい、スラリとした健康的な美脚である。まあ実際のカモシカの脚って太くて毛深いんだけどな。

　それはともかく。

「……なあ陽よう子こさんや」

　ベンチに寝ころんだまま、パンツをじーっと半眼で見つめながら俺おれは言った。

「ん？　なに、霧きり村むら」

　そのパンツとナマ足の持ち主が聞き返してきた。ちなみに霧村──霧村聖せい司じというのが俺の名前である。特にありがちでもなく、しかしそこまで変わっているというわけでもない、いかにもハーレムラブコメ的無個性ボンクラ主人公に相応ふさわしい名前ではないだろうか。ハーレム状態になったことなど十六年の人生で一度もないのだが、俺が無個性でボンクラなのは間違いないだろう。

「……非常に言いにくいことなのだが」

　俺はなおもパンツをじーっと見つめながら淡々と言う。

「パンツ見えてるぞ」

「ん、ああ、もちろん見せてあげてるのよ、き・り・む・ら・にハートマーク」

　彼女はからかうような笑みを浮かべて言った。

「……さよか」

「うん」

　頷うなずく彼女。頷かれても。見えないように位置を変える素振りすら皆無ですか。

「……べつに君のパンツなんて見たくないんだけど」

　俺が本心からそう言うと、彼女は心底不思議そうな声で、

「え？　興奮しない？」

「しない」

　即答する俺。すると彼女は何を思ったかおもむろにスカートを押さえ、

「きゃっ、霧村くんのエッチっハートマーク」

「いや、今更恥じらわれても。つーか、ハートマークって口で言うな」

　面白いなあこいつ。

「……萌もえない？」

「萌えない。せっかくの美少女のパンチラなのにありえないくらい全然萌えない」

　げしっ。

　蹴けられた。軽く、頰ほおを愛あい撫ぶするかのようにやんわりと蹴られた。そして再び見えるようになるパンツ。

「下着を見てしまったことで霧村の脳内であたしフラグが立ったりしないの？　するでしょう？　するって言いなさい！」

「なんで逆ギレしてるんだ。ちなみにフラグは立たない」

「だったらフラグじゃなくて──」

「勃たたねえよ」

「……霧村って、もしかして不能なの？」

「違うわ！」

　彼女の哀あわれむような声に、思わず大声で反論する俺おれ。さすがにこれ以上この話題を続けるととんでもないことになりそうだったので、俺はパンツを眺めるのをやめて身体からだを起こした。そしてはじめて、少女のパンツと足以外の部分を見る。

　赤を基調とした割と特徴的なデザインの制服に、黒いニーソックス、室内用のサンダル。髪の色は明るいブラウン、前髪がやや長めの、シャギーを入れたミディアムヘア。活発そうな印象のある大きめの瞳ひとみが印象的な、恐らく大抵の人間が「可愛かわいい」と感じるであろう整った顔立ち。パッと見ただけでは気付かない程度のナチュラルメイク。自分の容姿が人並み以上という自覚があり、それを最大限に生かしている印象の少女。

　それが彼女、クラスメートの冬ふゆ木き陽よう子こだった。

「で、それはともかくさ、予鈴なったよ。昼休み終わり」

「ん……そうだな」

　屋上でバドミントンをしたり弁当を食べていたりした他ほかの生徒たちが、慌てた様子で校舎の中に戻っていく。ベンチに座ったまま後ろを向いてフェンス越しにグラウンドを見下ろせば、サッカーやバレーをして遊んでいた連中がどことなく未練がましそうに校舎へ入っていき、それと入れ替わるように体操着の学生たちが外に出て来る。……つーかあれ、俺たちのクラスじゃん。あー、そういや五時間目って外だったか。












「んしょ」

　陽よう子こが、俺おれの隣に腰を下ろしてきた。

「……昼休み終わりなんだけど」と俺が言うと、

「んー。ま、気にしない気にしない」

　吞のん気きそうに笑いながらそう言って、陽子はそれから無造作に手を伸ばし、俺の頭を撫なで始めた。なでなで。なでなで。ふにゅー。……あー、やばい、なんかちょっといい気持ちになってきた。なでなで。なでなで。

　……しかしクラスメートの少女にこんな子供のような扱いを受けるというのもどうかと思うので、俺は逃げるように陽子から離れる。

「陽子。いい加減、人の頭を撫で回す癖くせはやめてくれ」

「えー。いいじゃない、減るもんじゃないしー」

「減るよ」

「抜け毛？」

「……その……プライドとか、尊厳とか」

　ただでさえかなり摩ま耗もうしている、そういった人として大事なモノが。

「面白いこと言うねえ霧きり村むらは」

「べつに面白くない」

　憮ぶ然ぜんとして呻うめくと、陽子は何がそんなに楽しいのか、「えへへ」とはにかむように笑った。……噂うわさによると冬ふゆ木き陽子はクラスの男子の間でかなり人気があるらしいのだが、たしかにこの笑顔を見るとそれも妥当かもしれないなあとは思う。遠目に観賞するぶんには申し分ないだろう。剝はく製せいにして保存するくらいの価値はあるかもしれない。

「ま、この時間は二人で仲良く授業サボって密会しようよ」

「……授業はもともとサボるつもりだったけど、仲良く密会はしない」

　屋上には俺たち以外にもサボり組らしい不真面目ふまじめな生徒が何人か残っていて、本を読んだり寝そべったりイチャイチャしたり、思い思い過ごしている。この学園は基本的にユルユルなのである。少なくとも、表向きは。

「んふふー。相変わらず霧村ってばツンデレなんだから」

「デレてない。君に対してはバリバリのツンツンだ」

「照れるな照れるなー」

「……やべえ……この女には言葉が通じねえ……」

「いやいや通じてるよー。霧村の言葉は全部あたしの胸の深いところに届いてるのよグサグサと。奥まで入ってるぅ～みたいな？」

　そんなくだらないことを言いながら、陽子はものすごくナチュラルにスカートのポケットからタバコの箱とライターを取り出し、ものすごくサマになった仕草でタバコに火をつけ、ものすごく美お味いしそうにタバコを吸い始めた。ふー、と煙を吐き出し、

「あー、至福至福。この一本と霧きり村むらのために生きてる感じ」

「それはつまり、俺おれの価値はタバコ一本分ってことか」

「おやおや、この一本のタバコがやめられなくて肺ガンで死ぬ人が一体どれだけいると思ってるのかしら？　つまり霧村にはそれだけの価値があるってことよ」

「うわ、すごい詭き弁べん」

　思わず感心してしまいそうになった。と、そこで五時間目の授業開始を告げるチャイムが鳴った。再びグラウンドの方に目をやると、クラス委員であり俺の友人でもある御厨みくりや槐えんじゆが、ここからでも判わかるほどとてもダルそうな様子でクラスメート達を集合させているのが見えた。大変だな御厨も。さすがに委員長は授業サボれないだろうし。

「──……ふはー」

　陽よう子この吐き出したタバコの紫煙が青空へと昇っていく。俺はなんとなくその様子を見つめる。ケムリは空に届くことなく霧散する。どこか儚はかない。タバコの煙に儚さを感じるというのは正直どうなんだろうと思わず微苦笑。

「……ま、どうでもいいか」

「え？　なにが？」

「べっつにー」

　背もたれに身体からだをあずけ、視界の隅に入った太陽の眩まぶしさと突き抜けるような青空の美しさが不愉快で顔をしかめる。眩しいなあ。眩しすぎて厭いやになる。空から目を逸そらす。横になって眠りたい。そんな俺の内心を読み取ったかのように、陽子が自らの健康的な色気を誇るフトモモを指差しながら悪戯いたずらっぽく笑い、

「くくくお代官様。眠りたいなら、なんとここに最高級の枕まくらがあったりするわよ？」

「……くっ、この越えち後ご屋やめ」

　ここで陽子の誘惑に屈するのはものすごく負けた気がするのだが、なんかもう、何もかもどうでもいいように思えてきたので大人おとなしく頭を横にして彼女のフトモモに預ける。いわゆる、膝ひざ枕まくらというやつである。

　──さわっ。

　不意に頭に、陽子の手のひらの感触。なでなで。なでなで。

「んふふー」

　陽子が満足そうに笑う。あー畜生、気持ちいいな。そして眠い。身体からどんどん力が抜けていく。まるで飼い主に撫なでられるウサギにでもなった気分。

　どこまでもユルく、穏やかな時間が流れていく。

　こんな時間が、ずっと続けばいいと思う。

　無益で、無為で、空虚で、非生産的なこんな時間が。




　……どうせ俺おれたちには、若者らしい将来の夢も、未来への無限の可能性とやらも存在しないのだから。




　　　†　†　†




　五時間目を陽よう子こと一緒に適当にくっちゃべったりぼーっとしたりしながら無為に過ごし、六時間目の授業にはとりあえず出席して宿題をやってこなかったことに対する先生の追及をどうにかこうにか適当にやりすごし、授業終了のチャイムと同時に男子クラス委員長の御厨みくりやが「起立礼」と平淡というか暗い声で号令して、放課後になった。

　特にすることもないので俺が帰ろうとすると、陽子が一緒に帰ろうと声をかけてきて、特に断る理由もないので俺は陽子と一緒に帰路につく。

　俺たちの通う国立夕ゆう月げつ学園から俺の住む男子寮は歩いて五分ほど。陽子の住んでいる女子寮もそのすぐ近くで、そこで陽子とはお別れだ。しかし部屋に戻ったら何をしようかと考えていたところで陽子が突然、一緒に食料を買いに行こうと言い出して、特に断る理由もなかったので寮を素通りして商店街に向かうことに。まあ、よくあることだ。冬ふゆ木き陽子はこんないかにもな「カルい女子高生」でしかもタバコまで吸うくせに、やたらと料理が上う手まい。特に煮物など和食関係は本気でプロ顔負けの腕前だ。なので俺は、彼女の料理が好きである。彼女の料理は好きである。料理は。「は」がポイント。ともあれ、だから俺は相しよう伴ばんにあずかるために買い出しを手伝う。ギブアンドテイクって素晴らしい。

　学園の校門から延びる焦げ茶色のタイルが敷き詰められた道には、俺たち以外にも赤い制服の学生たちの姿がちらほらというか大量に見られる。

　まだ若いというのに部活にも入らず放課後は街をぶらぶら徘はい徊かいするだけの人間がこんなにも多いなんてまったく嘆かわしい……などということは全然まったく欠片かけらも思わないのだが、まったくうちの学校には暇人が多いなあと少し呆あきれた気分にはなる。

　自分も含めて暇人だらけだ。それはまあ、平和なので良いことなのだろう。平和なのが良いことなのかどうかは知らないけれど。

　くだらないことをダラダラと考えながら真まっ直すぐに歩く。愛と平和とか。戦争と平和とか。夢と希望とか。駆り立てるのは野心と欲望、横たわるのは犬と豚。あとは、世界のこととか、株式市場のこととか。そんなどうでもいいことでも考えていないと、意識はすぐに腕に押しつけられた柔らかい感触にもっていかれそうになってしまう。世の中の男の大半がそうであるように、俺もまたおっぱいが好きである。ものすごく好きである、とまではいかないが、まあ普通に好きである。

「ねえ霧きり村むらー」

　俺おれの右腕を両の腕で固め、ぐいぐいと女子高生としてはまあ平均的なサイズであろうそれなりに成熟した双丘を押しつけながら、冬ふゆ木き陽よう子こが声をかけてきた。

「こうしてるとあたしたち、まるで恋人同士みたいだねっ。明日学校で噂うわさになっちゃうかも！　きゃーはずかしい」

　恥じらいなど一欠片かけらも感じられない声で彼女は言った。

「……なるほど、こうやって既成事実を積み重ねていくことで俺の逃げ道を塞ふさぎ、なし崩しに『付き合っている』ことにするつもりだな。昼休みの膝ひざ枕まくらもその布石か」

「くくく、よくわかったわねえ」

　あっさりと認めて、ニヤリと笑う陽子。

「かつてとある偉人が言いました。『恋は戦い』って。戦略を駆使して、ときに大胆に、ときには慎重に、相手をじわじわと追いつめていくの。気付いたときには相手は袋のネズミってわけよ。あるいは自ら進んで火の中に飛び込むウサギさんかな？　うふふ、霧きり村むらー。どっちにしろキミはあたしに食べられてしまう運命ってわけよぐへへ」

　……それを当のターゲットである俺に言ってしまうあたり、この小娘は面白いなあと本気で思う。いや小娘っつっても俺より微妙に身長高いけど。

「ま、せいぜい頑張ってくれぐへへ」

　投げやりに言って、俺は嘆息した。このまま陽子の言うとおり、なし崩しに彼女と付き合っちゃうことになるのかなあ……そんなことを思う。陽子に告白されたのは今年の四月。そのときは何となく断ったものの、別にこの娘このことが嫌いってわけでもないし……ただちょっと好みというか俺が想定する常識の範囲内から逸脱しているだけで。常識の欠落というのは割と致命傷のような気もするのだが、まあ、そこはそれ。学園内でも人気の高い美少女とお付き合いできるなら、多少のアレさは我慢するべきなのかもしれない。

「あら？　その顔はフラグが立った顔かなー？」

　陽子が顔を前方に回り込ませて言う。

「それとも、冬木陽子に対する霧村聖せい司じの好感度が５アップした、的なノリ？」

「いや、ノリて」

　本当に……彼女の恋愛観は面白すぎる。

　ま、俺が彼女に攻略されてしまったとしたら、そのときはそのときだ。誰だれと誰が付き合うようになったかなんて、日常の範囲内のイベント。日々に多少の変化こそあれ、日常という概念は壊れない。これからもずっと、こんな日々が続いていくのだろう。朝起きて学校へ行って、授業を受けて、ときにサボって、ときに叱しかられて、友達と適当にだべったり、陽子に迫られたり。こんな日々がずっと続くのだと、何となく思った。

　日常というモノがそれほど盤ばん石じやくな存在ではなく、崩れるときは一瞬にして崩壊するような砂上の楼ろう閣かくにすぎないということを、俺は痛いほど知っていた筈はずなのに、間違ってそう思ってしまった。

　だからだろうか。

　そんな俺おれの勘違いを訂正するかのように。

　幻想を打ち砕くかのように。

　日常フアンタジーを撃ち抜くかのように。

　突如。何の脈絡もなく。唐突に。不意打ちのように。偶然のように。

　運命のように。




　空から────女の子が降ってきた。




　どばんっ！

　そんな派手な音とともに。俺の目の前に、赤いドレスを着た少女が落ちてきたのだ。ゴスロリ……というのだろうか、正しい呼び方は知らないが、とにかく何やらフリルのたくさんついたフランス人形みたいな赤いドレスである。

　ゴスロリ少女は、頭から勢いよく地面に激突。そのままうつぶせで倒れる。俺の目の前で。よりにもよって俺の目の前で。道行く通行人どもは、ざわつきながらも俺と陽よう子こ、そして倒れた少女から少し離れたところでぼけーっと突っ立って、興味本位な視線を送ってくるのみ。まあそりゃ、誰だれだって関かかわり合いになりたくはないわな。

「と、飛び降り自殺……かな……？」

　自分の声が掠かすれているのが分かった。頭が割れそうな勢いで落ちてきたにもかかわらず傍はた目めには血は出てないみたいだけど……もちろん脳のう漿しようも飛び散ってないし……いやでも、むしろ血が出てない方がこういうのって深刻な場合もあるからな……。

「えーと、イベント発生？　女の子を助けてあげるイベントをこなしているうちに二人の距離は大接近？」

　陽子のそんな間抜けな台詞せりふによって緊張感が薄れる。

「……お前なあ。こんなときにまで発動するお前のギャルゲー脳はどうにかならんのか」

　半眼で俺が言うと、陽子は何な故ぜか胸を張り、早口で、

「ギャルゲーじゃなくて『恋愛シミュレーション』と呼んで欲しいわね。ほら霧きり村むら、早く選択肢を選びなさいよ。１、女の子を助けてそのイベントの過程で陽子ちゃんの母性的ななにがしかが霧村の心の琴きん線せんに触れて恋に落ちる。２、女の子をそのまま拉ら致ち監禁しようとして捕まり、獄中でも変わらず支えてくれた陽子ちゃんと恋に落ちる。３、女の子のことなんて無視しようとしたところを陽子ちゃんに注意され彼女の優しさとか思いやりとかまあなんかそのへんの美しい心に感激し恋に落ちる」

「そんなその後の結末まで露骨に表示された選択肢はイヤすぎるぞ」

「自分の思い通りに物語を進められる親切設計だと言って欲しいわね」

「結果が全部同じだけどな！」

「選択肢ごときで運命は変わらないってことよ」

「うわシミュレーションの意味ねえ」

「ふふふ」

「こやつめ、ハハハ」

　さて。

　ぱん。

「はい、現実逃避はここまで」

「そうね」

　俺おれが手を打ち鳴らして言うと、陽よう子こもあっさり首肯して真剣な顔になり、うつぶせのまま動かない少女の身体からだをひっくり返す。

　とんでもなく綺き麗れいな少女だった。

　背は一四〇センチくらいでかなり小柄。銀色の髪に、真っ白な肌。薄紅色の唇。顔立ちを見るに年は中学生……いや、小学生くらいかもしれない。しかしそれでも『可愛かわいい』というよりは『綺麗』という表現の方がしっくりくる、眉まゆ、鼻、口、全すべてがオーダーメイドされたかのように整った顔立ち。首には何やら幾何学的な模様が刻まれた、首輪みたいなチョーカーを付けていて、妙に背徳的な感じがする。それから腰には同じ模様のポシェットをさげていて、そこだけなんだか違和感がある。

　なんというか、一言で言えば……現実離れした印象の少女だった。

　現実離れ。つまり──非日常。あまり歓迎したくない言葉だ。ようやくこの街という非日常を日常として受け入れられるようになってきたというのに……さらなる非日常の襲来なんて御免被こうむりたいものだ。

「息はあるわね……」

　陽子の言葉に一安心する。続けて陽子は少女の頰ほおをぺちぺち叩たたき、

「おーい。生きてっかー。死んでないかー。大丈夫かー」

　すると。

「ん……」

　微かすかな吐息が少女の薄い唇から漏もれ、続けて彼女がぱちりと目を大きく見開いた。

　赤──吸い込まれそうな真紅の瞳ひとみ。

　肌の色といい、この瞳といい、いわゆるアルビノというやつなのだろうか。

「あ、起きたわ」

「ああ。起きたな」

　ホッとしながら、俺と陽子がまじまじと顔を覗のぞき込む。陽子は、まるで珍しい動物でも見るかのような顔。俺おれも多分そんな感じだろう。空から女の子が降ってくるなんて、あり得なくはないとはいえ、それなりに珍しい出来事だ。それもゴスロリのアルビノ。

「じーっ」

「じーっ」

　そんな擬音をあえて口に出して少女を見つめる。いやまあ、なんとなくノリで。少女はしばらくきょとんとした顔で俺と陽よう子この顔を見ていたのだが、やがて自分が奇異の視線で見られていることに気付いたらしく、その頰ほおを紅潮させた。あ、なんか可愛かわいい。

　少女が口を開く。

「じ、じろじろ見るな無礼者！」

「おおお、喋しやべった、喋ったわよこの娘」

「……そうだな。喋ったな。しかも流りゆう暢ちような日本語だ」

　まるっきり珍獣扱いの陽子に、俺も頷うなずく。少女はムッとしたような顔で、背中に回された陽子の腕を乱暴に振り払い、立ち上がった。こうして見ると、やはり小さい。

「だからジロジロ見るなと言っている！　貴様のような貧相な小男にそんな目で見られる筋合いなどない！」

　……貧相な小男て。……俺か。俺のことなのか。否定できないところがとても悔しい。

「貧相な小男とは何よ！」

　否定の声は俺の隣から上がった。言うまでもなく陽子である。

「たしかに霧きり村むらは背も低いし男の子にしては頼りない感じだけど、そこがそそるのよ！　ほらほらよく見なさい！　このやおい本に出てきそうな感じの細身で色白で女の子みたいな顔つき！　髪の毛もサラサラで眉まゆ毛げも細くて唇も薄くてああもう反則よこんちくしょう！　ちょっと目つきが悪いのが気になるけど……あと性格も悪そうというかまあどう控えめに言っても良くはないんだけど……そういう男の子が他ほかの男の子に力ずくでねじ伏せられて可愛い声を上げるのがこれまた萌もえるわけで……『ふふふ聖せい司じ、いつもの毒舌はどうした？』『くっ、くそう……あっ、やめて、そこはっ！』『くくく、ええのんか？　ここがええのんか？』『も、もっとっ、もっと激しくっ！』みたいな！　……つまりね、『受け』なのよ、ＢＬなら霧村は絶対に受けに違いないわ！　解った!?」

　……てめえは人をネタにしてなんてことを考えてやがるんだ。

「ヤ、ヤオ……イボン？　びーえる？」

　陽子の気迫にたじろぎながら、ゴスロリ少女が不可解そうに首を傾かしげる。日本語が堪たん能のうだと思われる少女も、その手の言葉は解らなかったらしい。

　もちろん俺にとっても、やおい本とか受けとか攻めとかＢＬとか、そのような単語はまったく理解不能であった。本当です。

「ふ、ふんっ！　お前のような乳臭い小娘にとやかく言われる筋合いなどない！　その男は貧相な小男。死ぬまでパッとしない惨めな人生を送るに違いないのだ。見ろ、いかにも幸薄そうな顔をしているではないか！」

　やっぱり否定できない自分が悔しい。泣いてもいいですか。

「だーかーら、そこがイイって言ってるでしょうが！　ていうか乳臭い小娘って何よ！　あんたなんてどう見てもあたしより年下じゃない。ていうかその胸、もしかしてブラも付けてないんじゃない？　やーいがきー、がきー、ちびじゃりー」

　陽よう子こはからかうように言って、頭を押さえつけて少女の綺き麗れいな銀色の髪をわしゃわしゃと撫なで回す。少女は鬱うつ陶とうしそうに顔をしかめる。

「くっ……小娘……！　こう見えても私は──」

　怒気を孕はらんだ声で何か言おうとして──だが、不意に我に返ったように、

「……やめた。貴様らの相手などしている時間はないのだ。私にはやるべきことがあるからな。さよなら暇人ども」

　そう言って踵きびすを返し、俺おれたちの来た方向に歩いていく。

「…………むむ」

　陽子が不満げに唸うなった。が、

「ま、いっか。霧きり村むら、あたしたちも行きましょ」

　陽子が再び俺の腕を取り歩きだそうとしたそのとき。

　ばたん。

　いい音がした。俺たちから数メートルほどしか離れていないところで、ゴスロリ少女が再びぶっ倒れたのだった。

「……おやおや」

　陽子が肩をすくめる。そして、倒れた少女の方へ駆け寄っていく。なんだかんだで面倒見のいいやつだ。そんなことを思いながら、俺も陽子を追って歩きだした。
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「ほーらエサの時間ですよーお姫様、さあたっぷり召し上がれブタのように」

　ニコニコしながらやってきた陽子が、憮ぶ然ぜんとした顔で座っている少女の前に数個のハンバーガーをどさどさと置く。

　俺たちが今いるのは、彼女が降ってきたところからほど近い場所にあったハンバーガー屋である。病院に連れて行くべきかとも思ったのだが、彼女が言うには空腹で倒れただけらしい。「そんな漫画みたいな」と、俺たちは漫画みたいに息を合わせてツッコんだ。

「……む……」

　ゴスロリ少女は何やら気難しそうな表情でハンバーガーを睨にらみ、

「ナイフとフォークがないようだが」

　そんなお嬢様な台詞せりふを吐いた。

「……ま、あたしも初めてのときは戸惑ったけどねー」と陽よう子こは苦笑し、自分のぶんのバーガーを手に取って食べて見せた。「これはこうやって手づかみで食べるものなのよ」

「ふむ、なるほど」

　次は「そんな下品なことできませんわ！」みたいなお嬢様台詞が来るかと思いきや、少女は特に躊ちゆう躇ちよすることなくハンバーガーを手に取……ろうとした直前に、はたと気付いたように腰にさげたポシェットをごそごそと漁あさりはじめた。ハンカチでも出すつもりなのか？　という俺おれの予想を裏切り、少女が取り出したのは透明なチューブだった。中には蜂はち蜜みつ色のどろりとした液体が入っている。

「……えーと、それなに？」

　陽子が怪け訝げんな顔で尋ねると、

「蜂蜜」

　少女は端的に答え、躊躇ためらうことなく……蜂蜜色のどろりとした液体というか蜂蜜を、ハンバーガーにだらだらとぶっかけた。ぶっかけやがった……！

「な、なんてことを……」

　思わず呻うめく俺。

「うん、これでよし」

　先ほどまでの硬い表情を崩し、にっこりと年相応の可愛かわいらしい笑みをこぼす少女。……ハンバーガーに蜂蜜をぶっかけるという前代未聞の暴挙の直後でさえなければ、もしかしたら見とれていたかもしれない。そんな魅力的な笑顔だった。

「いただきます」

　意外にもちゃんと口に出してそんなことを言って、少女はハチミツバーガーを両手で持ち口に運び、もしゃもしゃとすごい勢いで食べる。指に付いた蜂蜜やハンバーグのソースなども舐なめ取る。そこには気品など微み塵じんも感じられない。あっという間にバーガーは彼女の胃の中に消え、二個目のバーガーの包み紙を乱暴に引ひっ剝ぺがし、またも蜂蜜をぶっかけて貪むさぼる。空腹のあまり倒れてしまったというのはどうやら噓うそではなかったようだ。

「んぐ、んもぐもぐんぐもぐ」

　一つ、また一つ、少女の口の中に牛の死体などをパンで挟んだ食べ物（にたっぷりと蜂蜜をかけたもの）が消えていく。俺と陽子はただ、その食べっぷりを見守るのみ──。

　………………。

　…………。

「……んで、そろそろ名前くらいは教えてくれてもいいんじゃない？」

　陽子がそう切り出したのは、少女がちょうど二十個目のハンバーガーを平らげてしまったときのことだった。テーブルには彼女に食い散らされたバーガーの包み紙。

「にゃみゃへ？（名前？）」

　ハンバーガーをまるでハムスターのように口の中いっぱいに詰め込んだまま、空から降ってきた少女は陽よう子この問いに聞き返し、トマトジュースを流し込み、「ぷふ──っ」と一息つく。やはりこの小娘、品がない。満腹そうににぱーっと笑う顔は無邪気そのもので可愛かわいいけど。……ともあれ、少女はそれでようやく落ち着いたらしく、

「……そういえば名乗っていなかったな。私の名前はユウと言う」

　何な故ぜかふんぞり返って、やけに偉そうに彼女は名乗った。行き倒れのくせに。

「へー、なんか微妙に日本人っぽい名前ね。ファミリーネームは？」

　陽子が尋ねると、

「ファミリーネームは無い。ただのユウだ。あえてフルネームを答えるならば、タイプ万能型オールラウンド・ユウ・ザ・【幻想の黄昏トワイライトワールド】。そんな感じだ」

　どんな感じだよ。

「……むう、なかなかミステリアスなガキね……」

「意味不明なのとミステリアスは違うと思うぞ……」

　何故か冷や汗まじりの陽子の呟つぶやきに、俺おれがツッコんだ。それから今度は俺が質問。

「えーと、ユウちゃん。なら年はいくつなんだ？　十歳くらい？」












「気安いぞキリムラ・セイジ。貴様ごときにちゃん付けで呼ばれる筋合いはない。敬意を込めて『様』を付けるがいい」

「…………陽よう子こ。このガキ殴っていいかな？」

「おねーさんは止めないわ。むしろ積極的に推奨。はい、どうぞ」

「わっ、何をする無礼者！　やめろー！」

　隣に座っていた陽子がユウを後ろから羽交い締めにする。俺おれは席を立ち、足を浮かせてじたばたと暴れるユウの前に移動し、手を彼女に伸ばした。ユウの顔が引きつる。

「き、貴様、この私に手を上げて、ただで済むと思うなよ！」

「安心しろ。さすがにちびっこを殴るほどアレな性格じゃない」

　ユウの顔に安あん堵どの色が浮かぶ。そんな彼女に、

「……擽くすぐるだけだ」

「ひ──っ!?」

　陽子に羽交い締めにされて身動きの取れないユウの脇わきを、コチョコチョと擽ってみる。

「わひゃっ、ひひゃ、やっ、ひゃひゃや、やめっ、ひっ、ひゃあやめ、あはははははは」

　苦しそうに身もだえするユウ。

「くはははは、どうじゃ小娘！　ここか！　ここが弱いんか!?　ほれほれ！」

「ギニャーッ！　こ、殺す、んぁ、んあああはははははは、ひゃはははははは────！」

「わあ、霧きり村むらの手、なんだかセクハラ寸前の卑ひ猥わいな動きをしてる……！」

　苦しげに笑うユウの後ろで、陽子は何な故ぜか感心したような顔をした。と、そのとき。

　ユウを擽る俺の肩がぽんぽんと叩たたかれた。

　振り返る。……店員さんだった。

「お客様、店内ではお静かに願います」

「……はい」




　……とりあえず、ユウのことはユウと呼び捨てにすることで落ち着いた。




「……で、君の年の話だったっけ。結局いくつなんだ？」

　気を取り直して、まだ苦しそうな顔をしているユウに再度尋ねてみる。すると彼女は何故かものすごく不機嫌そうな声で、

「……さあな。正確な年齢までは覚えていない。だが間違いなく千は超えている」

　そんなことを言った。

「霧村、ユウ様はまた擽ってほしいみたいよ？」

「仕方ないお姫様だなあ……」

　俺と陽子が再び立ち上がる素振りを見せる（また店員さんに怒られるので実際にやる気はない）と、ユウは先ほどのが余程こたえたのか慌てた様子で、

「ち、違う！　私は噓うそなど言っていない！」

「はいはい」投げやりな相づちを打つ陽よう子こ。

「本当だ！　何な故ぜなら──」

「何故なら？」

　ユウは答える。

「……何故なら私は……えーと、父や他ほかの《原型アーキタイプ》どもは我々のことを《試作型プロトタイプ》などと呼ぶのだが……まあ、あれだ。既存の言葉から適切な語句を探すとすれば──『不死者』──『ノスフェラトゥ』──『ヴァンパイア』──『吸血鬼』──人間たちからそんな風に呼ばれる存在なのだからな」

「……へえ」と俺おれ。

「ふーん」と陽子。

　そんな俺たちの当然の反応に自称千歳の小娘は、

「うがああああ──！　な、なんなのだその目は！　やっぱり全然信用してないな！　これほどまでに頭が鈍いとは思わなかった！　いいか、バカセイジにバカヨウコ！　無知蒙もう昧まいで愚鈍であんぽんたんなお前たちにこの私が懇こん切せつ丁寧に教えてやろう！　私がこの街に来た理由、それは千年前に死に別れた私の恋人──エシュター・ハミルトンの転生体を捜すためだ！　千年前、『父親』の友人で私の魔術の教師であったエシュターは人間だったが、吸血鬼である私にも恐れず接してくれた。いつしか私とエシュターは愛し合うようになった。だがそれから数年後、エシュターは私を狙ねらう暗殺者と相打ちになって死んでしまったのだ。私はエシュターが死ぬ間際、《転生》の魔術を使った。そしてそれから千年間、私は数十年単位の長い《冬眠》を繰り返して生き長らえ、そしてついに、エシュターの魂が再びこの世界に転生したことを察知したのだ。そして《探知》の魔術によって地道に微量な魔力反応を辿たどり、ついにこの街にエシュターの転生体がいるということを突き止めたというわけだ！　しかしもう少しでエシュターに再会できるということで気持ちが焦っていたのだろう、この街にやってきて約半日、飲まず食わずで街の上空を飛びながら《探知》の魔術を繰り返していたら、力尽きて落下してしまったというわけなのだ！」

　そんなことを一気にまくし立てた。

「……ユウ……苦労したのね……」

　陽子が悲しげに呟つぶやいた。その顔は先ほどまでの呆あきれた表情から、哀あわれむような眼まな差ざしに変わっている。その気持ちはとてもよく解る。

「ふん、やっと解ったか愚か者どもめ」

　ユウが得意げに鼻を鳴らした。

「うんうん、解ったわ。解ったよね、霧きり村むら」

「……ああ。……世界って残酷だな。こんな妄想に取り憑つかれてしまうなんて……」

　……まったく……千年前やら前世やら転生やら……今どきそんなファンタジーなんて流は行やらないっての。

「いい？　辛つらくても現実を見据えて真まっ直すぐに強く生きるのよゆースケ。お姉さんとお兄さんが応援してるわ……！」

　陽よう子こがぽんぽんとユウの肩を叩たたき、励ますように言った。しかしユウはその手を乱暴に振り払う。

「やはり貴様ら、全然まったくさっぱり理解してないようだな！　ああもう、そんな可哀かわい想そうな子を見るかのような目で私を見るなああ！　本当のことだと言っているだろう！」

「……ユウ、よく聴いてくれ。病気の人はみんなそう言うんだ……」

「お前たちこそ人の話を聞けえ────ッ!!」

　ユウが店中に響き渡るような叫び声を上げた。

　と、そのとき。音もなくユウの後ろにぬーっと人影が立つ。

「……お客様」

　店員さんだった。
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　……結局、店を追い出されてしまった。

「まったく。ゆースケが頭のおかしいことを言うから……」

　店の入り口で、陽子が肩をすくめて言った。

「くっ……だから本当のことだと言っているだろう……！」

　ユウはなおもぶつぶつと文句を垂れる。完全に本気のご様子。やれやれ……こいつは筋金入りのメルヘンちゃんだぜ。

「……もういい。お前たちなんかに信じてもらおうとした私が馬ば鹿かだったのだ。店の中で話したことは忘れろ」

「はいはい、言われなくても。ていうか、聞き流してたからあんまり覚えてないし」

「……くっ」

　陽子の言葉にユウは不機嫌そうに顔をしかめ、歩き出した。

「どこ行くの？」

　ユウは振り返らず、

「言っただろう。私にはやるべきことがあるのだ」

「前世の恋人捜しってやつか？」

　俺おれの問いには答えず、

「…………食べ物の礼だけは言っておいてやる。美お味いしかった」

「ほんとに美味しかったの？　あのハチミツバーガー。……ていうかべつにオゴリってわけじゃないわよ？　ハンバーガー二十個も食べといてお金払わないつもり？」

　振り返らず何やらクールな調子で言ったユウに、陽よう子こは当然のように代金を請求した。

　ユウは振り返らず、しかし声に動揺を滲にじませて、

「そ、それで数々の無礼をチャラにしてやろうというのだ！　感謝しろ！」

　そう叫び、走り出した。

「うわ、あの電波ゴスロリ逃げやがった！」

「ちょっと！　待ちなさいよー！」

　陽子が追おうと走り出そうとした──そのとき。

　不意にユウの足がぴたりと止まった。

「ん？　やっぱりお金払う気になった？」

「……これは」

　陽子の問いかけを完全に無視して、ユウは何やら緊張した様子で首を動かして周囲を見回す。

「……？　なんなのよ？」

　俺おれと陽子は訝いぶかり顔を見合わせ────そして、異変に気付いた。




　街から人が消えていた。




　夕暮れ時の商店街である。いかに地方都市とはいえ、この時間帯のこの場所に人通りがなくなるなどあり得ない。それなのに。学校帰りの学生も、露天商も、花屋の店員も、本屋で立ち読みしている連中も、誰だれもいない。まるで精巧に作られたミニチュアの街に紛れ込んでしまったかのような感覚。ふと思いついて振り返りハンバーガー屋の店内を覗のぞいてみると、俺たちを追い出した店員も、客も、やはり誰もいない。

　無人の世界。

　無音の世界。

　閉鎖された世界。

　作りものの世界。

　こんな異常な状況下で陽子やユウと騒いでいたなんて……我ながらどうかしている。

「な、なんなのよこれ……？」

　陽子が緊張した声で言った。さすがの彼女にも、怯おびえの色が見える。

「きゃあ霧きり村むら、あたし怖い」

　その怯えを隠すかのように、おどけた調子で俺の腕にしがみついてくる陽子。いつもなら振り払うところだが……まあ正直、俺おれも怖かったのでそのままにしておいた。

「これは《結界》だ……！　くそっ、まさかこんなに早く追って来るとは……！」

　こちらを向き、ユウが顔に焦りの色を浮かべて言った。

「け、結界？」と陽よう子こ。

「《結界》とは──」

　……!?　不意に頭上から、知らない男の声が聞こえてきた。老人の声のようで若者の声のようでもある、どことなくくぐもった感じの奇妙な声だ。

　声のした方に目をやる。

「な、なにアレ!?」

　陽子が驚きよう愕がくに目を見開く。なんと、電柱の上に、沈みゆく夕ゆう陽ひをバックにして、何者かが立っていた。

　眩まぶしさに目を細め、注視する。そこにいたのは一人の男──というか、なんというか。

　一九〇センチほどある長身。ひどく細身で、のっぽな印象。パリッとした黒いスーツを着ている。そのへんはまあいいとして。それの頭が問題だ。この場合の『頭が問題』というのはべつに「電柱の上に登るなんてあいつの頭はパーに違いない」とかそういう意味ではなく、単純に、『頭部が奇妙である』ということを意味する。

　どう奇妙かというと……まあ、その……白いウサギなのだった。

　ウサギ。あの耳が長いアレである。しかし微妙なデフォルメが施されていて、右目は開いているのか閉じているのか判わからないほど細く、左目には黒い眼帯をしている。

　隻せき眼がんのウサギ男はくぐもっているのに不思議とよく通る声で淡々と告げる。

「《結界》とは、強制的に対象の存在の次元をずらし、平行して存在する異世界へと誘導する術。その効果は永久的に持続するわけではなく、世界に不都合が生じないようそのうち自動的に解除されますのでご心配なきよう」

　そして、まるで金持ちの家にいる（本当に実在するのかどうかは知らない）執事のように、優雅に一礼してみせた。電柱の上で。

　黒スーツを纏まとった、ウサギ頭の執事。つまるところ──

「……変態？」

　陽子が俺の思っていたのと同じ単語を口にした。

「シド……！」

　ユウが呻うめくように言った。『シド』というのはあのウサギ男の名前だろうか。

「ユウ、あの変態と知り合いなのか？」

　尋ねると、ユウは苦々しげな顔をして小さく頷うなずいた。それに応こたえるように、

「小生の名はシド。見ての通りのしがない執事でございます。このたびは敬愛する我らが主のお嬢様、ユウ様をお迎えに上がりました」

　感情の読めない不気味な顔で、同じく感情の籠こもらない冷たい感じのする口調で、ウサギ執事はそう告げて────電柱の上から飛び降りた。

　とんっ、と軽い音を立てて着地。かなりの高さから飛び降りたにもかかわらず、まったく平然とした様子である。どうやら、ただの変態というわけではないようだ。

　と。変態が再び腕を大きく動かしてお辞儀した。

「……というわけでユウ様。小生とともに《庭園》へお戻りください」

「イヤだ」

　即答するユウ。シドは肩をすくめ、

「そうワガママを申されますな」

「イヤだと言っている。もう少しでエシュターの転生体に逢あえるのだ」

「エシュター殿の転生体ならば、小生がお捜しいたします。《庭園》にお戻りを」

「イ・ヤ・だ！」

　頑固に突っぱねるユウ。普通なら……つまりユウを迎えに来たのがこんなウサギ執事ではない普通の人間で、《結界》とかいう妙な状況でなければ、単なるワガママ娘の家出で済んだのだろうが……どうもおかしなことになってきた。

　前世云うん々ぬんは、電波少女の妄想ではないのか？　それとも執事はユウを説得するため彼女に合わせているだけ？　しかしそれにしても執事まで変な扮ふん装そうをしている意味が解らない。ユウと同じくこのウサギも実は執事でもなんでもなくて妄想癖に取り憑つかれたユウのお仲間？　だがただの妄想で済ますには《結界》とやらの説明が……ああ混乱する。

「……ともあれ、厄介なことに巻き込まれたのは間違いなさそうだな」

　思わず声に出して呟つぶやくと、ユウははたとこちらに目をやり、それからウサギ男に、

「……シド。何な故ぜこの二人まで結界に巻き込んだ」

「念のため、でございますユウ様。万一ユウ様がご自分の身の上をお二人に教えるなどしておられた場合、その証拠を隠滅せねばなりませんので……。まあ、見ず知らずの一般人にそのようなことはないと思いますが……あくまで念のためでございます」

「……う」

　ユウが呻うめいた。……あれ。何やらイヤな予感。

「えーと、ユウの身の上って、自分が千歳の吸血鬼で前世がどーのとかいう妄想？」

　陽よう子この言葉に、ウサギ頭の長い耳の片方だけがぴくりと動いた。……すごいな。まるで本物の耳みたいだ。顔そのものはデフォルメされているにもかかわらず、耳、それにもぞもぞと動く口元や少し湿った鼻など、作り物と断じるには妙に生々しい。

「ユウ様……浅慮にもほどがありますぞ……」

　ゾッとするような声で、シドは言った。

「だ、大丈夫だ！　この二人は愚鈍だから私の言うことなど信じていない！」

　言い訳するようにさらりと失礼なことを言うユウに、シドはぴしゃりと、

「そういう問題ではありません」

　そして俺おれたちの方に顔を向け、

「……申し訳ございませんが、お二方にはユウ様の記憶を持ったままこの世から消えていただきましょう……いわゆる、口封じ、というやつですな……」

「な、なんでそうなるのよ！」

　陽よう子こがたまらず抗議の声を上げる。シドはまたも優雅に一礼し──右手をぎゅっと握りしめた。……手の指は人間と同じように五本。俺がそう認識した次の瞬間、シドは再び手を開いた。すると。

　──ぽんっ、そんな少し間抜けな音とともに、シドの手の上に、刃渡り一メートルほどのサーベルが出現した。て、手品……？

「では、お覚悟を」

　サーベルを握り、切っ先をこちらに向けて告げるウサギ執事。

「な──っ、ちょ、そんな、えええええ!?」

「待て、話せばわかる！」

　悲鳴を上げる陽子と、どうにか話し合いによる説得を試みようとする俺。

「問答無用！」

　シドは短く告げ、とん、と地面を蹴けり、サーベルを水平に構え俺たちの方へと疾しつ駆く。

　は、疾はやいっ!?　ヤバい！　──だが！

「炎よ！」

　殺人ウサギに向かって、突如として直径一メートルほどの炎の球が飛んでいった。それを放ったのは──ユウだった。ユウが叫ぶのと同時に、彼女が突き出した手のひらの前方から燃えさかる炎が出現し球体となって、シドめがけて高速で火の粉を散らしながら飛んでいったのだ。

「ム……！」

　シドはその場で跳躍する。自分の身長ほどもある高さまで一気に跳び上がり、サーベルを持ったまま華麗にバック宙をして後方に跳ぶ。さらに横に跳び、火球を回避。避けられた火球は道沿いに植えられた街路樹に直撃し、それを一瞬にして灰と化した。

「ふむ……ユウ様。何な故ぜそのお二人を庇かばわれるのですかな？」

「……べつに。本当はセイジとヨウコのことなんてどうでもいいのだが、私の不注意で死なせるのも寝覚めが悪いし……食事をさせてもらった恩もあるし……それに何より──お前の思い通りにさせるのが気に入らない」

　ユウは敵意を込めた視線でシドを睨にらみつけた。おお、なんか頼りになる感じが。

「ほう……」

　どこか楽しげに、嘲あざ笑わらうようにウサギは言う。

「それはつまり──小生と戦おうというわけですかな？　ユウ様」

「……ふん、どうせエシュターを見つけ出すためにはお前を倒さなければいけないんだ。大人おとなしく──ローストウサギになってしまえ！」

　再びユウが炎の球を放つ。シドは先ほどと同じく、ひょいと横に跳んであっさりとそれを回避。そして、

「ふむ……それでは──」

　デフォルメされた口元に凄せい絶ぜつな笑みを浮かべて、

「ワガママなお姫様には、少々痛い目にあってもらうとしますかな……！」

　サーベルを構え、ユウに向けて疾しつ駆く。主人に刃やいばを向けるなんて、このウサギほんとに執事なのか!?

「セイジ、ヨウコ、離れていろ！」

　ユウの言葉に従い、俺おれと陽よう子こは慌てて後退する。

「チェ────ストォォォォ────ッ！」

　サーベルを頭上高く振り上げ、薩さつ摩ま示じ現げん流のかけ声とともにユウに肉薄するシド。その速度は常人のそれを遙はるかに上回る。ユウは攻撃か回避か、一瞬迷ったような素振りを見せ、結局回避を選んだようだ。

　サーベルを鋭い視線で注視し──たユウの腹部に、長い脚が叩たたき込まれる。

「がは──っ!?」

　サーベルはフェイントだった。強きよう靱じんにもほどがあるウサギ執事の強烈な横蹴げりをモロに喰くらい、ユウの身体からだがすごい勢いで五メートルほど吹っ飛び、派手な音を立てて背中からハンバーガー屋の壁に叩きつけられる。あれは……痛そうだ……！

「く……ッ！」

　苦しげに呻うめきながら、それでもユウはすぐに立ち上がり、

「この────バカウサギッ！」

　怒りの叫び声とともに、オレンジに輝く野球ボール大の火球が無数に出現。シドに向かって襲いかかる。さながら、炎の散弾銃といったところか。

「無駄です」

　シドは失笑混じりに呟つぶやき──スーツのポケットから白いハンカチを取り出す。

　……？　意味が解らない。シドは急接近する炎の弾丸に向けてハンカチを一振り。すると、シドの前に長方形をした極彩色の障壁が出現。ぽすっ、ぽすっ、弾丸のことごとくが、そんな妙に情けない音を立ててマッチが燃え尽きるように消失していく。

「さて、」

　ハンカチをしまい、そのまま流れるような動作でサーベルをユウめがけて投とう擲てきする。

「つっ！」

　紙一重でユウが迫る凶刃を回避する。その動きに合わせ、シドが再度ユウに迫る。唸うなりを上げて襲い来る奴やつの蹴けりをユウはまたも喰くらい、吹っ飛ばされる。

　が、今度はただ吹っ飛ばされるだけではなかった。

「燃、え、ろ────ッ!!」

「ほうっ!?」

　シドの攻撃を受けると同時に、痛みに顔をしかめながらもユウは火球をシドに放ったのだ。回避できる距離ではなく、身体からだの中心部に炎の直撃を喰らうシド。やったか!?

　…………やってなかった。

　ただのスーツではないのか、スーツには焦げ目すらなく、もちろんシド自身もダメージを受けた様子はない。対するユウは、地面に叩たたきつけられて辛つらそうに起きあがる。

「ふむ……これでは小生、まるで弱いものいじめをしているようですな」

「黙れ！」

　肩をすくめるシドに、ユウは叫び、再び炎の散弾銃。さらに、

「まだまだ！」

　次に放ったのは青白くバチバチと帯電するゴルフボール大のエネルギー弾。さらに時間差で、ナイフのように鋭く尖とがった氷の矢を連射。炎と雷と氷が雨あられと降り注ぐ！

　……そしてシドは、それら全すべてを、跳び、障壁で防ぎ、ときには腕を一振りして弾はじき飛ばした。まったく効いている様子はない。

「……ふむ……ユウ様の『性能』はこの程度ではない筈はずなのですが……どうやら千年間のブランクで、いささか弱体化しておられるようですな。《庭園》に戻ったら、いざというときに備えて鍛錬していただきますぞ。小生が手取り足取りお教えいたしましょう」

　余裕を見せるシドに、ユウは怒りを露あらわにして叫ぶ。

「私が教わるのはエシュターだけだ……！　《剣》よっ！」

　声と同時に、ユウの右手に長さ六〇センチほどの、菱ひし形がたをした茜あかね色いろに光り輝く剣が出現。それを水平に構え、苦痛に顔をしかめながら髪をなびかせ、シドに向かって走るユウ。疾はやい。あれだけやられているにもかかわらず、そのスピードは普通の人間より遙はるかに勝る。

　が。シドはあっさりとユウの斬ざん戟げきを横に回避、さらに一歩踏みだし、そのままユウの横腹に肘ひじを叩き込む。それほど力を込めたようには見えなかったのだが、ユウの身体は大きく吹っ飛ばされる。俺おれたちの方へ。

「うおっ！」

　風を唸らせてこちらに飛んできたユウの背中を、慌てて両腕で抱き留める。小さな身体。体重も驚くほど軽かった。

「うぅ……」

　俺おれの腕の中で、口から一筋の血を流しながらユウが苦しげに呻うめいた。

「さて、ユウ様。そろそろ降参していただけませんかな」

　退屈そうに、シドが淡々と言う。と、そのとき。陽よう子こがユウを庇かばうように前進し、シドに向かって叫んだ。

「ちょっとウサギ男！　いい加減にしなさいよ！　何もここまでやらなくたって……！」

「これは心外な。ヨウコ殿、と仰おつしやいましたか。小生も、何も好きこのんでユウ様に手を挙げているのではございません」

「いーえ噓うそね！　あんたは絶対楽しんでやってる！　だって目が変態の目だもん！　女の子をいたぶるのが大好きな変質者に違いないわ！」

「おやおや、小生も嫌われたものですな……」

　シドがひょいと肩をすくめ──自然な手つきでポケットに手を入れ。

「では、きわめて機械的なやり方で始末をつけるといたしましょう」

　そう言いながらゆっくりとポケットから取り出したのは……死神の鎌かまを思わせるような禍まが々まがしい形状をした、鈍色に輝くブーメランだった。どう見てもポケットに入りそうにない大きさなのだが……今更このウサギが何をやったところで不思議ではない。

「な、なによそれ……そんなの、ホントに死んじゃうじゃないの！」

「ユウ様ならば、死にはしません。見た目より遙はるかに頑丈ですゆえ。多分」

　あっさり言い切って、シドはブーメランを構える。多分て！

「対象を設定──正常終了コンプリート。魔導具《つきまとうものストーキングエツジ》──これは、対象の魔力を追尾し、相手をどこまでも追いかけるという実にいやらしい武器でして。命中率一〇〇パーセントというのはいささか面白味に欠けるのですが、まあ、便利といえば便利ですな」

「くっ……このサドウサギめ……！」

　ユウが慌てて俺から離れ、

「《鮮血の貴女カーミラ》、翼を！」

　鋭くそう叫んだ刹せつ那な、ユウのチョーカーの幾何学模様が煌こう々こうと赤い光を放ち、直後、ドレスの背中から蝙こう蝠もりのそれとよく似た形状の巨大な赤い翼が出現する。ぶわさっ、と翼をはためかせ、ユウの身体からだは黄昏たそがれの空に向かって真まっ直すぐに飛んでいく。あのゴスロリ娘、まさか空まで飛べるとは……！

「どこまでも追いかける……そう申し上げた筈はずですが」

　シドが無造作にブーメランを放り投げる。言葉通り、ブーメランはクルクルと高速で回転し、ユウのいる上空に向かって飛んでいく。ユウがいきなりあらぬ方向へと逃げても、ブーメランは不自然な軌道を描き彼女の方へと向きを修正する。

「ちぃっ！」

　ユウが舌打ちして、ブーメランに向けて炎の散弾を放つ。幾つかの弾が命中する。が、効果はない。勢いを弱めることすら出来ず、ぽすんぽすんと情けない音を立てて炎の弾は散っていった。

　ユウが地上一メートルあたりまで急降下する。それを追尾するブーメラン。ユウは翼を羽ばたかせ、高速でシドの方に突撃。手には再び、オレンジに輝く光の剣。

「遅いですぞ」

　ひょいとシドにかわされ、勢いあまってこちらに向かって飛んでくるユウ。だが、どうやらそれはユウの作戦だったらしい。ユウを追尾するブーメランの進路に、シドの身体からだがあった。ブーメランがシドに直撃する──と思われた次の瞬間。ブーメランは、まるで生きているかのようにあり得ないほど急激な方向転換……ほとんど直角に近い軌道を描きシドの身体を回避し、再びユウの追撃を開始する。あんなの反則だ！　本当にユウに当たるまで止まらないというのか。

「く……っ!?」

　自分の作戦が失敗に終わったのを見たユウが顔をしかめ、俺おれと陽よう子この間を一陣の赤い疾風のように通り抜ける。それを追って迫る反則ホーミングブーメラン。

　……思考する。あれ喰くらったら痛いよな……だが恐らく、痛いだけ……！　見たところスピードは大したことがない……つまり──腕に直撃したところで骨ごと腕が切断されてしまうほどの威力があるようには見えない。

「だったら！」

　俺は迫り来るブーメランの進行ルートに二の腕を突き出した。

「ちょっ、霧きり村むら!?」

　陽子の焦りの声。

「セイジ、無意味だ！」

「……捨て身で女の子を庇かばうとは見上げた心意気。ですがユウ様の仰おつしやる通り──」

　シドは余裕の表情だ。先ほどシドの身体を回避したときと同じように、ブーメランの動きが一瞬ストップ。くそっ、まさか、自分から当たりに行っても駄目だと言うのか。

　そう思った刹せつ那な。

　ブーメランは、軌道を変えることなく、突き出された俺の右腕にその凶刃を突き立てた。ザックリと肉を抉えぐられる厭いやな感覚。神経がぶちぶちと千切れる音が聞こえそう。骨がガリガリ削られる実感。だがブーメランは目もく論ろみ通り、骨の真ん中あたりで完全にストップ。

　安あん堵ど。それに遅れて、脳のう髄ずいに刺さるような激痛が走る。噴き出る血飛沫しぶきが顔にかかる。超痛い……！　だが……痛いだけ……！　でも痛い！　死ぬほど痛い！

「ぐああぎゃああああああぁぁぁあぁぁああぁぁぁ────────ッ!!」

　たまらず、俺は絶叫を上げた。

「セイジ!?」

　驚いたユウが寄ってくる。

「そ、そんな筈はずは……！」

　シドの焦りの声。このウサギが取り乱すとは思わなかった。

「あり得ませんぞ……この武器はターゲット以外は決して傷つけぬよう設計されているのです……考えられるとすればそれは……少年……セイジ殿でしたか……」

　次にシドの口から発せられた言葉は、思いもよらぬものだった。




「何故あなたの中に、ユウ様の魔力が存在しているのです！」




　……え……？　今、なんて……。

「──ッ！」

　すぐ近くで、息を吞のむ気配。ユウだった。だらだらと流血した腕をだらんとさげて膝ひざをついた俺おれを、呆ぼう然ぜんと見つめる真紅の双そう眸ぼう。

　その瞳ひとみから、はらりと一筋の涙が流れる。

　──!?

「……お前、だったのか……」

　呆ほうけたように、ユウが呟つぶやいた。そして不意に表情を歪ゆがめる。そこにあるのは、歓喜の色。

「お前が……エシュターの転生体だったのだな……！」

　俺の身体からだをそっと抱きしめるユウ。息が耳をくすぐり、銀色の髪が鼻をくすぐり、ドレスのフリルが傷口をくすぐる。痛いっての。

「会いたかった……やっと会えた……やっと会えたあ……！」

　……え、え？　どういうこと……？　激痛を感じながら、疑問が鎌かま首くびをもたげる。くそっ、わけが解らない。俺の脳は痛みに耐えながら思考できるほど器用じゃないんだ。

「ど、どういうことよ!?」

　陽よう子こが俺の代わりにユウに説明を要求した。ナイスだ。

　ユウは呆けたように淡々と言う。

「……セイジの中に私の魔力がある……それは、私が千年前、死にゆくエシュターに《転生》の術を使ったときの魔力に間違いない。何な故ぜなら魔力は個人によって微妙に異なり、誰だれ一人としてまったく同じものは存在しないから……」

「えーと……つまり指紋とか銃弾の線せん条じよう痕こんみたいな感じ？」

　陽子の言葉には答えず。ユウは俺の胸に顔を埋めて嗚咽おえつを漏もらす。

「エシュター……お前は生まれ変わっても、私を命がけで守ってくれたのだな……あのときと同じように……！」

　感極まったように言うユウ。……いや、べつに命をかけたわけではないのだが。庇ってもちょっと怪我をするだけで済むと判断したからこそ、手を貸してやっただけで。命がけで知り合ったばかりのイタタな電波少女を庇かばうほど、俺おれは酔すい狂きような人間ではない。

　そう弁明しようと思ったのだが……痛みで声が出ない。まあ、本人が勝手に良い方向に勘違いしてくれているのなら、あえて水を差す必要もあるまい。そう思った。

　と。不意に。

「セイジ……私に力をくれ……」

　そんなことを言って。ユウが、アホブーメランによって派手に流血している腕の傷口に、顔を近づけてきた。とろんとした眼まな差ざしで、血の流れる傷口を見つめる。

「お、おい……!?」

「……エシュターが死んでから、ずっと誓っていたんだ……再びお前に巡り会えるまで、絶対に他ほかの人間の血なんて吞のまないって……」

　ユウは無造作にポシェットを漁あさり、取り出したのは……蜂はち蜜みつのチューブ。

　えーと……ユウさんや、そんなものを取り出してナニをなさるおつもりデスか……。

「うふふ──……」

　驚くほど蠱こ惑わく的てきに笑い、ユウは片手で俺の腕を取り、もう片方の手で蜂蜜のチューブに力を込める。傷口近くにとろりと垂れていく、蜂蜜。黄昏たそがれの太陽を受けて金色に輝く蜂蜜は神秘的ですらあり、その神秘的な液体が自分の流す血の赤にゆっくりと混じっていく様子はどこか幻想的だった。現実感がない……血液に、蜂蜜。

「千年ぶりに、お前をちょうだい──……」

　言うが早いか。ユウは蜂蜜のチューブを捨てて、両手で俺の腕をそっと摑つかみ、愛いとおしげに俺の傷口を自分の口の方へ近づけていく。腕に力が入らず、俺は何も抵抗できない。

　ユウがそっと口をつけた。そして、舌を這はわせて流れる血液をねっとりと舐なめ取る。ぴちゃぴちゃと音を立てて……まるでミルクを吞む猫のようにユウは俺の血を舐める。

　……ぞくっ──。

　痛みとともにやってきた妙な快感に、思わず身震いする。ユウが舌を出したまま首を上下させるたび、ぞわぞわと同じ感覚が襲ってくる。足がびくびくと震える。

「……ん……セイジ……んぁ……あまぁい………」

　喘あえぐようにユウが俺の名を呼び、蜂蜜混じりの血液を嚥えん下かする。その表情は、ちょっと前に無邪気にハンバーガーを貪むさぼっていた少女と同一人物とは思えないほどに淫いん靡びで、幼さの残る顔立ちとのアンバランスさが、禁忌に触れているような背徳感を呼び起こす。

　──吸血鬼。

　そんな言葉が頭をよぎる。ユウの舌遣いはますます激しく、そして淫みだらになっていく。

　身体からだから力が抜け、それとともに痛みも薄れていく。舐めるだけでは飽きたらず、ユウはついに、傷口にぴたりと唇をくっつけ、血を吸い出してきた。不意に襲ってきた未知の感覚に、視界が白濁して意識が飛びそうになる。

「ひッ──んン……ッ！」

　やべ、思わず変な声が口から漏もれた。

「ゆ、ユウ、やめ……て……」

　しかし、恍こう惚こつとした顔で血を啜すするユウには、俺おれの懇願は届いていないらしい。

「んぅ……、んはっ、ひさしぶりの、しょくじ、だから、かな……」

　ユウが掠かすれた声で呟つぶやく。

「……ちからが、どんどん、……わいてくる、みたい……ヒンっ、……なか、からだの、なか、からっ、なにか、きちゃう、へん、こんなの、ん、ん……ンふ──……」

　うっとりと目を細め、ユウの唇から一筋の赤が垂れる。俺の血。きらきらと光る、鮮やかな赤。ああ吞のまれてる、俺の血が吞まれている、俺の血を吞んで、少女が喘あえいでいる、

「──ちょうらい、せーじをぜんぶ、おなかいっぱいに、なるまで……」

　このままでは……ユウに……食べられてしまう……それもいいか──……このまま、この少女と、一つに──……一つになりたい──……頭がぼーっとして……自分が自分じゃないみたい……全身を、内側からユウが貫いているような感覚──……ユウに浸食されている、侵され、食べられている──侵されて、犯されて、俺がオカしくなっていく、ぼ、ぼくを──オカしくして……ぼくは、ボクは──…………












「いい加減に……しなさ────いっ！」




　ばちこーんっ！　陽よう子こがユウの後頭部を思い切りパーで叩たたき、とてもいい音がした。そのおかげで、なんだか変態チックな思念に支配されそうだった頭が正常に戻る。

「うぅー……痛いではないか……」

　俺おれの傷口から口を離し、口元に付着した血を舌で舐なめ取りながらユウは恨みがましい目で陽子を見た。

「なんでいきなりエロい顔して霧きり村むらの血を吞のんでるのよこの淫いん乱らん吸血鬼！　ついさっきまで霧村のことを軟弱だとか貧弱だとか不幸そうだとか性格悪そうだとか頭悪そうだとか受け顔だとか散々言ってたくせに、急に手のひら返してベタベタベタベタ！」

　陽子はすごい剣幕でユウを責め立てたあと、ぼそりと、

「……まあ、霧村のエロ顔が見れたから許すけど……」

　対してユウは、

「う、うるさいっ！　セイジは私の運命の人だったのだ！　千年ぶりの再会を喜んで何が悪い！　それに私は吸血鬼だ！　血を吸うのが愛情表現なのだ！」

「時と場合と相手をわきまえつつ空気を読みなさいよ！」

「貴様こそ空気を読んで席を外したらどうなのだ！　それに、血を吸えば私は本来の力を発揮できる！　そうすればシドにだって負けない──って、そうだ、シドは!?」

　どうやら本気で忘れていたらしく、ユウはようやく立ち上がり、ウサギ執事の方に向き直った。ユウが俺の血を吸っている間何も仕掛けてこなかったウサギは、相変わらず何を考えているか判わからない顔でこちらを見つめながら、鼻の頭をポリポリと搔かいた。

「ふむ……これはなかなか、面白いことになりましたな」

　それから不意に俺に視線を向け、

「ときにキリムラ殿」

「な、なに」

「キリムラ殿には、エシュター様の転生体としての自覚……あるいはエシュター殿の記憶は御座いますかな？」

「あるわけないだろそんなもん」

　俺が即答すると、シドはフムフムと軽く首を振り、

「……ふむむ……やはりユウ様の魔術は、あらゆる意味で不完全ですか。《転生》然しかり、先ほどの《火球》や《剣》然り、ご主人が開発し《魔界サーバ》に転送アツプロードした本来のものと比較して、よくて六〇パーセントの性能、といったところでしょうかな」

「……セイジにエシュターとしての記憶が無いのなら、私が取り戻させるまでだ！」

　ユウが力強く宣言した。その瞳ひとみには揺るぎない決意の色。……そんなこと決意されても俺おれは困るのだが。

「どうやって取り戻させるというのです？」

「ど、どうにかしてだ！」

　シドに静かに問われ、ユウは言い淀よどんだ。するとシドは、何な故ぜか小さく笑った。

「では……微力ながら小生もそれに協力いたしましょう」

　そう宣言するが早いか、シドはスーツの右袖そで口から再びサーベルを取り出し、あろうことか俺に向かって切っ先を向けてきた。

「古来より、記憶を取り戻すのは『かつての思い出の再現』と決まっております。何を隠そう、小生とエシュター殿は幾度も刃やいばを交えた好敵手ですゆえ！」

　サーベルを構え、俺に疾しつ駆くするウサギ。その全身からは、素人の俺ですらハッキリ感じられるほどの殺気が滲にじんでいる。

「やめろっ！」

　ユウがシドを牽けん制せいするように魔術を放つ。バチバチと激しい電気を帯びた龍のような光が、シドに向かって伸びていく。

「おっと……！」

　シドは瞬時にサーベルを放り投げ、雷の龍はそちらに誘導されていく。激しい光をまき散らし、サーベルは消し炭になった。……これが、ユウの本来の力なのか。

「……ふう……」

　ユウは荒い息をつき、怒りを含んだ目でシドを睨にらみつける。

「このバカウサギ！　さては貴様、セイジを亡き者にするつもりだな！」

「おやおや、バレてしまっては仕方がありませんな」

　シドはあっさりと肯定した。

「小生、昔からエシュター・ハミルトン殿のことが大嫌いでしてな……！　小生が長年お世話してきたユウ様を横から掠かすめ取ったあのコソドロ魔術師……。生まれ変わった暁には小生の手でこっそり始末してしまおうと画策しておりました」

　うわ、このウサギろくでもねえな……。

「……私を《庭園》に戻したあとはこっそりセイジを殺して、『見つかりませんでした』とでも言って済ますつもりだったのか」

「ご明察」

　からかうように一礼するシド。洒落しやれにならんな……。前世だとか、そんなくだらない理由で殺されてたまるか。

「させるか。セイジは──私が守る！」

　ユウが叫び、シドめがけて火球を放つ。先ほどまでとは桁けた違いの大きさ。もはや火球とは呼べまい。まるでうねり狂う炎の龍だ。動きがやたらと激しくて陽よう子こや俺おれにまで火の粉が降りかかり、その熱風は近付いただけで消し炭にされそうなほど。シドは空気を切り裂いてうねりながら襲い来るその火龍を、かろうじて上に跳んで回避。その真後ろにあったブティックが猛烈な勢いで炎上し、熱波が俺の顔にまで吹き付ける。熱い……！

「むう、この威力は少々計算外ですな……危うくウサギの丸焼きになるところでした。くくく、小生、見直しましたぞ」

　圧倒的な破壊力を見せつけられてなお、シドの余裕の態度は崩れない。それがユウにとっては気に入らないらしい。

「その余裕が……いつまで続くかな……！」

　言いながら、右手をシドの方へかざす。目を開けていられないほど凄すさまじい光を放つ迅雷が、横薙なぎにシドのすぐ頭上を通過し、背後にあった街路樹を一瞬で炭化させる。当てなかった……？　少々怪け訝げんに思うものの、これだけの力ならあのウサギを消し炭にするのも時間の問題だろう。

「どうなされましたかなユウ様。威い嚇かくなどユウ様らしくもない」

「うるさいっ！　次は当てる！」

　ユウが再び両手をシドに向けて突き出すと、シドのすぐ後方の地面から、敷き詰められたタイルを砕きながら先端の尖とがった巨大な岩が轟ごう音おんとともに突き出してきた。

「おっと……！」

　シドはさすがに緊張した声で、位置があと一歩ズレていたら自分を下から串くし刺ざしにしていたであろう巨大な岩を見る。……また、当てなかった……？

「くそっ……！　《剣》よ！」

　ユウの腕から、刃渡り二メートル以上もある極彩色の光の大剣が出現。おお、接近戦を挑むのか！　ユウは自分の身体からだより巨大な剣を大きく振りかぶり、少しふらふらしながらもシドに向かって突進していく。ゆるやかに振り下ろされたその光刃を、シドは軽く横に避け、さらに後退し距離をとった。

　……それでようやく気付いた。……気付いてしまった。

「ねえ……霧きり村むら」

　陽子がユウの様子を眺めながら言う。

「もしかしてさ、ユウってば、自分の力を使いこなせてないんじゃない……？」

「……やっぱり陽子もそう思うか？」

　俺の頰ほおを冷や汗が落ちる。俺の血を吸ったことで、ユウはたしかに満腹になり、その能力を全開で使えるようになったのだろう。だが、長期間（本人の言葉を信じるなら千年）血を吞のまなかったユウは、慣れないフルパワーを上う手まくコントロール出来ない。攻撃は当たらず……術に振り回されて疲れるだけ。見れば先ほどまでの自信たっぷりな態度はどこへやら、ユウの顔色は真っ青で、ぜぇぜぇと舌を出して荒い息をついている。

「きゅ、吸血鬼が血を吸って弱くなってどうする……!?」

　掠かすれた声でツッコミを入れる。それにしてもまずいな……ユウが負ければ、俺おれはあのウサギ野郎に殺されてしまう。陽よう子こと二人がかりで戦おうにも、あんな化け物ウサギと戦って勝つ自信はまったくない。

「くそっ！　くそっ！　くそっ！」

　ユウはやけくそになったかのように、破壊力だけは大きいめちゃくちゃな攻撃を乱発する。だが、シドはほとんどその場から動きもせず、攻撃の全すべてをやりすごす。

　やがてユウの攻撃がやみ、ユウは荒い息を吐きながらその場に膝ひざをつく。

「おや、終わりですかな？」シドが淡々と言った。「では……ユウ様には少々眠っていていただきましょう。目を覚ましたときには、全てが終わっておりますよ──……」

　シドがユウの方へゆっくりと歩き出す。一歩、また一歩とその距離が近付いていく。

「く……そっ！」

　絞り出すようにして放った炎は、先ほどまでとは比較にならない小さなもので、シドは蝿はえでも追い払うかのように腕でその火球を散らした。

　ユウに接近したシドが拳こぶしを構え──ユウを気絶させるべく痛烈な打撃が打ち込まれようとした──まさにそのとき。




　周囲に音が戻った。




「「──!?」」

　俺と陽子、ユウ、それにシドまでもが、思わず息を吞のんだ。

　商店街の大通りの真ん中にいた俺たちの周囲に、突如として無数の人の群れが現れたのだ。多くは学校帰りの学生。……《結界》が──解除された？

　通行人たちは、突如として現れた俺たちに怪け訝げんな顔をした。そして、ボロボロになって膝をついている、（少なくとも見た目は非常に）可か憐れんな少女に今まさに殴りかかろうとしていることが一目瞭りよう然ぜんであるウサギ頭の変態に、厳しい目を向ける。

「おいてめえ、何やってやがるんだ」

　通行人Ａっぽい男子高校生がシドを睨にらんで言った。

「え、あ、いや、これは、小生はその……」

　慌てて拳を後ろに隠すも、通行人たちの疑惑の眼まな差ざしは緩まない。

　そこですかさず、陽子が叫んだ。

「──そのウサギ男は変態よ！　ロリコンで下着ドロと猥わい褻せつ物陳列罪と婦女暴行の現行犯で指名手配されてるの！　見れば判わかるでしょう!?」

「な、なるほど……！」

「たしかにそうだな……！　こいつぁどう見ても変態だぜ！」

　見れば判るでしょう。陽よう子この言葉は、シドの怪しすぎる外見のおかげで驚くほどの効力を発揮し、奴やつは瞬く間に通行人たちに囲まれてしまった。よく見れば、シドを取り囲む通行人たちの中には、俺おれや陽子のクラスメートなど見知った顔もある。

「……これはまずいですな……何な故ぜ《結界》が突然……ひ、ひとまずここは退散するといたしましょう……！」

　シドはその超人的なジャンプ力をもって、包囲を抜け出そうとした。が。

「ぐおっ!?」

　どてんっ！　二メートルほどの距離まで跳んだところで、シドの身体からだが派手な音を立てて無様に地面に叩たたきつけられた。

「こ、これは一体……!?」

　シドの足下に複雑に絡みつく、光を放つロープのようなもの。それは俺たちと同じ制服を着た男子高校生（通行人Ｂとしよう）の手から伸びている。

「へっ、俺の【固定観念の呪縛ゴルデイアン・ノツト】をなめるなよ変態野郎め！」

　通行人Ｂがシドに向けて言った。

「……な、何故ただの通行人が《束縛》の魔術を……!?」

　ユウが呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。それを聞いた陽子は、不思議そうに、

「ユウってば、何を驚いてるのかしら？」

「さあ……」と俺。

　本当に、ユウは一体何を驚いているのだろう……。冷酷なウサギ怪人であるシドがこれほどまでに動揺しているのも奇妙な感じである。

　学生たち──つまり、この場にいるほとんど全ての人間が何らかの異能を操ることが出来るなんて、当たり前のことだというのに。

「む、むむうっ!?　何やらさっぱりわけが分かりませんが、なりふり構っていられる状況ではないようですな……！」

　シドが呻うめくように言って、スーツの袖そでからサーベルを取り出し、足を縛る光のロープを切り裂き、立ち上がる。

「うわっ、あぶねえ！　こいつ剣を持ってやがるぞ！」

「変態に刃物って最悪な組み合わせだな！」

「婦女暴行じゃなくて強盗殺人犯だったのね！」

　口々に驚きの声を上げる通行人たち。包囲の輪に隙すきができ、シドはその間を縫って逃亡をはかった。

「逃げるぞ！　捕まえろ！」

　通行人たちが逃げるシドを捕まえようと、それぞれ独自の異能を発動させる。

「うおりゃああああ────ッ！」肉体を強化させシドを凌りよう駕がするほどの駿足でもって奴やつを追う一人の高校生がいる。「もいっちょ！」先ほどの通行人Ｂが【固定観念の呪縛ゴルデイアン・ノツト】をシドの背に向かって放つ。「キモっ！　マジ死ねって感じ！」ユウが先ほどの戦闘で使用したのとよく似た炎の散弾を放つ、ガングロ女子高生。「へっ、変態野郎め。手加減はしねえぜ」シドの進行方向にいたヤンキー風の少年が、ビームサーベルのような剣を出現させて待ち構える。「波●拳────ッ！」どこかで聞いたような叫び声とともに手のひらからエネルギー弾を放つ、柔道着を着た少年がいる。「そこかっ！」オタクっぽい外見の少年が鞄かばんから取り出した無数のスーパーボールを投げつけると、それらはまるで意思を持っているかのように不規則な軌道を描きシドを追尾していく。

「ひいいいい────ッ!?　どうなっておるのですかこれはああああ────ッ!?」

　一人一人が超常の力を操る群衆に追われ、シドがユウと戦っていたときとはまるで別人のように情けない悲鳴を上げている。

「うふふ……悪い人にはおしおきですよー？」

　クラスメートである長い黒髪の少女が、その髪を巨大な黒蛇のように長く長く伸ばしてウサギを追尾する。その迫力の前にはシドなど餌えさとなる小動物同然だ。

「……変態さんは、成敗です」

　髪を蛇に変えた少女の連れである、赤い着物を着た少女が、愛用の日本刀を抜いてシドに斬きりかかる。

「うーん、最近ちょっと貧血気味だからあんまりチカラは使いたくないんだけど……ま、せっかくだからあたしも参加しときましょうか！　霧きり村むら、ちょっと血もらうねっ」

　隣で見ていた陽よう子こが不意にそう言って、俺おれの右腕の怪け我がをべろりと舐なめる。こびりついた血を吸引、嚥えん下か。「んふ……」と恍こう惚こつとした息を吐く。先ほどのユウと同じような、どこか艶なまめかしい表情で、口元からこぼれる血を拭ぬぐう。

「……んっ、ちょっと蜂はち蜜みつの甘さが残ってて何か変な感じだけど……やっぱり霧村の血は最高に美お味いしいわね。それじゃ、いってきまーす！」

　俺の頭を無造作にくしゃくしゃと撫なで回したあと、彼女の《奇蹟顕見能力タレント》である【堕ちない林檎リバテイ・グラビテイ】を発動。自分の前方に、まるで階段のように幾つかの極彩色をした重力素子の足場を作り出し、その足場を踏みしめて群がる通行人たちの上を走っていく。

「みんな上は見ないでよね！　あたしのパンツを見ていいのは霧村だけなんだからー！」

　そんなアホな台詞せりふを叫びながら、空中を軽やかに爆走していく陽子。

　大通りからごっそりと人がいなくなる。この街の人間は、祭りに飢えているのだ。こんな楽しそうな血祭り、退屈を持て余した若者たちが嬉き々きとして飛びつかない理由がない。

　夕ゆう陽ひが照らす商店街の真ん中。その場に留まっているのは、きょとんとした顔で座り込むユウと、俺おれの二人。

　シドのブーメランに切り裂かれた傷は既にほとんど塞がっているとはいえ、ウサギ狩りに参加できるほどに体力が余っているわけでもない。……それに、俺なんかが参加したところで役に立てることなんて何もないだろうし。

「な、なんなのだ、これは……？」

　ぽつりとユウが言った。どうやら本気で不思議がっているらしい。

「……千年生きてるだとか前世の恋人云うん々ぬんはともかくとして、君が俺たちとは違う吸血鬼だってことは本当みたいだな……」

　ユウが俺に縋すがるような視線を向ける。そんな彼女に、俺は教える。

「……この街にいる若い連中は、ほぼ全員があんなふうに妙な能力を持ってるんだ。きっと、《結界》とかいうやつを破って俺たちを助けてくれたのも、あの通行人ズの中の誰だれかなんだろうさ」

　困惑した様子のユウに、さらに告げる。

　この街、《夜や光こう市》が、あんなふうに人間離れした能力に覚かく醒せいした者たち──《ムーンチャイルド》が集められた学園都市だということを。
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《月光症候群》──この世界に住むほとんどの人間には聞き覚えがないであろう原因不明のこの奇病は、今から十五年くらい前から、九歳から十八歳くらい、つまりちょうど第二次性徴の起こる年とし頃ごろの子供たちの間で、数千分の一の割合で発症しているらしい（らしい、というのはこれはあくまで研究所の発表で、俺たちには確かめようもないからだ）。

　これが発症すると、吸血衝動──つまり『他人の血が欲しい』という欲求に駆られるようになる。さながら食欲や性衝動と同じように、抗あらがうことの出来ない本能のレベルで『血を吞のみたい』と感じるようになるのだ。さらにその衝動を限界まで我慢していると、いずれ爆発する。猛烈な苦しみ、飢き餓が感、渇きに襲われ、他人や自分に対して無差別に危害を加えたりするようになるのだ。俺がそうだったように。

　また、吸血衝動と双璧を成すこの奇病最大の特徴が、発症者のほとんどが何らかの超常的な能力──《奇蹟顕見能力タレント》を使えるようになる、ということだ。これまた本能的に、誰に教えられるでもなく、いつの間にか使えるようになっている。

　さらに、身体能力も普通の人間よりも高くなり、先ほどの俺のように、刃物で骨にまで届くような傷を負ってもすぐに傷が癒いえるような高い自然治癒能力も手に入る。

　タレントの性質や強弱は人により全く違うのだが、空に月がある（特に満月に近ければ近いほど）とその性能および《渇き》が強くなるという共通点がある。《月光症候群》という呼称は、それになぞらえて付けられた。『タレントを使用するためには血液中に存在する何らかの物質が必要で、それは月の満ち欠けと何らかの関係がある』──それが今のところの仮説なのだが……肝心の『何らか』の内容については、ほとんど何も判わかっていないらしい。

　この奇病を治療する方法は見つかっておらず、今のところ発症してそれが治ったという例も無いらしい。そのため《月光症候群》が発症した者──通称《ムーンチャイルド》は、人里離れた場所に強制的に隔離されることになる。

　異常な化け物は人間社会から追放というわけだ。ま、中世ヨーロッパの魔女狩りあたりと比べれば随分マシだろう。

　そして俺おれもまた、一年ほど前に《月光症候群》が発症し、問答無用で隔離場所であるここ《夜や光こう市》に連れてこられたというわけだ。《月光症候群》の治療法が確立されるまで、俺たちは街の外に出ることも、両親や友人と連絡を取ることも許されない。

　ここはそんな、外界から隔絶された、閉じられた世界だ。




　──学生寮に行く道すがら、俺はそんなことをユウに説明した。




　ユウは俺の言うことにいちいち「ほう」だの「なんと……」だの、素直に驚きを態度に出していた。そして、しばらく何か考え込むような様子を見せたあと──確認するようにこう言った。

「つまり……セイジも私と同じく、人間ではないということだな？」

　俺は思わず苦笑する。

「……ま、『外』の人間はムーンチャイルドおれたちのことを『同じ人間』だとは思ってくれないだろうな」

「そうか……うんうん……そうかあ……つまり──」

　頷うなずくユウ。その顔にあるのは、歓喜の色だ。

「──つまりセイジは、私と同類になったということだな!?　千年前、私は『吸血鬼』と呼ばれ人間たちに迫害された。だがこの街では、私とエシュターを引き離した最大の障害が解消されたことになる。それは素晴らしいことだ！　セイジ、やはり私とお前は結ばれる運命にあるに違いない！」

　喜色満面、ユウは俺にそう言った。

　その笑顔はどこか切なさを内包していて──正直、俺の目にとても魅力的に映った。

　……前世の恋人云うん々ぬんがなければ、この子を『日常』に組み込んでもいいかな、と思える程度には──俺はユウのことが好きになっていた。

　と、そこで。

「なぁに二人で勝手にイイ感じになってるのよ！」

　後ろから慌てた様子で走ってきたのは陽よう子こだった。

「……シドは？」

　俺おれが尋ねると陽子は首を横に振り、

「残念だけど取り逃がしちゃったわ。何発か蹴けりは入れてやったんだけど……。あれだけの人数に追われて逃げ延びるなんて、あの変態ウサギ、やっぱりただ者じゃないわね……ていうかあいつ、剣やブーメランだけじゃなくてなんかミサイルとか撃ってきたんだけど、何者なのよホントに！」

　ミ、ミサイル……？

「むぅ……あいつはしつこいからな……。恐らく、また私を狙ねらってくるだろう」

　ユウが苦々しげに呟つぶやいた。

「一応クラスや寮のみんなに『ウサギ男に注意』って呼びかけとこうか」

「そうだな」

　陽子の言葉に俺は頷うなずいた。そして陽子は、今度はユウに向けて、

「さて、ところで」

「ん」

「ゆースケ、どこか行くアテはあるの？　あんた、この街の人じゃないんでしょう？」

「行くアテ？　私がいるのはセイジのもとに決まっているではないか」

　即答するユウに。

「そんなの駄目に決まってるでしょう！」

　陽子は即座に反対を唱え。




　結局、ユウはしばらくの間、女子寮の陽子の部屋で一緒に住むことに決まった。








第二章　センチメンタル【妄想に囚とらわれた】×ヒーリング【心が病んでいる状態】







　夜。満月に近い白い月が世界を冷たく照らす。

《対月光症候群特別区域》夜や光こう市の繁華街に存在する、市内で最も高い建造物──ラブホテル《真実の塔》の屋上で、夜の街を眺めながら二人の人物が会話している。

　一人は耳の長い異形の相そう貌ぼう（しかも左目には眼帯をしている）が怪しすぎる長身瘦そう軀くの執事──シドである。

　もう一人は、とりあえず人間の形をしていた。……が、怪しいか怪しくないかで判断すれば、やはりこちらも間違いなく『怪しい』に分類されるだろう。

　年の頃ころは十八くらいだろうか。性別は女性。濃い灰色のセミロングの髪と、感情を映さないグレイの瞳ひとみ。顔立ちはキツい印象だが、かなりの美人ではある。フリル付きの白いエプロンドレスに、フリル付きのカチューシャ……いわゆる、メイド服を着ている。そして、右目にはシドの付けているものと同様の眼帯。

　ウサギ執事と眼帯メイド。単体でさえ怪しいのに、あろうことかそれが二人揃そろって恐ろしく怪しい。怪しさ、大爆発であった。

「……それで、おめおめと逃げ出したというわけですか」

　感情の籠こもらない淡々とした声で、眼帯メイドは言った。

「……むう、しかしシズ殿。あの状況で逃げるなと言うのは正直酷というものですぞ。あれだけ大勢の異能者に襲われて見事生還を果たした小生は、むしろよくやったと褒ほめられても良いと思いますな。しかしシズ殿が小生を褒める可能性など万に一つもありはしませんので仕方なく小生、自分で自分を褒めてみます。偉い！　よくやった！　それでこそ執事の鑑かがみ！　きゃーシド様ってばカッコＥ──！」

「黙りなさいこの無駄飯食らいの低脳長耳動物。毛皮剝はいでカラシを塗り込みますよ」

「…………」

　ボソリと呟つぶやくように言われた暴言に、シドが顔を引きつらせて黙る。

「おや、どうかなさいましたか」

　淡々と、メイド──シズは首を傾かしげた。とぼけているのか、それとも無意識のうちに暴言を吐く仕様なのか、その表情からは判別不能だ。

「いえいえ、なんでもございません」

「そうですか。……ともあれ、厄介なことになりましたね。まさかよりにもよって、エシュター様の転生体が住んでいる街が、近ちか頃ごろ《コミュニティ》の間でも問題視されているエセ吸血鬼たちの巣そう窟くつであったとは。街のことを事前に調べておけば、もっと穏便にことを運ぶことも出来たのでしょうが……まったく……」

　冷たい目で、軽けい蔑べつするようにシドを見るシズ。

「ちなみに小生が穏便にユウ様を連れ帰る作戦を練ろうとしていたら『ユウ様に何かあったら大変です急げ急げ急げ急がないと殺しますよ』と包丁を持って小生をせき立て《庭園》を追い出すようにユウ様のあとを追わせたのはシズ殿なのですが、小生はオトナなので、そのような細かいことをあえて突っ込んだりはいたしません」

「そうですか。ところで私が調査したところによると」

「おおおお皮肉があっさりスルーされてしまってちょっぴりブルーな小生です」

「だから黙りなさいポンコツウサギ。殺しますよ皮剝はぎますよ分解して煮ますよ」

「…………」

「さて。……私が得た情報によると、どうやら《コミュニティ》は数年前から既にこの街に何人かのスパイを送り込んでいるようです。つまり今日の騒動でユウ様の存在が彼らに察知された可能性はかなり高いと思われます」

「……ふむ……それではやはり、ユウ様には一刻も早く《庭園》に戻っていただかねばなりませんな」

　シドの言葉に、シズは微かすかに首を横に振り、

「かといって、迂う闊かつに手を出してまた今日のような騒動になるのも考えものです。ユウ様をはじめ《試作型プロトタイプ》のこと、それに我々《擬似生命アンドロイド》のことを人間達に知られることにもなりかねませんので。それは御主人様の望むところではないでしょう。というかそもそも、仕えるべきお嬢様に執事やメイドが手を上げるなど、あってはならぬことです」

「ちなみに『多少強引な手段を使ってでも連れ戻しなさい。たとえ四肢を切断しようとも心臓さえ動いていれば構わない』と言ったのは──」

「…………」

　シズのガラス玉の如ごとき無機質な視線。

「……なんでもございません」

「そうですか。それは重ちよう畳じようです。……さて、それで我々の方針ですが……ここは《コミュニティ》の手からユウ様をお守りしつつ、ユウ様がご自分の意思で戻っていただけるよう説得を続けるのが最善かと思います」

　シズの言葉に、シドの口の端が微妙に吊つり上がる。

「なるほど……『説得』で御座いますか」

「ええ。『説得』です」

　淡々と。しかしどこか得体の知れぬ光を瞳ひとみの奥に携えて。二人の変人は静かに頷うなずいた。
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　冬ふゆ木き陽よう子この朝は早い。何な故ぜなら毎朝、霧きり村むら聖せい司じのために手作りのお弁当を作るためである。学校でこっそりタバコを吸ったり授業をサボったりするくせに、炊事洗濯など家事全般が得意で、毎日早寝早起きという典型的なよい子ちゃんでもあるのだ。

　そんなわけで陽子は今朝も朝六時ぴったりに、目覚まし時計にも頼らず目を覚ました。

　ベッドからむくりと身体からだを起こし、

「さて、今日も一日がんばろー」

　そう言って布団から出ようとして……自分の隣に銀髪の少女が眠っているのを発見した。しかも何故か全裸。幾何学模様のチョーカーを首に付けている以外は、一糸纏まとわぬ処女雪の如ごとき白い裸身を曝している。

　自分のブラウンの髪をわしゃわしゃと触りながら、陽子は「うーむ」と唸うなる。

　寮は基本的に一人部屋で陽子の部屋にベッドは一つ、布団も一式しかなかったので、仕方なく昨夜は同じベッドで眠ることになった。幸いにして彼女は身体が小柄なのでさほど邪魔にはならなかったのだが──

「……何故にマッパ。……たしか寝る前はネグリジェを着てた筈はずよね……ガキのくせになんかスケスケでエッチくさかったけど」

　眠ると服を脱ぐタイプなのだろうか。全裸にチョーカーというのはなんかいやらしい。

「……ま、この小娘のことなんてどうでもいいか……」

　一人呟つぶやき、弁当を作るべく活動を開始しようとしたとき、

「……誰だれがどうでもいい小娘だ」

　少女──ユウが目を開け、不機嫌そうな顔で陽子に言った。

「あら。起きちゃったの淫いん乱らん吸血鬼。ていうか、なんで吸血鬼なのに普通に朝起きてんのよ。大人おとなしく棺かん桶おけに入るかさっさと灰になりなさい日光で」

「……私は別に淫乱ではない。淫みだらな行為を許すのはエシュターだけだ」

　憮ぶ然ぜんとした顔でユウが反論する。

「それに、私が日光を平気なのはべつにおかしなことではない。昨日自分のことを『吸血鬼』と言ったのは、あくまで便宜的なものに過ぎないからな。日光に弱いとか十字架に弱いとか水に弱いとか、灰にならないと甦よみがえるとか外見が美しいとか……そういうのは、我々《試作型プロトタイプ》を含めた世界各地に伝わる『血を吸う化け物』の記録を全すべて混ぜ合わせて、人間達が勝手に作り出した『吸血鬼』像にすぎない」

　ユウが淡々と説明すると、陽子は感心したように、

「ふーん、なんかそれっぽいわね」

「……それっぽいというか、事実だ」

「まあどっちでもいいけど。なんであんたがそんなこと知ってるわけ？」

「エシュターに教わった。それに実際、剣と魔術で武装して襲ってきた連中の中にも、貴様と同じ愚かしい勘違いをしている馬ば鹿かどもがいたからな」

　ユウの冷笑に、陽よう子この顔が引きつる。

「……千年前の人間なみに愚かしくて悪かったわね」

「ああ、悪い。大いに反省するがいい」

「くっ……この高慢ちびじゃり娘……！」

　悪態をつきながら陽子はベッドから出る。するとユウもそれに続いた。全裸で。

「……ねえ、ところでなんであんたハダカなの？」

「お前が脱がせたからだ」

　恥じらう様子もなく、幼く起伏は少ないが肌はきめ細やかで輝くように白い肢体を曝しながら、淡々とユウは言った。

「ええっ!?　そ、そんな、あたし、そんな趣味は……！」

「噓うそだ。本当は──……」

　ユウは喉のど元のチョーカーにそっと指で触れ、目を閉じ、念を込めた。

「……《鮮血の貴女カーミラ》──形態モード、ドレス」

　そう呟つぶやくと、刻まれた幾何学模様が煌こう々こうと赤い光を放ち、その光が膨れあがりユウの全身を包み込む。

　光は不規則な動きで形を変え、発光が収まるとユウの身体からだは昨日着ていたのと同じ真紅のドレスを纏まとっていた。昨日のシドとの戦いでボロボロになっていたにもかかわらず、新品同然で汚れ一つない。

「魔導具、多目的型魔術甲かつ冑ちゆう《鮮血の貴女》──この首輪を本体として、ネグリジェ、ドレス、そして翼など様々な形態の装束になる魔導具だ」

「はー……なんか魔法少女みたいね」

　陽子が呆あきれと驚きが半々くらいの声で言うと、ユウは首を傾かしげた。

「マホー処ー女？」

「……なんでもないわ。にしても、便利なもんねえ……」

「ああ。……唯一問題があるとすれば、使用者が眠ったり意識を失うと、自動的に防御障壁モード──要するに首輪だけであとは何も着ていない状態に移行してしまうことだが……まあ、些さ細さいなことだろう」

「いやそれ服として致命的じゃない？」

「む……言われてみるとそうかもしれないな……」

「言われる前に気付こうよ……」

　陽子はツッコミを入れつつ、キッチンへ向かう。

「ま、そんなことはどうでもいいや。早くお弁当作ろっと。待っててね霧きり村むら～。今日もあたしの料理で悶もん絶ぜつさせてあげるわ」

「ちょっと待て」

　陽よう子この独り言をユウは聞きとがめた。

「……今、弁当を作ると言ったか。つまりそれは、セイジのためにお前が食事を作ってやるということか」

「そうだけど？」

「何な故ぜだ。ヨウコはセイジのメイドか何かなのか？」

　首を傾かしげるユウに、陽子はきょとんとした顔で、

「何言ってんのよ。霧きり村むらはあたしの未来の恋人よ。だから餌え付づけ……あ、いや、愛する人のために手料理をご馳ち走そうしてあげるのは当然じゃない」

「な……！」

　ユウの顔が強こわ張ばり、

「ば、馬ば鹿かなことを言うな！　セイジは私の恋人だ！」

「あー、なんか昨日もそんなこと言ってたわねえ。前世とかなんとかいう妄もう言げん」

　せせら笑うような陽子の言葉に、ユウの顔が険悪なものになる。

「こ、この無礼者め……！　わ、私とセイジは千年もの時を経て巡り逢あった、いわば運命の恋人同士なのだ！　貴様のような小娘の入り込む隙すきなどありはしない！」

「あーはいはい。あのねゆースケ。おかしな宗教じゃないんだから、『あなたと私は前世からの運命で結ばれています』だなんて、今どき流は行やらないわよ？　運命は自分で切り開くものなの。運命なんかに、あたしがこの二ヶ月の間頑張って立ててきた霧村フラグを無駄にされてたまるもんですか」

　胸を張って陽子が言うと、ユウはそれを反はん芻すうするようにしばらく考え、

「……なるほど。つまり貴様とセイジはまだ恋人同士ではないということだな？　二ヶ月セイジにアピールし続けて、それでも相手にされていないということだな？」

「……う」

　痛いところを突かれて、陽子は呻うめいた。アピールどころか、実を言うと二ヶ月前にはしっかり告白して断られている。そんな陽子の弱みを、ユウは見過ごさない。

「なんだ……所しよ詮せんは恋人を気取っているだけのはた迷惑な片思いか……。フッ、その程度で私とエシュターの固い絆きずなを切り裂こうなどと、笑わせてくれる」

　冷笑を浮かべるユウに、陽子は反論を試みる。

「あら。でも肝心の霧村の方は、あんたとの『前世の因縁』なんてこれっぽっちも覚えてないみたいだけど？　いくら片方が前世云うん々ぬん言ったところで、相手にその自覚がなければそれはただの電波女の妄想に過ぎないわ」

「うぐ……」とユウは顔をしかめ、

「こ、これから思い出すに違いないのだ！　というか、絶対に思い出させてみせる！　私と一緒に過ごすうちに、千年前の記憶だって必ず甦よみがえる！」

「さあて、どうだかー」

「くっ……わ、私とエシュターは、本当にラブラブだったのだ！　その蜜みつ月げつのときは、千年経たった今でも色あせることはない！」

　力強く断言するユウに陽よう子こは少したじろぎながらも、

「あたしと霧きり村むらだって……その……色々あったわよ！」

「ほう、例えば？」

「た、例えば……その……」

「その？」

「ぱ、パンツを見られたわ！　それも何度も！」

　正確には見られたというか見せたのだが、もちろん言わない。

「はっ、下着ごときが何だと言うのだ。ちなみに私はエシュターと一緒に入浴したことがあるぞ。もちろん何も身につけず生まれたままの姿でな」

　ユウは誇らしげに言った。対抗するように陽子は、

「くっ……あ、あたしなんて、胸を揉もまれたことがあるのよ！」

　聖せい司じの隣を歩いているとき突然足をひっかけ、聖司が躓つまずいたところですかさず前に躍り出るというものすごい強引な手段だったのだが。しかも揉まれたというかちょっと手が触れただけなのだが。

「む、胸を揉……!?　くっ、わ、私は何度もエシュターとベッドを共にしたぞ！」

「ベッド……！」

　ユウの言葉に、焦りを感じる陽子。この少女、幼いように見えて実はなかなか経験豊富な痴女らしい。万一前世の話が本当だったとしたら、自分がこれまで立ててきたフラグが無駄になる──。そんな焦りが鎌かま首をもたげる。

「あたしだって、そ、その……た、体液の交換だってしたんだからね！」

「た、たた、体液……!?」

　さすがに驚きよう愕がくに目を見開くユウに、陽子はボソリと、

「……まあ、血のことなんだけど」

　数ヶ月前、陽子が異能の使いすぎで《渇き》に襲われて倒れたとき、聖司に血を吞のませてもらったことがある。聖司の血の味は市販の血液パックなどとは比較にならないほど極めて美味で、あれ以来、ときどき聖司に『弁当を作ってあげたお礼』として血を吞ませてもらっている。そのことは二人だけの秘密だ。まあ、あくまで弁当の『代価』として血液を貰もらっているというギブアンドテイクの関係（少なくとも表向きは）なので、あまり恋人っぽいとは言えないかもしれないのだが……まあ、そこはそれだ。『べ、べつにあたしは霧村のことなんて何とも思ってないんだけど、血を吞ませてもらったお礼にお弁当を作ってきてあげたわ！　か、感謝しなさいよね！』などという、聖せい司じに告白する前の自分の言動は、どう見てもツンデレであったよなあと陽よう子こは思う。

「ふん、セイジの血なら私も昨日吞のんだばかりだ。これから先も、二度とセイジ以外の人間から血をもらうことなどないだろう」

「あ、あたしだって霧きり村むら以外の血液なんて吞んだことないわよ！　血液パックはともかく、肌から直接吸ってるのは霧村だけ！」

「セイジは昨日、私のことを命がけで助けてくれたぞ！」

「霧村は必要とあれば誰だれにだってあれくらいのことはするのよ！　だから勘違いしちゃう脳天気な小娘がいるわけ！」

「ははは、なるほど、つまりその脳天気な勘違い女の筆頭がヨウコというわけか！」

「前世云うん々ぬん言ってる奴やつに勘違いなんて言われたくないわよ！」

　陽子が言って、ユウは「むう……なかなかやるな……」と荒い息を吐く。陽子の方も「あんたもね……」などと冷や汗を拭ぬぐう。過去のフラグイベント暴露合戦は膠こう着ちやく状態の様相を呈した。そこで陽子は、

「でも大事なのは過去じゃなくて未来よ！　あたしは霧村のためなら何だってしてあげられるわ！　こう見えて実は尽くす女なんだから！」

「自分で言うな！　そ、それに私だって……お前よりも色々と……！」

「さーてどうかしら？　あんたみたいな身体からだは子供で頭脳も子供、態度だけは大きいお嬢ちゃんに、例えば霧村のアレをソレでゴニョゴニョしてゴニョゴニョることが出来る!?　無理ね！　精神的にも物理的にも！」

「ふ、ふんっ、そんなことが出来なくても……！　私はセイジが望むのなら喜んで××にだってなろう。……あんなこととか、そんなこととか、どんな理不尽な命令をされても従ってみせよう」

「ええっ!?　あ、あんなこととかそんなことっていうのはつまり、×××とか×××までやってあげるってこと!?」

「えっ、あ、それはその……そ、その通りだっ！　恐れ入ったか！」

「くっ……！　だったらあたしは×××を×××て×××るわ！　どうよ！」

「な、ならば私は＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ッ！」

「!?　だったら＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ッ！」「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ッ！」「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ッ！」「＊＊＊＊＊＊＊＊ッ！」「＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ッ！」「＊＊＊＊＊＊＊＊＊……ッ!!」

　…………────…………──……

　……二人の醜いというか頭が悪いというか品がないというかともかくアレな争いは、隣の部屋に住んでいる女子生徒が苦情を入れてくるまで続いた。

　勝負は暫定的に、こんな結論を迎えた。

「ええい、口で言うだけなら誰だれにでも出来るわ！　こうなったら、どちらが先に霧きり村むらのハートをゲット出来るか正々堂々と勝負よ！　もっとも、『前世』なんて妄想に頼らずに、今の自分の魅力だけでこのあたしに勝つ自信があるならの話だけど。もちろんリタイアしてもあたしは笑わないわよ？　身の程をわきまえるのは美徳だから」

「ふん、身の程をわきまえるのはそちらの方だヨウコ。まあ、エシュターの記憶が戻るまでの余興として愚か者に現実を教えてやるのもよかろう。その勝負、受けて立つ！」

　かくて。

　霧村聖せい司じを巡る争奪戦が、本人のあずかり知らぬところで始まってしまったのだった。




　　　†　†　†




　怪け我がは完全に治り肉体的な疲労もとっくに回復したものの、なんとなく精神的な疲れを感じながら、それでも仕方なく朝起きて学園──《国立夕ゆう月げつ学園》──に行くと、珍しく藤とう堂どうが既に教室に来ていた。

「うぃっす、ぐっどもーにんぐ娘婿。、霧村。なんか今日はいつになく疲れた顔してんなー。ゆうべはおたのしみでしたのか？」

「おはよう。……ま、昨日は色々あってね……」

　朝っぱらからテンション高く妙な下ネタをぶつけてくる藤堂に軽く挨あい拶さつして、彼の席の隣の窓際の席に座る。俺おれの席はここなのだ。

「ほーう……イロイロあったのか。タンパク質の霧村くんには珍しいな」

　興味津々といった調子で訊きいてくる藤堂。

　……藤堂灯とう夜や。俺のクラスメートで不思議とウマが合い、まあ、友達と呼んでも差し支えない程度には喋しやべったり遊んだりする仲である。

　外見は長身の優男風で、割と上品な印象のあるこの学園の制服をだらしなく着崩しているのだが、不思議と洗練された印象がある。肩ほどまであるサラサラの金髪は染めているわけではなく、祖母だか祖父にイギリス人がいるためらしい。つまりクォーター。目の色もブルー。軽薄な遊び人風の雰囲気で、実際、軽薄な遊び人であり、いつも女性を取っ替え引っ替えしている。端正でありながらどこか愛あい嬌きようがある顔立ちをしていて、それが相手を油断させるのかもしれないと俺は分析している。

「……なんで俺がタンパク質なんだよ」

「淡白に日常を送ってるからさ」

　俺が尋ねると、そんなひねりのない答えが返ってきた。

「……べつにいいんだよ日常なんて淡白で。何のドラマ性もなく無為無意味にダラダラと淡々と時間が過ぎていくのが一番だ」

「だからって、無理してまで淡白に過ごす必要もないと思うぞ」

　藤とう堂どうは苦笑し、それから、

「ちなみに、そのイロイロってのは女性関係かい？」

　……ユウという妙ちきりんな自称吸血鬼のロリータと出会って、さらに変なウサギに因縁つけられて、ちょっとだけ怪け我がをさせられた。

「……まあ、女の子絡みということに間違いはないけどさ」

　俺おれが言うと、藤堂はますます目を輝かせた。

「おお？　ついに霧きり村むらが陽よう子こちゃんの猛攻に屈したか？」

「……たしかに陽子もその場にはいたけど……」

「つまり、陽子ちゃん以外の女性が霧村の前に現れたと！」

　俺は無言で頷うなずく。

「おおー。ボンクラ男子高校生の淡白な日常に突如として舞い降りた可愛かわいい女の子絡みのトラブル！　ラブコメのスメルがするぜえ！」

「……誰だれが可愛い女の子なんて言った」

「え？　可愛くないのか？」

「…………まあ、可愛いけど」

　ただし頭はおかしい。

「ぜひ紹介してくれ」

「やだよ。つーか、お前は女の子に不自由なんてしてないだろ」

「分かってないなあ霧村は。東に可愛い女の子ありと聞けば行ってフラグを立ててやり、西に美人のお姉様ありと聞けば行ってフラグを立ててやる。もはやこれは本能に近いね。なんだっけ、生物の授業で習ったやつ。走性だっけか。正の走光性。要するに俺は女性という光に群がる蚊トンボなのサー」

　人の血を吸う奇病の発症者が自分のことを『蚊トンボ』と言うのは何だか自虐的に聞こえるなあと思う。自虐的なのは嫌いじゃないけど。

「男ってのは普通そういうもんだぜ？　な、委員長もそう思うだろ？」

　藤堂が、俺の後ろの席に座って本（表紙には『世界拷問大百科』と書いてある）を読んでいた男子生徒に声をかけた。

　御厨みくりや槐えんじゆ。

　うちのクラスのクラス委員で、よく見れば少女めいた造作の美少年なのだが、髪はボサボサで前髪で目がほとんど隠れており、服もヨレヨレ。藤堂のようにファッションとして着崩しているのではなく、単に自分の格好に無む頓とん着ちやくなのだろう。

「……ん」

　と御厨みくりやが藤とう堂どうに顔を向ける。

「女の子ねえ……めんどくさいよ……」

　聞いている方まで気力を奪われそうなものすごく陰気な声で御厨は言った。

「……会話するのがめんどくさい。一緒に出かけるのがめんどくさい。プレゼント買うのがめんどくさい。電話するのがめんどくさい。性行為をするのがめんどくさい。何気ない一言に心を躍らせたりときに傷ついたりするのがめんどくさい。…………ああ本当に──……めんどくさいなあ……むしろ生きるのがめんどくさいよ……」

　ものすごく陰気な口調のくせにやたらと饒じよう舌ぜつに「めんどくさい」を連発しつつ、最後に大きなため息をついて、御厨は読書に戻ってしまった。

「……もしかして今の、御厨の実体験だったりする？」

　恐る恐る俺おれが尋ねると、御厨はだるそうに首を振り、

「……違う。恋愛ものの本を読んでいると、いつもそう思うだけ」

「ははは、相変わらずおもしれえなあ委員長は」

　藤堂が機嫌よさそうに笑った。

「藤堂君ほどでもないよ。フッ……。ああ笑ってしまった……笑うのめんどくさい……頰ほおの筋肉を動かすのがめんどくさいもう死にたい」












　陽気なナンパ男藤堂灯とう夜やと、この陰気というか生物として何かが間違っている感のある委員長御厨みくりや槐えんじゆの気が合うという事実が正直信じられなかったりするのだが、えてして世の中とはこんなものだ。

「ちなみに御厨、君には好みのタイプとかあるのかな？」

　俺おれの言葉に、御厨は本をめくる手をとめて考える素振りを見せて……それから少し頰ほおを赤らめて、はにかむように言った。

「……死体、かな……防腐処理されたやつ」

　さいですか。

「そっかあ。俺はやっぱり新鮮な女の子がいいなあ」

　藤とう堂どうが真顔でそんなことを言った。と、そこで、二人の少女が教室に入ってきた。

「お。真ま那なちゃんにくおんちゃん、おっはよー」

　すかさず藤堂が大声で声をかける。ほんと、マメだなあ……。

「あら、とーやくん、おっはよ～」

　真那さんがどことなく間延びした声でのほほんと挨あい拶さつを返してきた。

　くおんちゃんは、「……おはようござます」と無感情な声を返す。

　間延びした声の少女──氷ひ川かわ真那さんは、いつも穏やかな笑みをたたえた長身の美人で、地面に付きそうなほど長い黒髪が目を引く。ぱっつんぱっつんとしたメリハリの効いた贅ぜい沢たくなスタイルを誇り、特にバストは、胸にそれほど関心のない男でさえ「こ、こんな素晴らしいものがこの世にあったなんて！　フォオオオオ──ッ！」と、思わず不思議なパワーに覚かく醒せいしてしまうほどの見事さというかけしからなさである。

　無感情な声の少女──久く遠どうくおんちゃんは、いつも無表情で何を考えているのかよく判わからない、まるで日本人形を思わせる美少女である。あり得ないほどナイスバディな真那さんとは対照的に、あまり発育はよろしくないというかぶっちゃけかなりの幼児体型。背もちょっと低い。髪型はおかっぱのようなボブカットで、制服ではなく私服を着ている。うちの学校は私服通学が認められているのでそれ自体は別に珍しくもないのだが、彼女が着ている『私服』というのは夕ゆう月げつ学園の制服の色に近い深い赤色の着物だ。着物というだけでも十分に珍しいのだがさらに奇き天て烈れつなのはその柄で、なんと髑どく髏ろである。無数の白いしゃれこうべが描かれた血色の着物。さらにその手には鞘さやに入った日本刀を握っていたりして……もはや、どこをどう突っ込んでいいのか分からない。

　氷川真那と久遠くおん。どちらも何となく「和風」な感じこそすれ、雰囲気そのものはまるっきり正反対なのだが、二人とも相当な美少女であることは変わりない。

　ちなみにこの二人は、冬ふゆ木き陽よう子この親友でもある。

　自分の席に鞄かばんを置いたあと、二人は何な故ぜか俺たちの方へやってきた。藤堂に話でもあるのかと思いきや、真那さんは俺に声をかけてきた。

「せーじくん、昨日は大丈夫だった？」

「大丈夫って？」

「……霧きり村むら様、怪け我がをされていたようでしたので」

　くおんちゃんがちらりと俺おれの右腕を見て、淡々と言った。

　……そういえばこの二人、昨日シドの《結界》が解けたときにあの場所にいたんだっけか。ちなみに髪を伸ばして変態ウサギを追いかけたのが真ま那なさん。日本刀で斬きりかかったのがくおんちゃんである。

「あー、大丈夫大丈夫。見ての通りとっくに治ったよ」

　俺は笑顔を作って答えた。そして、

「ところで陽よう子こは？」

「あら、よーこちゃん、まだ来てないんですか？」

　真那さんが言って、くおんちゃんも黙って首を横に振った。

　……そういえば、この二人は親友だが陽子と住んでいる寮が違うのか。夕ゆう月げつ学園は全寮制で、特徴の違う複数の寮があるのだ。どの寮に住むかは基本的に本人の希望である。

「うふふふ、せーじくん、よーこちゃんのことが気になるの？」

　真那さんがからかうように言った。

「いや、べつに全然」

「あらあら、照れちゃってー」

　……聞く耳持たずかよ。陽子のことというよりも、陽子と同じ部屋に住むことになったユウのことが気になるのだが……あいつ、どう考えても常識とか知らなさそうだし。常識知らずという点では陽子も負けず劣らずであるため、天井知らずの常識破壊が起きる可能性がある。天井知らずの常識破壊とは具体的には一体何だろうかと想像してみたが、いかんせん常識の枠を超えたことなど凡人の俺には想像も出来なかった。

　そんなことを考えていると。

「……来ました。冬ふゆ木き様の足音です」

　振り返りもせず、不意にくおんちゃんが呟つぶやいた。

「おっはよー」

　数秒後、いつものように元気いっぱいの陽子の声が教室に響く。……ユウの姿はない。

　この学園の生徒ではないらしいので当然か。

「陽子、あのゴスロリお姫様は？」

　席を立って陽子に近付き、声をひそめて尋ねると、

「大丈夫。とりあえず部屋からは出るなって言っておいたから。……ちゃんと言うこときくかどうかは微妙だけど。ていうか間違いなくきかないけど」

　早くも不安がこみ上げてくる。

「まあ、仲良くやってくれ」

　出来れば俺おれを巻き込まずに。陽よう子こは笑って、

「まかせて。ユウとあたしはもう敵ともだちだよ」

　……「ともだち」という言葉に何か不穏なものを感じたのは気のせいか？　微妙に警戒する俺に、陽子は、どこか獲物を狙ねらう肉食動物を思わせる目をして微笑ほほえんだのだった。

「ふふふ……学校にいる間ならあのゴスロリ小娘も手を出せまい……その間に一気に勝負をつけてくれるわ……」

　……不安だ……。
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「突然ですが転入生を紹介します」

　朝のホームルームで、担任の村むら崎さき紫ゆかり子こ先生は開口一番そう言って、生徒達をざわつかせた。月光症候群が発症する時期には個人差があるため、学園には転入生が頻繁にやってくる。というか、ほとんど全すべての生徒が転入という形で学園にやってくる。

　しかし、今回のように転校生のことを事前に知らされていないというのはこれまでに無いことだった。村崎先生は、連絡事項をうっかり忘れるなどというミスとは無縁なタイプだと思っていたのだが。……それから、彼女の表情がちょっと虚うつろなのが気になる。なんというか、目の焦点が合ってない。

「入ってきてください」と扉の向こうに先生が声をかける。

　がらり。扉が開く。

　つかつかと教室に入ってきたのは、赤いドレスを纏まとった、どう見ても高校生には見えない幼い容姿の美少女──ユウだった。

　先生の横に立ったユウは、ざわつく生徒達をゆっくりと睥へい睨げいし……俺と目が合ったところでニヤリと微かすかに笑った。何な故ぜそんな何かを企たくらんでいるような目で笑う。

　転入生には慣れているとはいえやはりユウの容姿は特徴的で、クラスメート達は口々に「あれが転入生？」「小学生だろ？」「可愛かわいいから問題ない！」などと口々に言う。

　ただ一人、教室の真ん中あたりの席に座る冬ふゆ木き陽子だけが、

「そ、そうきたか……！」と呻うめき、戦せん慄りつするような引きつった表情を浮かべている。ユウはそんな彼女に先ほど俺に向けたのと同じような邪悪な微笑を向け、すぐに目を逸そらす。

「それでは、自己紹介をしてください」

　先生がどこか機械的な声で言った。みんなの視線がユウに集まり、彼女は口を開く。

「私の名前はユウだ。名字はない。ただのユウだ。だが、近いうちにキリムラ・ユウになるだろう。だからキリムラ・ユウと呼んでも構わない」

　そんなことをみんなの前で堂々とのたまった。

「「構わないわけあるかあ────っ！」」

　俺おれと陽よう子この叫びがハモる。

「心配するな。お前と私が結ばれるのは既に決定事項なのだから」

　その発言に、いきなりのことで騒然としていた教室がさらにざわめく。

「そ、それってユウちゃんが霧きり村むら君の恋人ってこと!?」

「その通りだ」

　クラスの誰だれかの問いかけにユウは自信たっぷりで頷うなずいた。教室中の視線が俺とユウの間を交互に動き、たまに冬ふゆ木き陽子の方にもその視線は向けられた。

「霧村君と知り合ったのはいつなの？」

「遠い昔からだ。しかしつい昨日のことのように思い出せる……」

　実際につい昨日のことだろうが。

「……ってことは、この街に連れて来られる前から知り合いだったってことよね？　それってすごい奇跡じゃない？　原因不明の奇病によって離ればなれになってしまった、将来を約束した恋人！　しかし神様はそんな可哀かわい想そうな女の子を見捨てずに再び巡り会わせてくれたというわけね!?　きゃー運命的！　愛の奇跡ね！」

　……誰かこのメルヘンなクラスメートを止めろ。

「運命的……そう、まさに運命なのだ……！」

　ユウは運命という言葉を嚙かみしめるように、機嫌よさそうにうんうんと頷いた。

「セイジと私は固い絆きずなで結ばれた運命の恋人であり、何人たりともその間に割って入ることなど出来ないのだ！」

　胸を張って宣言するユウに、

「おおー」とクラスメート達が歓声を上げる。拍手をする者までいる。お祭り好きな人間が多いので、こういうときのノリがいいのである。

　ともかく、早くこのメンヘルな少女を止めないと状況はまずくなる一方だ。そう思っていたのは俺だけではなかったらしく、

「ちょっと待ちなさいよゴスロリ小娘！　さてはそうやってあることないこと吹聴して『自分は霧村と付き合っている』という『状況』をまずは作り上げて、なし崩しに勝負をつけてしまおうって魂胆だろうけど、そうはいかないわ！」

　陽子の指摘に、ユウは忌々しげに舌打ちした。

「ち……やはり邪魔するかフユキ・ヨウコ」

「当たり前でしょう！」

「……ふん、早く諦あきらめた方が身のためだというのに……」

「ふふふ、それはこっちの台詞せりふよ……！」

　バチバチを火花を散らす二人。……とても仲が良さそうには見えない。クラスメート達はこんなときでも……というかさっきよりもますます楽しそうで、

「おお、修羅場だ……」「ステキ、三角関係ね！」だの「冬ふゆ木きさんに千円！」「なら俺おれはユウちゃんに二千円！　俺が思うに霧きり村むらは実はロリコンだ」だの「ちくしょう霧村のやつモテモテで羨うらやましいな畜生殺してやる」「ふっ、時代は線の細い根暗なのさ……」「なんでお前がそんな自信ありげなんだムキムキマッチョのくせに」だの、勝手なことを言い合っている。

「……なあ、霧村」

　隣の席の藤とう堂どう灯とう夜やが、俺に話しかけてきた。

「……あの娘か？　昨日いろいろあったっていうのは」

　俺が無言で頷うなずくと、

「ほーう、そうかあ……ちょっと幼い感じだけど、めちゃくちゃ綺き麗れいな娘じゃねえか。くくく、羨ましいなこんちくしょう」

　あれを『ちょっと幼い』で済ませる藤堂の感性は正直すごいと思う。

「本気でそう思うなら俺と代わってくれよ……」

「いや、でもあの娘こって外人さんじゃん。俺、和風が好きなんで」

「……自分だって日本人離れした外見のくせに」

　そんなふうにぐだぐだと会話していたところ。

　クラス中の視線を一身に集めながら、ユウがゆっくりと俺のもとに寄ってきた。そして藤堂灯夜に向けて「おい」と、無い胸を反らして尊大な口調で呼びかけた。

「ん？　なんだいユウちゃん？」

　藤堂はお得意の人を安心させるナンパスマイルを浮かべた。

「邪魔。どけ」

　ものすごく端的に命令する。

「ちょ、ちょっと！　空いてる席なら他ほかにあるでしょう!?」と陽よう子こ。

「うむ。ならばこの男がそちらに行けば問題ないな」

　さすがに藤堂も少しぽかんとした顔をしている。いくらなんでも傍若無人すぎると思って、俺はユウに注意しようとした。が、その前に藤堂は俺とユウ、それに陽子の顔を順番に見比べ、妙に楽しげな顔をして席を立ち、

「ささ、どうぞどうぞお姫様。ここは今日よりあなた様の席でござんすよ」

「藤堂……お前なあ……」

　女の子に甘いにもほどがある。

「いいじゃんいいじゃん。二人のラブを引き裂くほど俺は無粋じゃないぜ」

「お願いトーヤさん、ボクを捨てないで！」

「やだよ。つーかそんなキラキラした目で見るなキモいぞ霧村。俺に熱視線を送っていいのは美少女だけさ」

「おのれ俺の敵め。むしろ男の敵め。この世全すべての悪め。性病にかかって死ね」

「はっはっは、霧きり村むらこそモテモテじゃないか」

　……俺おれの悪態を聞き流し、藤とう堂どうは他ほかの空いている席へと移っていく。基本的にこの学校は、いつでも転入生を受け入れられるように一クラスの人数が少ない（生徒がムーンチャイルド──即すなわち超能力者ばかりという特性上、あまり人数が多いと問題が起きたとき対処出来ないという理由も恐らくある）ので、空いている席はいくらでもあるのだ。

「ふむ、なかなかわきまえた男だな。感心だ」

　満足げに頷うなずき、ユウは何の遠慮もなく藤堂の座っていた椅い子すに座った。ほんと、ナチュラルにお姫様だなこいつは……。

「……ふーん……彼女が…………はぁ…………めんどくさいなあ…………」

　呆あきれている俺の後ろから、御厨みくりやが何やらブツブツと呟つぶやく声が聞こえてきた。転入生という『イベント』でも、相変わらずテンションが低い。まあ、それでこそ御厨なのだが。

「ていうかユウ、転入って……手続きとかどうやったんだ？」

　小声で俺が尋ねると、ユウの方も小声で、

「うむ、まあ、ちょっと……魔術で記憶と行動を操って」

　そんなことを言った。……マジかい。

「どうやらここの教職員は、多少訓練されているが普通の人間のようだな。実にあっさりと術にかかってくれたぞ」

「……一応言っとくけど、一般人にタレント使ったのがバレたら厳罰だぞ。この街、そういうのは容赦ないから」

「む……了解した。気をつけよう……」

　あんまり解ってなさそうな調子でユウは返事した。……かなり重要なことなのだが。
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　授業の合間の休み時間にクラスメート達に囲まれてユウとの関係について軽く質問攻めにあったりはしたものの、意外なことにおおむね平穏に時は過ぎた。ユウと陽よう子こはお互いに牽けん制せいしあって、それほどベタベタくっついてこなかったし。

　そして昼休み。

「そうだ、行き先はプールにしようぜ」

　教室で購買のパンを食べている（普段は陽子が作ってくれる弁当を屋上か教室で一人で食べるのだが、今日は作るのに失敗してしまったらしい。陽子ほどの腕で失敗というのも不自然だし、ユウとトラブって作れなかったというのが妥当なところだろう）と、藤堂が突然そんなことを言った。

「そうだ、って。あたかもこれまでどこかへ行く相談をしていたかのように言われても」

「細かいなあ霧きり村むら。ノリだよノリ。ここは『おお、それはいい考えだよしそうしよう』って賛成するところだろ」

「おおそれはいいかんがえだよしそうしよう勝手に行け」

「うわ冷たい！　霧村が冷たい！　ちょっとモテモテになったからって、急に男の友情なんて紙クズ同然とばかりに冷たくなった！　……まあぶっちゃけ、男の友情なんてＬＯＶＥの前には紙クズ同然だけどな」

「……うわ。そんな身も蓋ふたもない」

「まあそれはともかくだ」

　藤とう堂どうが仕切り直した。ちなみに今一緒にかたまって昼食をとっているのは俺おれと藤堂の他ほかに、ユウ、ユウを監視するかのようにやってきた陽よう子こ、陽子の友達の真ま那なさんとくおんちゃん。あとは御厨みくりやが、俺の後ろの席で「ああめんどくさい、食事するのめんどくさい」と一人ブツブツ言いながらサプリメントをポリポリ食べている。

「ユウちゃんと親しん睦ぼくを深めるために、明日の土曜日みんなで一緒にプールに行きませんかと俺は提案してるワケさ。オーケイ？」

　見回すように言う藤堂。

「なら最初からそう言え」

　……だがまあ、割とまともな提案ではある。まだ六月とはいえ最近は結構暑いし、街の西端にある大きな市民プールは温水だし。プール＝女の子の水着というあまりに露骨なスケベ心にさえ目を瞑つむれば、みんなで遊びに行くには悪くないチョイスだ。

「うふふ、プールですかー。いいですねー」

　いきなり真那さんが賛成した。

「おっしっ！」と藤堂の顔に好色なニヤニヤ笑いが浮かぶ。それでいてあまり下品な印象はないのが不思議というか理不尽だ。……まあ、真那さんの水着姿が拝めるというのなら興奮するのも解るが。つか、俺も是非ともプールに烈レツツ＆豪ゴーしたい気持ちがむくむくと。何な故ぜなら真那さんは巨乳だから！　バストは量だよ兄者！

「……ま、まあ、仕方ないな。藤堂がそこまで行きたいって言うんなら、俺も付き合ってやろう。まったく、仕方ない友人だなあ本当に」

「霧村。顔がにやけてる」

　陽子が少し怒ったように言って、

「あ、ちなみにあたしも行くよもちろん」

　陽子が参加の意思を表明すると、ユウが眉まゆをぴくりとつり上げた。そして、

「……別にお前たちと親睦を深めたいとは思わないが、セイジが行くなら私も行く」

「よっし、それじゃ決定ー！」

　藤堂が稚気を帯びた笑みを見せた。子供っぽいなあ……俺がそんなことを思っていると、藤とう堂どうは不意にボソリと呟つぶやいた。

「……楽園は有限だ。だからせいぜい楽しくはっちゃけてやるのさ」

　藤堂の声は小さく、隣にいた俺おれでも聞き取れなかった。楽園が……なんだって？

　……ただ、そのときの藤堂の笑みは普段の軽薄そのものといった顔とは異なる、どこかシニカルなものだった。きっとこいつはこいつで、腹の底では何か色々と考えていたりするのだろう。俺と藤堂のウマが合うのはきっとこのへんに理由があるのだと思う。

「えーと、それじゃあメンバーは……」

　再び軽薄な雰囲気に戻り、藤堂は言う。

「まず主役のユウちゃんに、俺と霧きり村むらと陽よう子こちゃんと真ま那なちゃん……そういえば、君はどうする？」

　無表情でじーっと藤堂の方を見ていたくおんちゃんに、藤堂が尋ねた。すると彼女は少し動揺したように、

「……プ、プール、ですか。……人前で……水着に、なるのですか」

「うふふ。だってプールですものー」

　可お笑かしそうに真那さんが言った。

「あー、なるほどね……そっかあ……」

　藤堂がくおんちゃんの薄い胸のあたりをまじまじと見ながら、得心したように頷うなずいた。

「……何が『なるほど』なのです藤堂様」

　淡々と、しかし怒りの色を滲にじませてくおんちゃんは机の横に立てかけてあった日本刀の鞘さやを取り、鍔つばをかちゃ、と鳴らした。

「いやべつに。そんじゃ、くおんちゃんも参加ってことでおっけ？」

　誤ご魔ま化かす藤堂に、どこか不機嫌そうながら、くおんちゃんはこくんと頷いた。

「さて、あ、そうだ、委員長は──」

　俺の後ろの御厨みくりや槐えんじゆを見て、

「……委員長は……行くわけねえか」

　苦笑する藤堂。まあ、生きるのすらめんどくさいという御厨がプールなんて疲れそうなものに来るわけはないのだが。だが。そのとき。

「……いや……ご一緒するよ……」

　御厨が言った。

「ええ!?　ど、どういう風の吹き回しだ!?　……そんな……さてはお前、本物の御厨槐じゃないな!?　俺たちの引きこもり委員長を返せ！」

　自分で誘ったにもかかわらず、藤堂は混乱したようにそんな失礼なことを言った。だが気持ちは解る。俺も確認するように問う。

「えーと、マジ？　めんどくさいとか言わないの？」

「……めんどくさい。けど、行くよ……」

　……うーん、相変わらず何を考えてるのかサッパリ読めないな。

「アレだ、つまり委員長も男の子だってことかー！」

　藤とう堂どうが深く考えても仕方ないと言わんばかりにそう言って笑った。

「……男の人は、みんな破廉恥です……」

　くおんちゃんがぼそりと言うと、藤堂がからかうように言う。

「はっはっは、たしかに俺おれはえっちだが大丈夫！　君には何も期待してないから！」

「…………」

　くおんちゃんが静かに立ち上がり、日本刀を無言で抜く。ぎらんと輝く白刃。

「……今日こそ……今日こそ私が貴方あなたの性根を叩たたき直して差し上げます……」

　くおんちゃんが感情の籠こもらない声で呟つぶやく。

「いやいやくおんちゃん、そんなんで叩いたら普通に斬きれるから。死ぬから」

　無駄と知りつつとりあえず、俺が取りなすようにツッコミを入れる。すると、

「……心配無用です霧きり村むら様。この刀は、藤堂様の煩悩を見事に断ち切り、日本男児として恥ずかしくない真人間へと更正させてくれるでしょう」

「え？　くおんちゃんのタレントってそんなんだっけ？」

　真顔で言うくおんちゃんに、俺は思わず尋ねた。たしか『剣の切れ味を高める』とかそんな類の能力だと思ってたけど（彼女が学校に日本刀を持ってくるのを許されているのは、それがタレントの使用に不可欠だからだ）。すると彼女はぼそりと、

「……来世で真人間に生まれ変わりなさい」

　やっぱり殺すらしい。

「はっはっは、ワタシを捕まえてごらんなさーい！」

　藤堂が椅い子すから立ち上がり、後ろに跳びすさる。そこへ煌きらめく白刃の一いつ閃せん。スッパリと、藤堂の椅子が真っ二つに切断される。そして切っ先を藤堂に向け、

「……次は貴方の番です」

　哀あわれな椅子さんには目もくれず、完かん璧ぺきにマジな目でくおんちゃんは断言した。

「わーわー。くおんちゃんがいじめるー（超棒読み）」

　どう考えても挑発しながら、藤堂は教室から出て行く。

「……私は今、とても怒っています。ちょべりばです。これは超・ＶＥＲＹ・ＢＡＤの略で、今の私の気持ちを表すのにこれほど適切な言葉はありません。日本語とは素晴らしいですね。大切にしたいものです」

　淡々と早口で意味不明なことを呟きながら、くおんちゃんは体重を感じさせない動きで疾走し、藤堂を追って出て行く。

「……やれやれ」

　藤とう堂どうがくおんちゃんのことをからかい、彼女が割と本気で斬きり殺しにかかる──このクラスでは見慣れた光景だ。

「うふふ、賑にぎやかで楽しいですねえ」

　真ま那なさんが、ずずず……と紙コップに入った赤い液体を啜すすりながらおっとりした声で言った。液体の正体は血液で、普通に自販機で売っている。ムーンチャイルドは血液さえ定期的に摂取していればほとんど何も食べなくても生きられるため、彼女のように普段の食事まで血という生徒も結構いるのだ。

「……そうだね。賑やかなのは良いことだと思うよ」

　俺おれはなんとなくそう呟つぶやいた。

　勉強して、くだらない会話をして、昼飯を食べて、じゃれあって、友情して、恋愛して。

　こんな日常が続いていってほしいと、俺は心から思う。

　──もう二度と失いたくないと、俺は思うのだった。




　　　†　†　†




　夜や光こう市には、街の外への外出が一切許可されないムーンチャイルド達のガス抜きのために、山間の一地方都市にしてはあり得ないほどに娯楽施設が充実している。ゲームセンター、遊園地、水族館、動物園……果ては娼しよう館かんまで。

　施設のレベルというかクオリティは中の上といったところで、例えば遊園地なら、大抵の乗り物は揃そろっているものの有名どころと比べてしまうと明らかに見劣りするし、水族館や動物園にいる生き物の種類も少なめだ。

　そしてよく晴れた土曜日、俺、ユウ、陽よう子こ、藤堂、御厨みくりや、真那さん、くおんちゃんの七人がやってきた市民プール《青せい龍りゆうランド》もまた、立派なウォータースライダーがあったり波のあるプールがあったりと平均的な市民プールと比べれば遙はるかに高いクオリティを誇るものの、あくまで「そこそこ」のレベルのプールだった。

　……だがまあ、ことプールに限っては施設の充実度なんて二の次であるとも言える。

「いやー眼福眼福。やっぱりプールはいいねえ。ていうか水着がイイ。水着とは人類が生みだした発明の中でも屈指の素晴らしさだと、俺は思う」

　水着に着替えた藤堂が、プールサイドを歩く水着姿の若い女の子（ちなみに街の性質上、客のほとんどが若い）に目をやりながら、機嫌よさそうに言った。天気がいいこともあってか、客の入りはそれなりに多い。みんな暇なんだな、と俺は何となく思う。まあ、俺たちも全然人のことは言えないのだが。

　基本的に夜光市には暇な学生が多い。受験もないし、部活でいくら一生懸命練習しても大会などに出られるわけではないので、積極的に打ち込むべきものを見つけられない学生が大半なのだ。藤とう堂どうのようにガールハントに精を出すのも、積極的に青春を楽しんでいるという点から見れば、むしろマシな方だとも言える。

「……にしても、遅いな」

　俺おれが呟つぶやく。一緒に来た四人の少女は、まだ更衣室から出てこない。女子の着替えには時間がかかるものらしいが、それにしても遅いような気がする。

「まだかなまだかなー。美少女達の水着はまだかなー♪」

　完かん璧ぺきに浮かれきっている（少なくともそのように見える）藤堂が、足でリズムをとりながら妙な歌を歌う。

「……ていうか藤堂、お前なら女の子の肌なんて見慣れてるだろ？　なんで今更水着なんかで喜んでるんだ？」

　俺が尋ねると、藤堂はどうも本気で憤ったらしく、

「バッキャロウ！　僕が見慣れてるのはハ・ダ・カ！　水着とは全然違う！」

「……ん……むしろ露出が少なくなってるけど……」

　陰いん鬱うつな声でそう言ったのは、御厨みくりやだった。俺たちのように水着に着替えておらず、アロハシャツにハーフパンツ、ビーチサンダルという格好なのだが、それら全すべてが真っ黒で、暑苦しいことこの上ない。まさかプールに入らず水着の女の子を見物しに来たのではあるまいなと疑ったものの、更衣室を出てからもいつものように無気力な感じで「めんどくさい」と呟きながらぼーっと立っているだけで、藤堂のように水着姿の女の子に目移りする様子も皆無。……本当に何しに来たんだろう。

　すると藤堂は、愚か者を啓けい蒙もうしてやると言わんばかりの口調で、

「わかってねえなあ。お前らは何もわかってない。そこがまたいいんだよ。制服のように麗しの肌を大幅に覆い隠してしまうのでもなく、全裸のように俺の眼前に全てを露あらわにするでもない、必要最低限の部分のみを覆い隠す神秘のヴェール、それが水着さ。そこに隠されているのはケツやらおっぱいだけに限らない。露出度なら下着とさほど変わらないにもかかわらず水着というだけで普段は絶対に見せてくれないようなあんな部分やこんな部分まで堂々と見せてくれるようになるこのナイス不条理。世界は不条理で出来ているとはいえこれほどの愛すべき不条理はあまり無いな。つまり水着とは、羞しゆう恥ち心しんや乙女心、そういった諸もろ々もろの感情までも覆い隠し女の子をちょっぴりダイタンな小悪魔にしてしまう魔法のアイテムってことなのサー。わかったか俗物ども！」

「え？　ああ、すまない俗物日本代表。まったく聞いてなかったよ」

　俺が正直に言う。御厨の方は、

「……ああめんどくさい……藤堂君の声に鼓膜を振動させるのめんどくさい……でも聞き流すのもめんどくさい……聴くのもめんどくさい……ああ……もう死のう……」

　眩まぶしそうに空を仰ぎ、こっちまで死にたくなるような沈んだ声で言った。

「おおお、相変わらずマイフレンド達が冷たい！　不条理だあ！」

　藤とう堂どうがわざとらしく派手に頭を抱えてよろめいた──そのとき。

「──ったく、相変わらず藤堂は騒がしいわね」

「……斬きりますか、冬ふゆ木き様。斬りましょう。今すぐ」

「あらあらくおんちゃんったら。男の子はあれくらい元気な方がいいですよー」

「……あれはただ破廉恥なだけです」

「うふふ、男の子がえっちでなければ国は栄えませんよ？」

　……そんなふうにお喋しやべりをしながら。女性陣が更衣室から出てきた。

「というわけでー、お待たせしました～」

　のほほんとしたそんな声の主は、氷ひ川かわ真ま那な。おっとりした性格に似合わぬ大胆なビキニ姿で、そのスタイルと相まって凶器……いや、兵器じみた破壊力だ。この核弾頭の如ごときバストは危険だ！　ヤバいマジヤバい。ヤバすぎる。見ている方が恥ずかしくなって、俺おれは真那さんから視線を逸そらした。ははっ、俺のシャイボーイめ。シャイって自分で言う奴やつは多分シャイじゃないけどな。

　……と。

「ね、ねえ、どうかな？　霧きり村むら」

「……う、うん、まあ、いいと思う」

　陽よう子この水着は、明るい感じの柄のパレオ付きセパレート。真那さんほど目立った部位はないが全体的に高水準のスタイルを誇る陽子に似合っていて、かなり可愛かわいいと思う。しかし本当に俺に衝撃を与えたのは水着ではなく、その表情とか仕草だ。……な、なんで……なんで普段は『フラグ立て』と称して平気でパンツを見せてくるのに、今日はこんな恥じらうような表情を浮かべてるんですかね！　心臓の鼓動が速くなるのが自分でも判わかった。

「やだ……あんまりジロジロ見ないでよ霧村……」

「…………!?　ご、ごめん……」

　あまりに陽子らしからぬ物言いに驚き、俺は赤面して目を逸らした。

「よし、まずは作戦成功ね……！」

　……ん？　今、陽子が小声で何か呟つぶやいたような気がしたが、よく聞こえなかった。

「ほらほらー、くおんちゃんも」

　真那さんが、自分の陰に隠れるようにして立っていたくおんちゃんを前に押しやった。

「や、やめてください！」

　彼女は……まあなんというかその…………スクール水着だった。それも旧スクだった。

　しかも色は白だった。ご丁寧に「２ねんＤくみ　くどうくおん」と書かれた名札まで縫いつけてある。なお、さすがに刀はここまで持ってきていない。

「……何ですか」

　相変わらず無表情で淡々と、しかしほんのり頰ほおを染めて、くおんちゃんは言った。

「……マニアックだね」

　思わず素直な感想が口をついて出た。やっぱり、普段から髑どく髏ろ模様の着物を着ている剣客少女のセンスは解らん……。

「……私が選んだわけではありません……。氷ひ川かわ様が、水着は自分が用意してあげると言うので信頼してみたら……！」

　くおんちゃんは恨みがましい視線を真ま那なさんに送るが、真那さんは相変わらず笑顔のまま。相変わらず恐ろしい人だ。

「ははは、でもまあ、可愛かわいいからいいじゃん？」

　藤とう堂どうが言うと、

「……え」とくおんちゃんが驚いた顔をした。藤堂はさらに続けて、

「うんうん、幼児体型の君にはぴったりだ。まるで小学生みたいでよく似合う。カワイイよくおんちゃん。しかし残念、俺おれ的には対象外だ！」

「……く……いつか斬きります……！」

「ふっ……」

「くーっ！」

「ふーっ！」

「はいはーい、二人ともケンカしないのー」

　真那さんがまるで保護者のように取りなして、睨にらみ合う二人を大人おとなしくさせた。さすがだ。つか、本当に仲が悪いなこの二人は。

　……そして最後の一人。三人娘からちょっと遅れて出てきたユウはといえば──

「……マナ。これはさすがに……恥ずかしいぞ……」

　もじもじしながら、上目遣いに俺と真那さんを交互に見るユウ。

　その水着は、真っ赤なローライズビキニ……というかローにもほどがあるというか……横はヒモで、ちょっとでもずり落ちるとお尻しりとか危険なところだとかが見えてしまいそうなほど布面積の少ない、超ローライズ……特定人種オタクの界かい隈わいではこれを所謂いわゆる……ローレグと呼ぶのであった。ローレグと呼ぶのであった！

　……やべ。なんか脳に変なのがキた。ゾクッてキた。

　銀色の髪と純白の肌に、赤のコントラストという、大胆すぎるその意匠。くおんちゃん以上の幼児体型と、水着と呼ぶにははばかられるほど不健全な薄っぺらい布きれとのギャップ。水着姿になっても付けている首輪みたいなチョーカーのせいもあり、まるで見てはいけない世界を覗のぞき見ているかのような背徳感に襲われる。

「うふふ、ほらほらゆーちゃん、せーじ君は大喜びよ？」

　嬉うれしそうに指摘する真那さん。どうやらこの水着を用意したのも真那さんのようだ。氷川真那とは神か魔か。俺は絶対にこの人には逆らわないようにしようと心に誓った。

「セ、セイジ……どうなのだ。真ま那なの言うことは本当か？」

　ユウが頰ほおを赤らめて、不安げに訊きいてくる。おいおい、陽よう子こといいユウといい、今日はなんでこんな素直に女の子っぽいんだよ。可愛かわいいじゃないですか。

「か、可愛い」

　上擦った声が出た。自分でも信じられないくらいに動揺している俺おれがいる！

「そ、そうか……だったら……」

　上目遣いで、ユウはちらりと陽子の方を一いち瞥べつし、

「ヨウコとどっちが、その……か、か、か、可愛いかな？」

　可愛いという言葉を口にするのを恥ずかしがるユウが可愛い。まあそれはともかく。

「ちょっと、なんてこと聞くのよ！」

　陽子が慌てた声を上げて、それから俺の前に進み出てきた。

「あ、あたしに決まってるじゃないのそんなの！　そうよね霧きり村むら！」

　顔をぐいっと近づけて問いかけてくる陽子。対するユウがその顔をむぎゅーっと押しのけて俺に詰め寄る。

「わ、私だろう？　セイジ」

「あんたなわけないでしょ！　なによその水着は！　色仕掛けのつもり!?　ゆースケみたいなちびじゃりにそんな格好されて欲情しちゃうのはロリコンの変態だけよ！　霧村はあたしみたいに年相応のバランスのとれた健康的な色気の方が好きに決まってるわ！」












「ハッ！　年相応！　バランス！　健康的！　これといって特徴のない小娘が自分を誤ご魔ま化かすために言いそうなことだな！　絶対的な美しさとは見かけの年齢など超越したところに存在するということを知らないらしい！」

「メインヒロインってのはバランスタイプなのよ！」

「誰だれがメインヒロインだ！　貴様などクラスメートＡで十分だ！」

「ウ────ッ！」

「フ────ッ！」

「フシュ──ッ！」

「ウギュ──ッ！」

　猫のケンカのように野生化して威い嚇かくしあう自称運命の恋人と自称メインヒロイン。くおんちゃんと藤とう堂どうもさっきケモノになってたし、流は行やってんのかな……野生化。

「はいはい、そーこーまーでー」

　またしても真ま那なさんが争う二人を止めた。

「せっかくのプールなんですもの、みんなで仲良くしましょうねー。そうだ、スイカ割りでもします？」

「氷ひ川かわ……海じゃないんだから……」と陽よう子このツッコミ。

「……藤堂様の頭を誰が早く叩たたき割るかのゲームでしたら喜んで」

　なにげに黒いことを言うくおんちゃん。

「まあ、まずは適当に泳ごうぜ。波のあるプールとかもあるし」

「そうだな。それがいいだろう」

　藤堂が無難なことを言ったので、俺おれも賛成しておく。『ドキッ、タレント使用アリでどちらかが死ぬまで殴り合うデス水中騎馬戦、内臓ポロリもあるよ！（優勝賞品は霧きり村むら聖せい司じの身体からだ）』とか提案されると本気で困るし。

「……めんどくさいけど僕は荷物の番をするよ……」

　女の子達の水着姿にも取り立てて何らかの感銘を受けた様子もなく、淡々と御厨みくりやが言った。本当に何しに来たんだろうと疑問に思ったものの、とりあえず弁当やらお菓子やらその他ほかもろもろを御厨に任せ、俺たちはプールで泳ぐことにした。




　　　†　†　†




「ところでセイジ。実を言うと私は泳げないのだが」

《青せい龍りゆうランド》唯一にして最大の名物と言っていい《流れる水のプール》レベル５（ちなみにレベルは１～５までで、１は浮き輪に乗れば自動的にゆったり進んでいく程度だが、５になるとたとえムーンチャイルドの身体能力であっても流れに逆らって進むことはまず不可能な猛烈な水流を体験できる）に俺おれが入ろうとした直前、ユウがいきなり後ろから俺の手を引き、そんな致命的なことを言ってきた。いつの間にか水着の上からパーカーを羽織り、例の蜂はち蜜みつ入りポシェットを手に持っている。

「……いや、泳げないて……今更そんなこと言われましても」

　目の前に流れる水流プールは、ほとんど洪水の河のような様相で、さすがにカナヅチの人間が浮き輪もなしに入るのは辛つらいだろう。

「ていうか、泳げないならもっと早く言ってくれればいいのに。ていうか、昨日言えばよかったのに」

「……泳げないなんて、恥ずかしくて言い出せなかったのだ……。特にあの女の前では」

　ユウの視線の先には、どうにか激流に耐えてその場に踏みとどまっている陽よう子こがいて、

「霧きり村むらーはやくはやくー」などと呼んでいる。ちなみに藤とう堂どうとくおんちゃんは、プールの中でもいつものように藤堂のセクハラ発言に怒ったくおんちゃんが奴やつを追いかけるという、まるでいちゃつくカップルのようになっている。

「うふふ、泳げないなら仕方ないわねー。あ、そうだ、ゆーちゃん、それならせーじ君に教えてもらったらどうかしら」

　真ま那なさんの提案に、ユウは表情を輝かせた。

「それがいい！　セイジ、私に泳ぎを教えてくれ！」

　言いながら、俺の腕を引っ張る銀髪ローレグ美幼女。……ええいそんなキラキラした目で俺を見るな！

「……まあ、べつにいいけど」

　照れ隠しに憮ぶ然ぜんと俺が言うと、ユウは、

「よし、ならば善は急げだ！　真那、私とセイジはあっちの方のプールで練習してくる。

　お前たちは気にせず永遠に流されているがいい」

「え!?　ちょっ、ユウ！　霧村！　どこ行くのよー！　駄目、運命に流されちゃ駄目えええええ！　──って、きゃあああああああああ流されるうううう────!?」

　……陽子が流されていく。真那さんは「あらあら、楽しそうね」などと言いながら自分もプールの中に足を入れて、その豊満な肢体をマーメイドの如ごとくしなやかにくねらせて、周囲の視線を一身に浴びながら泳いでいく。

「では行こうか、セイジ。早く泳げるようになりたいので急いで行こう」

　そう言ってユウは俺の手を握ったまま、先ほど「あっちの方のプール」と言って指さしたのとは全然違う方向に向かって、ほとんど走るような早足で歩き出した。

「なあユウ。あっちの方で練習するんじゃなかったのか？」

　小さな手に引かれるまま歩きながら、俺が尋ねる。

「セイジ、細かいことを気にしていると大きくなれないぞ」

「むう……」

　これ以上大きくなれないのは困るので俺おれは黙った。細かいことを気にすることと大きくなることの因果関係には皆目見当がつかないのだが、実際に俺は背が低いし。

　ユウはずんずん歩いていく。この市民プールは市民プールの分際でかなり敷地が広い。

　みんなとはぐれるとあとで合流するのが大変なのだが。

　人ひと混ごみの間を縫うように俺たちは進んでいく。視界の隅に、水をかけあうカップルやビーチボールで遊ぶ女の子たちのグループの姿が映る。そういえば伝承によれば、吸血鬼は水が苦手らしい。『現代の吸血鬼』とも言うべきムーンチャイルド達がプールで戯れているというのは、考えようによってはなかなかシュールな光景だ。

「なあユウ。気のせいか、どんどん人ひと気けのない方へ向かっている気がするんだが」

　このプールには子供用のユルい滑り台だとか浅いプールだとかも作られているのだが、客のほとんどが学生であるため、そういう場所は人気が無く、先ほどの《流れる水のプール》とは比較にならないほど閑散としている。

「周りにたくさん人がいたら、練習できないだろう？」

「ああ、それもそうか」

　たしかに泳ぎを教えるなら、浅い子供用プールの方がいいかもしれない。浅い……それにしてもユウの水着は浅いな、羽織っているパーカーがかなり小さいので腰のあたりはほとんど丸見えだ。ほとんど半ケツに近いぞこれ。そんなことを考える俺を引っ張り、ユウはさらにどんどん歩いていく。

「なあユウ。人気がないどころか、そもそもプールすらないんだけど」

　子供用のエリアを抜けた先には、敷地を取り囲むように植えられたヤシの樹きと、ぽつりと建っている誰だれも使わなさそうなボロボロのトイレ以外には何もない、寂しい場所だった。俺たち以外に人気もなく、遠くから聞こえてくるプールで戯れる若者たちの歓声がやけに物寂しく感じられる。

「……ふむ……このあたりでいいか……」

　不意にユウが呟つぶやき、ヤシの木陰に俺の身体からだを引っ張り込んだ。

「な、何を……」

　焦る俺に、ユウは微笑ほほえむ。誘惑するようなその眼まな差ざしの中に、ネズミを追いつめる猫、あるいはウサギを追いつめる狼おおかみのような輝きが見える。

「セイジ……二人きりになれたな……ここなら邪魔も入らない……」

「いや、あの。いったい何をなさるおつもりなのＤＥＡＴＨか」

　……身の危険を感じる。が、ユウの真紅の双そう眸ぼうに射抜かれ、何な故ぜか身体を動かすことすら出来ない。くらくらと眩暈めまいがする。ヤバいな……なんでこんな……つるぺたに。そうかローレグか。ローレグなのか！　ああいかん、思考が錯乱気味だ。クールになれ霧きり村むら聖せい司じ。ＫＯＯＬになれ──って、スペル違うし。

　……しゅるり……ぱさっ……と、ユウが羽織っていたパーカーを脱ぎ捨て、持っていたポシェットも地面に置いた。頰ほおを赤らめ、しなを作るように身体からだをよじらせる。そして、

「……お、お前の……好きなようにして……いいぞ」




　!?

　熱の籠こもったその声に、神経を灼やかれるような感覚を覚える。

「セイジ……私は、お前さえいればそれでいいんだ……！」

　懇願するような、切実な響き。千年前の恋人とやらが事実なのか彼女の思い込みなのかどうかは知らない。だが、その想おもいは真しん摯しで、純粋で──……思わず目を背けたくなる。前世のエシュターさんとやらがどれだけの聖人君子であったかは知らないが、少なくとも今の霧村聖司のような薄汚れた人間に、こんな真まっ直すぐな気持ちを向けられる資格はないと思う。しかし──だからこそ、惹ひかれる。

　自分には分不相応なものだからこそ。

　目の前にそれが差し出されたとき、飛びついてしまう。

　なんて──弱い。

「セイジ……この布きれが邪魔か……？　だったらこんなもの、取ってしまおうか……」

　そう言って、腰を申し訳程度に隠す水着に手をかける。な……なんですと!?

「それとも、自分で脱がせたいか？　それならほら、このヒモを引っ張って……」

　水着のヒモを、俺おれに見せつけるようにひらひらさせてくる。ゴクッ。と自分が唾を吞のみ込む音がする。うわ、なに生唾ゴックンしてるんですか俺。気分はすっかりイメクラに通うエロオヤジですよ。ああ畜生、なんで、こんな……こんな小娘の色仕掛けにやられそうになってるんだ……この……この、この、思春期が！　死ね！　この童貞め！　かつてとある偉人姉妹がこう言った。『童貞が許されるのは中学生までである』──と！

「セイジ……」

　ユウが熱っぽい眼まな差ざしで俺を見つめたまま、こちらににじり寄ってくる。ああまずいな……このままだと……なし崩しに十八禁シーンに突入してしまいそうだ。この作品に登場するキャラクターはみんな十八歳以上という設定です。俺も十八歳以上です。陽よう子こも十八歳以上です。高校二年生だろうが十八歳以上です。噓うそだが。ユウも十八歳以上です。ああ、千歳って設定だっけか。千歳ならエロいことも平気、たとえ見た目が小学生でも！

「せーじぃ……」

　ユウが再び甘い声で俺の名を呼び、不意に何を思ったかその場でかがみ、地面に置いたポシェットから、蜂はち蜜みつのチューブを取り出した。そしてあろうことか……ほとんど起伏のないその胸元に、たらたらと蜂蜜を垂らしたではないか……！　きめ細やかな白い肌をゆっくりと滑り落ちていく……輝くような黄色の甘い甘い蜜──……。




「……セイジ……私を……食べて……！」




　ッ!!

　脊せき髄ずいに致死の高圧電流が流れたような気がした。

「ユウ……俺おれは……」

　覚悟を決めて、その場のノリで押し倒してしまえ！　さよなら俺の中の少年。今、僕は子供からオトナになります……！　かつてとある偉人がこう言った。『エロスはほどほどに』──と。知ったことか。かつてとある偉人は初体験の最中にこう言った。『もっとセックスする！』──と。かのナポレオンもまた、自らの初体験を回想して『とても哲学的な経験』であったと述懐している。俺も哲学する！　もっと哲学する！

　と、そのときだった。

　不意に俺の背中に、ふにょりとした二つの柔らかい物体が押しつけられた。

　驚きよう愕がくのあまり、俺の意識がユウから逸それる。

「────ッ！」

　未知の感触に頭が真っ白になる。ただでさえ熱かった顔が、熱病のように茹ゆだっていくのが自分で判わかる。なんだこれ。この、なんだか、肌に直接あたっている、ちょうど人肌にも似た滑らかな感触は一体何だ。こんにゃくか。ぴたぴた。ぴたぴた。うう……！　ほどほどに弾力があって、瑞みず々みずしくて、断じて水着越しではなく、な、ナマモノっぽい。

「霧きり村むらぁ……」

　耳元で囁ささやかれた、脳のう髄ずいを浸食するような甘い声。それで、後ろに立って柔らかい何かを俺の背中に押しつけている人物は冬ふゆ木き陽よう子こであると識しる。

　ユウが苦々しげに舌打ちする。

「くっ、ヨウコ……！　何な故ぜここが……！」

「ふふふ、あんたみたいな底の浅い小娘の考えることなんてお見通しなのよ……！　『あっちのプールで練習してくる』なんて宣言しつつ、本当は逆の方向に行く……そんな初歩的な手にこのあたしが引っかかるとでも……？　フフフ……」

「なんだかよく解らないけど陽子。頼むから耳元で『フフフ……』って笑うのだけはやめてくれ……！」

　俺が泣きそうになって懇願すると、陽子がニヤリと笑う気配。しまった……！

「へーぇ……霧村は耳が弱いんだぁ……フーッ」

　いいことを聞いたと言わんばかりに、陽よう子こが耳元に息を吹きかけてきた！　ゾクッ……と全身に震えがきて、力が抜ける……！　さらに追い打ちをかけるように、陽子は背中に押し当てた柔らかいモノをより強く押しつけてくる。

「フフフ……さすがの霧きり村むらも、コレには反応せずにはいられないみたいね。ほらほら、ナマよ……。ユウがいくら足あ搔がこうとも、こればっかりは真ま似ねできないでしょうね！」

　た、確かに……！　思わずユウの平らな胸に視線をやると、ユウは真っ赤になって両腕で胸（蜂はち蜜みつつき）を隠す。

「ほらほら霧村～。コレが健全な女の子の魅力よ。……うふふ、霧村ってばかわい～。耳まで真っ赤。もう……えっちなんだから……。食・べ・ち・ゃ・い・た・い……」

　ぐ……や、ヤバい……本気でヤバい……頭の中が沸騰しそうだ。

「ま、待て陽子！　それ以上は！」

「ぁん……」

　かぷっ。

　陽子が。

　俺おれの耳に。

　優しく歯を立てた。

　ぞくぞくぞくぞくぞくぞく──────ッ！

「ひあああああ────っ!?」

　耳を甘あま嚙がみされるという未知の感触に情けないくらいに狼狽うろたえ、悲鳴を上げて俺は陽子の方を振り向いた。

　──と。

「きゃっ！」

　……陽子の手から、何かが落ちた。

　…………ん……あ、あれれ……？　あれれれれ!?　……不思議なことに……陽子はちゃんと……水着を着ていた。そこには想像していたナマおっぱいなど存在しない。怪け訝げんに思い陽子が地面に落としたものに目をやる。

　それは、二つの……こんにゃくだった。どこをどう見ても一目瞭りよう然ぜんでこんにゃくだった。だとするとさっきまで俺の背中に押し当てられていたのは……。

「陽子ぉ……お前なあ……」

　リアクションに困り、片手で頭を搔かきながら俺は唸うなる。陽子も冷や汗を浮かべながら顔を赤くして、あさっての方向に目を逸そらし、

「あはは……いやー、さすがにそこの破廉恥小娘と違って、ナマおっぱいをくっつけるのはさ……その……抵抗が……あはは……」

「わ、私だって恥ずかしい！　こんな、こんなふうに、そんな……す、好きにしていい、なんて言うのは、は、恥ずかしかったんだ！」

　ユウが泣きそうな顔で言う。

「ほ、他ほかにも、み、水着のヒモを引っ張らせてあげるだとか、わ、私をた、たたたた食べて、なんて、死ぬかと思ったぞ！　でもマナが……そうすればセイジの童貞ソウルの壁は崩壊するって教えてくれたから……！　くそっ、せっかく恥ずかしいの我慢したのに！　貴様の邪魔さえなければ今頃ころは……！」

「ふんっ、人に頼ろうとするからこうなるのよ！　ちなみにあたしは氷ひ川かわに『後ろから胸を押しつけたらどんな相手もイチコロですよ～。あと、耳を甘あま嚙がみするのもいいかもです～』なんて悪魔のアドバイスは貰もらわなかったから！　ほんとだから！」

　噓うそこけ。それにしても……また真ま那なさんか。なんて恐ろしい……策士。世界は真那さんの手の内にあり、人類は真那さんの気まぐれで生かされているのかもしれない。

「……あー……なんか疲れた……泳いでもないのに疲れた……」

　げんなりして俺おれが呻うめく。ユウと陽よう子こも少し落ち込んだ様子。

「……とりあえず、みんなと合流するぞ」

「待てセイジ、泳ぎの練習は？」

「真那さんにでも教えてもらえばいいだろ」

　俺がイヤミっぽく言うと、

「むう……。まあいいか……どうせ噓だし……むしろ泳ぐのは得意だし……」

　そんなことをのたまった。

「……あんたまさか、溺おぼれたフリをして霧きり村むらに抱きつこうとかベタなこと考えてたんじゃないでしょうね」

「……貴様、さては心を読む能力を持っているな？」

「べつに。あたしも流れる水のプールでそれやろうと思ってただけ」

　……こいつらは……。

　俺が心底呆あきれて大きくため息をついた────そのとき。

　周囲から音が消えた。

　若者達の喧けん騒そうも、「飛び込み禁止ー！」という監視員の声も、スピーカーからの放送も、全すべての音が突然にストップ。世界から俺たち以外の生物が消えた。これは一昨日シドに襲われたときと同じ──

「《結界》……!?　またシドか!?」

　ユウが顔を強こわ張ばらせる。俺と陽子も、警戒して周囲を見回す。

　と、不意に。

　無声の世界に、こちらに近付いてくる足音が聞こえた。人のいない売店の後ろから姿を現した、一人の人物。黒ずくめのシャツにパンツ、サンダル。ボサボサの黒髪。端正な顔立ちなのにひどく疲れた表情。

「……あーめんどくさいなあ……。ほんとめんどくさい……」

　いつもの調子でそんなことを言いながら。

　クラス委員、御厨みくりや槐えんじゆが近付いてくる。

　俺おれたちから少し離れたところでぴたりと立ち止まり、「ふう……」と大きくため息。

「……めんどくさい……任務なんてめんどくさいよ…………えーと……説明いる？」

　ボソボソと暗い声で、なにやら、よく解らない……本当によく解らないことを、まるでユウやシドみたいなことを、御厨が言っている。

　クラスメートで友達の御厨槐が。

　俺の日常を形成する一人であった、御厨槐が言っている。

「……うへへ……まいったねこれは……参りましたね……」

　引きつった笑いを浮かべ、俺は掠かすれた声で言った。

「……説明してもらおうか」

　ユウが御厨を睨にらみつけて言う。御厨は「めんどくさいなあ……」と言いつつ意味の解らない言葉を吐き出す。

「世の中には《試作型プロトタイプ》の寄り合いみたいな《コミュニティ》があってね……うーん……言葉を選ぶのめんどくさい……出来る限り文字数を減らして喋しやべるのがめんどくさい……」

「いいから普通に喋れ」

「そうする」ユウの言葉にあっさり頷うなずき、御厨が言う。「……つまり僕はその《コミュニティ》からこの街を調査するために送り込まれたんだ。それで調査という名目で適当にダラダラと学園生活を送っていたんだけど……そこへ君が現れた。《原型アーキタイプ》蛇遣いによって創られた唯一の《試作型》……位相空間に隠された《庭園》でずっと眠り続けているという『眠り姫』ユウ……。その出現を知るやいなや、コミュニティは君を組織に迎えるよう僕に指示してきたんだ。……ホントに……めんどくさいね……」

「……話は解った」

　と、ユウ。……俺にはさっぱり解らないのだが。解りたくもないのだが。

「だが、興味は無い。私は」ユウが俺の腕にしがみつく。「エシュターと二人で生きていく。私は、それ以外の何も興味は無い」

　断言するユウに、御厨はため息をつく。

「……めんどくさいなあ……そういえば、なんで霧きり村むら君や冬ふゆ木きさんが結界の中にいるのかなあ……考えるのめんどくさいや……やめよう……とりあえずお仕事しよう……ああめんどくさい……力ずくで言うことをきかせるのってめんどくさいなあ……」

「────ッ！」

　不意に。御厨の周囲を、金色に輝く霧……オーラのようなものが出現する。ユウが顔を強こわ張ばらせて身構え、じりじりと距離をとり、

「《鮮血の貴女カーミラ》──形態モード、ドレス」

　チョーカーに手を当てて呟つぶやくと、刻まれた模様が発光し、直後ユウの身体からだが光に包まれ、一瞬にして彼女の普段着である真紅のドレス姿となった。……どういう手品だこれは。

「……あーあ……やっぱり抵抗するんだ……めんどくさいなあ……」

　すうっと目を細め、御厨みくりやは言った。いつの間にかその瞳ひとみは、ユウのように赤く輝いている。と、不意に。御厨槐えんじゆの前方に立ちこめたオーラが、その右腕に収しゆう斂れんされていく。拳こぶしに手が見えないほど眩まばゆい高密度の光を纏まとい、無造作に歩いてくる御厨。

「あー……──タイプ近接戦闘型フアイター・エンジュ・ザ・【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】……ああ名乗るのめんどくさいなあ……めんどくさい……」




　　　†　†　†




　御厨とユウと聖せい司じと陽よう子こ。四人の様子を、植え込みの陰から窺うかがう二人の人物がいる。スーツを着たウサギ頭の変人と、メイド服と眼帯の変人──シドとシズである。二人は今朝からずっと、ユウのことを尾行していた。もちろん聖司に迫るユウもバッチリと。「ほうほう……いけっ、いくのです霧きり村むら殿！　そこでがばーっと抱きしめるのです！　抉えぐり込むようにチュウです！」「ゆ、ユウ様、なんて破廉恥な……ああでもユウ様の照れた顔、なんて愛らしい……」などと言いながら植え込みに隠れて覗のぞいていたのである。人はこのような行為を出で歯ば亀がめと言う。ストーカーとも言う。魔導具を用いて時空を超え、平行世界までも追いかける、恐ろしく徹底したストーキングぶりであった。

「……ふむ……思ったより《コミュニティ》の動きが素早かったようですな。考えてみれば、彼らが学園の生徒としてスパイを送り込んでいるのは明白。それがたまたま霧村殿や冬ふゆ木き殿と旧知であった……そんなところでしょう」

シドが飄ひよう々ひようとした口ぶりで言うと、シズは顔をしかめる。

「何を吞のん気きなことを言っているのですか……！　早くユウ様をお助けしなければ……」

「まあお待ちを、シズ殿」今にも飛び出そうとするシズを、シドは引き留めた。「ここはひとつ、ユウ様の戦いぶりをしばらく見物しようではありませんか。その方が面白そ──あ、いや、ユウ様のお力を信じるのも、我らの務めというもの」

「……たしかにユウ様があのような輩やからに負けることなどあり得ませんが。《試作型プロトタイプ》といえど、このような辺へん鄙ぴな街のスパイ任務を押しつけられるような小者……いわば三流の下っ端……つまりあなたと同レベル……」

「……おっと、さりげに酷ひどいことを言われますな」

　シドは肩をすくめ、再度四人の方を見やる。御厨の右手が光り輝き、ユウがドレスを身に纏まとう。御厨みくりやが自分の真の名を告げる。

　漏もれ聞こえてきた名──【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】。聞き覚えがある。……シドの情報網によればそれは、かつて無数の《試作型プロトタイプ》達の集まる《コミュニティ》の中において『神童』などと呼ばれもてはやされていた戦闘の天才の名前だった筈はずだ。数年前から噂うわさが途絶えていたのだが、こんなところでスパイをしていようとは。

「……ま、三分もてば上出来、といったところでしょうかな……」

「何か言いましたか？」

「いえいえ。なんでも。それにしても、何な故ぜ御厨殿は霧きり村むら殿と冬ふゆ木き殿まで結界に巻き込んだのでしょうかな？　狙ねらいはユウ様一人の筈ですが」

「ユウ様……ファイトです……！」

　……どうやら既に、シドの言葉はシズの耳に入っていないようだった。




　　　†　†　†




「……めんどくさいなあ……」

　ダルそうな様子を崩さぬまま。スタタタ！　御厨がいきなりユウに向かって疾しつ駆くして、距離を詰めてきた。速い……!?　顔はダルそうで、ダッシュに入るまでの予備動作など一切なく。それでも御厨の速度はとんでもないものだった。

「くっ……《盾》！」

　ユウが反射的に、前方に薄緑色の光で構成されたシールド型のフィールドを展開。御厨は無造作に、光を纏う手のひらをぺたりと《盾》にくっつけて、ぐいっ、と抉えぐるように手を握る。すると。バリバリバリバリ……！　光の盾はガラスが割れるような不愉快な音を立てて粉々に砕け散り、驚きよう愕がくの表情を浮かべるユウの顔面を、御厨の手が摑つかんだ。

「──ァッ!?　うぐあぁ……ひぐ……えぅ…………!!」

　小さな顔をギリギリと鷲わし摑づかみにされ、ユウは苦く悶もんに歪ゆがませる。

「ユウ！　……ちょっと御厨！　女の子の顔になんてことすんのよ！」

　叫び、水着姿の陽よう子こが地面を蹴けって御厨に向かって疾駆する。そして、迷いのない綺き麗れいなフォームで回し蹴りを放つ。

「……ん」

　御厨は慌てた様子もなくユウの顔を離し、蝿はえでも追い払うかのように右手で陽子の足を振り払い、攻撃を受け流す。「きゃっ」と悲鳴を上げ、その場で尻しり餅もちをつく陽子。

「めんどくさいなあ……防御するのめんどくさい……」

　何事も無かったかのように呟つぶやき、再び倒れたユウに手を伸ばす。ユウの左腕を摑み、無理矢理起きあがらせる。

「くっ！　離せ！」

　ユウが起きあがりざま、至近距離から火球を放つ。御厨みくりやは後ろに飛び退のきながら、手のひらで炎を受け止め……握り潰つぶした。硝子ガラス細工が割れるかのように光の粒となってぱらぱらと地面に落ちていく、火球の残骸。なんで火があんなふうに……!?

「ていやぁあああ────ッ！」

　そこへ再び、陽よう子この跳び蹴げり。御厨の拳こぶしがそれを弾はじき飛ばす。「まだまだっ！」顔をしかめながら、陽子がタレントを使って自分の後方に重力素子の足場を形成。そこを踏み台に、息をつかせる間もなく蹴り。またも弾かれ、陽子は今度は階段状の足場を作り、リズミカルに駆け上っていく。そして、御厨の上方五メートルくらいの高さから高速の跳び蹴りを放つ！　顔面へと弾丸のように向かってくる足の裏を、これまた御厨は手のひらで受け止め、陽子の足を軽く押し戻すように腕を伸ばす。勢いがあったぶん反動でぶっ飛んでいく陽子。地面に強したたかに叩たたきつけられ、「いっつぅ……腰打ったぁ……もっと優しくしてよ！」などと、涙目で地面に座り込んで抗議の声を上げた。

「……あーあ……弱いものいじめってめんどくさい……」

　御厨のタレントは確か、自分の手に未知のエネルギーを集中させるという、強化型の異能だった筈はず。俺おれの嫌いな『異能訓練』の授業で見たときは、空を飛んだり髪の毛を伸ばしたりする滅め茶ちや苦く茶ちやな連中が多い中、割と地味な能力だと思ったのだが……片手だけで相手を圧倒するほどの使い手が用いれば、それは恐るべき武器となるらしい。……いつも陰気でぼーっとしている御厨がそんな使い手だなんて、想像すら出来なかったのだが。

「なめるなああああ────ッ！」

　ヒステリックな叫びを上げて、ユウが魔術を連発。雨あられのように降り注ぐ炎の弾丸。光を煌きらめかせ飛んでいく氷の矢。反応することすら出来ないほどの高速で伸びる細い迅雷。大地を抉えぐって下から突き出す尖とがった岩。

　その全すべてを、御厨は右手だけで潰した。握り潰した。炎も氷も稲妻も岩石も、全てが平等に硝子のようにきらきらと輝く粉と化し、ぱらぱらと地面に落ちる前に消えていく。

　飛び道具は通用しないと判断したか、ユウは両手に、オレンジの光の剣を呼び出す。疲労に顔を歪ゆがませながら、果敢に御厨に向かって突進する。同時に振り下ろされた二本の剣を、御厨は横に跳んで回避──と見せかけて片方だけ摑つかみ、それを思い切り握り潰す。ぽきっ。ビームサーベルが音を立てて途中で折れるというシュールな光景に、ユウが怯ひるむ。御厨はさらに押し込むようにしてもう一本の光の剣に右手を伸ばす。ぱきぱきと軽妙な音を立てながら崩れ落ち、どんどん短くなっていく光の剣。最後には完全に消えた。

「……魔術障壁を割ったり光の剣を折ったり……！　お前の右手は何なんだ！」

　苦しげに息を吐きながら距離をとり、ユウが問い詰める。

「……魔力の強制固定化。……説明めんどくさい……えーとつまり……炎とか氷とか……その本来の属性を消去して、全部ガラスみたいな脆もろい物質に変換する。要するに奇き蹟せき専用の液体窒素みたいなもの。……光の剣はただの棒と同じだし、魔術障壁も木の板と変わらない……ああ説明めんどくさかった……」

　ダルそうに言う御厨みくりや。あえて自分の手の内を明かしたのは、ユウを諦あきらめさせるためか。

　……たしかに技の多様さで攻めるタイプのユウと、ものすごく相性が悪そうな能力だ。

　だが。素朴な疑問。……相性とかそれ以前の問題として……あのウサギ頭の執事にも全然歯が立たなかったし…………ユウって、もしかして、実は弱くないか？

「なあ御厨」と、俺おれは恐る恐る声をかける。「……ユウをその……ヒミツ組織みたいなところ？　に連れて行って、どうするつもりなんだ？　何のメリットがあるんだ？　別にすごい力を持ってるわけじゃないし……お前の方がよっぽど強いじゃないか」

　すると御厨はめんどくさそうに俺の方を振り向き、

「……多分、この娘が弱いとか強いとか、どんな能力が使えるかとか、そういうのはどうでもいいんだよ」

「……どうでもいいって……」

「……説明めんどくさい……声帯を震わせるのめんどくさい……。つまり、大事なのは彼女の『立ち位置』だよ。……伝説的な人物の娘で、千年間《庭園》に隠れ住んでいた『眠り姫』……。……組織に属さない同胞たちへの求心力を強化したがっている《コミュニティ》としては、十分に手に入れる価値がある偶像アイドルというわけ……だと思うんだけどよく解らない……僕は指示に従ってるだけだから……」

「なるほどね……。ところで一つ聞きたいんだが」

　世間話でもするような気軽な口調で俺は問う。

「……ん。なに？」

「お前の狙ねらいはユウだけだろ？　俺と陽よう子こは見逃してもらえるのか？」

「セ、セイジ!?」

「ちょっと霧きり村むら！　なんてこと聞いてるのよ！　よく言った！」

　すると御厨は、ほんの少しだけ申し訳なさそうな顔をして、首を横に振った。

「……《コミュニティ》は、人間に僕らの存在を知られることを好まない……だからその……ごめんね。巻き込むつもりはなかったんだけど」

「……いや、謝られても」

　やれやれ……本気で最悪だなこれは。まったく厄介なことに巻き込まれたものだ。

　……だったら、足あ搔がくしかないか……！

「悪いけど抵抗させてもらう！　めんどくさがりやの委員長！」

　叫び、俺は御厨に殴りかかる。《ムーンチャイルド》の身体能力は総じて常人よりも高く、俺もまた然しかり。恐らく、プロの格闘家にも匹敵するだろう。

「いけっ！　セイジ！　やってしまえっ！」

　ユウの声援を受けて。俺おれのパンチは真まっ直すぐに御厨みくりやのボディに向かっていく──




　が、かわされた。




　御厨の反撃。どごばきぼすどふごきぼごボコボコボコボコボコボコバキグボボゲバゴ

　……まあその。いかに身体能力スペツクが同じだろうと、戦うための特訓を積んだプロの格闘家に素人が勝てるわけがないのと同じく。普通の殴り合いのケンカならともかく格闘技の経験などない俺は、御厨に一方的にボコられ、数秒の間に数十発ほどの乱打を浴びて、呆あつ気けなく秒殺され倒れましたとさ。俺よりも見た目ひょろひょろのくせして……なにこの重いパンチ……あー……やっべー……殴られたところがズキズキする。痛みとは身体からだの危機を伝える信号であり、身体が頑丈な《ムーンチャイルド》の痛覚は常人よりも鈍い。それでここまで痛いとは……御厨の攻撃はどれだけの威力があるんだ。……つーか、腕とか動かないし。口の中は血の味がするし。意識が朦もう朧ろうとしてきたし。脳のう震しん盪とうってやつ？　視界が狭い……。御厨のやつ、少しは手加減してくれてもいいのに……ものすごく普通にタコ殴りにされたぞ……俺に恨みでもあるのか……！

「霧きり村むら、弱い……弱いわ……やっぱり受けなのね……」

　ボロ雑ぞう巾きんのような無様な姿で倒れ伏す俺に、意味の解らないことを言う陽よう子こ。

「さて、と……それじゃ……霧村君、ここは大人おとなしく死んでくれないかな……」

　そう言いながら御厨がポケットから取り出したのは、一振りのバタフライナイフだった。目が隠れるほど前髪の長い根暗っぽい少年が、ナイフを持っている姿はハマりすぎていてとても怖いものがある。惨劇の市民プール！　まさかあの子が……！　大人しくて真面目な少年の心の闇やみとは!?　そんなアレげな見出しがワイドショーを埋めることになるのかもしれない。この街、ワイドショーとか入らないけど。……さて、そんな無駄なことを考えてる場合じゃないぞ……本気でシャレにならん……。

「ちょっと御厨……じょ、冗談だよね……？」

　さすがに青ざめた顔で、陽子が言う。

「……僕の力はトドメを刺すのには向いてないからね……相手が死ぬまで殴り続けるのもめんどくさいし……動けなくなるくらい痛めつけるのもめんどくさいけど……」

　俺の命の価値って何？　と思うくらいめんどくさそうに、御厨が言う。

「セイジ……！　もっと頑張れ！　本気を出せ！」

　ユウが無責任な応援をする。それと同時に火球を御厨に投げる。が、握り潰つぶされる。それでどうやらＭＰマジツクポイントが尽きたらしく、ユウの手からはもう燃え尽きたマッチのような燻くすぶった炎しか出てこない。

「くっ……セイジ、お前もタレントとやらを使え！」

「使えたら使ってるんだけどな……」

　思わず苦笑する。あるいは自じ嘲ちよう。何を隠そう、俺おれはムーンチャイルドにもかかわらずタレントが使えない。何百人に一人くらいの割合でそういう人間がいるらしいのだが……まあ、要するに落ちこぼれだ。タレントに有用性を見み出いだしたからこそ、国は専用の街を作ってまでムーンチャイルドを保護する。《奇蹟顕見能力タレント》を使えない月光症候群発症者ムーンチヤイルドなんて、つまるところ血が大好きなだけの困ったちゃんだ。……異能タレントなんて才能タレントと同じで、無いものは無いで仕方ないと割り切っていたのだが……今はそれがちょっとだけ悔しい。

「てええいっ！」

　不意打ち気味に、陽よう子こが御厨みくりやの足下に重力素子を展開。

「ん……」

　御厨はその場に足止めされる。動けない御厨に対して陽子の跳び蹴げり。が、御厨はその場を動かさず、腕の動きだけで陽子の攻撃を逸そらし、それによって発生した隙すきに彼女の腕を摑つかんで投げ飛ばす。さほど力を込めているようには見えなかったのだが、陽子の身体からだは数メートルほど飛び、俺の倒れているすぐ近くの地面に叩たたきつけられる。

「ぐぇ……」

　潰つぶれたカエルのような呻うめき声を上げ、顔をしかめる陽子。御厨の足止めをしていた力場が消失し、ゆっくりこちらに歩いてくる。

　と、そのとき。

「もうやめろ！　やめてくれ……！」ユウが、俺たちを庇かばうように御厨の前に飛び出してきた。「もう抵抗はしないから……！　私は大人おとなしくお前についていくから！　だからセイジだけは……ついでにヨウコも……助けてくれ！」

　目に涙を浮かべて懇願するユウを、御厨は無表情で見つめる。そして。

「…………とりあえず、君を連れて行ったあとで上に聞いてみる。めんどくさいけど。……だから……まあ、その……この場は見逃すよ。……めんどくさいなあ……」

「……ありがとう」

　そう言って、ユウはゆっくりと御厨の方に歩み寄り、手を差し出す。

「……どこへなりとも連れて行け」

　御厨がその手を取る。

「ユウ！」と陽子が叫んだ。ユウは振り返らない。

「あんた、ほんとにそれでいいの!?」

　ユウは答えない。だが、言葉にせずとも解る。

　嚙かみしめられた小さな唇からは、血が滲にじんでいる。……そりゃあ無念だろう。千年もの間待ち続けた恋人とようやく巡り会えたというのに、また理不尽に引き離されてしまうというのだから。それでも彼女は──再び恋人を失う悲しみよりも、自分が諦あきらめることを選んだ。苦労して手に入れたものが、どうにもならない不条理によって奪われる痛みは……俺おれもそれなりに解るつもりだ。『他人の気持ちが解る』なんて言葉は大嫌いだけど。

　……ああ畜生め、こりゃまいったなあ…………ちょっと感動しちゃったよ。感動したところで……ここで無様に這はいつくばっている俺に出来ることなんて何もないけど。

「それじゃ、行こうか。お姫様」

「……」

　御厨みくりやが言って、ユウは無言で頷うなずく。俺は去っていく二人をただ見送るだけ──




「……──待て」




　不意に唇から漏もれたその小さな呟つぶやきは、重たい無音の支配する空間によく響いた。

「ん？」と御厨が声の主の方に視線を移す。ユウもそれに続く。

　俺もそちらを見た。




「──待てって言ってんのよ！　この陰湿根暗童貞青瓢簞！」




　冬木陽子の口からそんな啖たん呵かが飛び出した。

　その瞬間。

　陽よう子この身体からだが、強烈な光に包まれた。

「な……!?」

　突如として起こった光の奔流に、この場にいる全員が一様に戸惑いの表情を浮かべる。

　全身を極彩色の光に包まれ、手入れされたミディアムヘアを風もないのにたなびかせ、無表情に御厨の方を見つめながら、冬ふゆ木き陽子は立っている。

「えーと……あの……あれ……？」

　尋常ならざるプレッシャーを感じてびびったのか、御厨がユウから手を離す。その御厨の身体を、突如として陽子の右手から伸びてきた白色に輝く光のロープのようなものが、一瞬にしてがんじがらめにしてしまう。それは先日シドを追い回した通行人の一人が使っていた、【固定観念の呪縛ゴルデイアン・ノツト】というタレントによく似ていた。

「陽……子？」

　呆ぼう然ぜんと呟く。ムーンチャイルドの使用できるタレントは、一人につき一種類（もしくは俺のようにゼロ）だ。なのに何な故ぜ、陽子がこんな術を使えるのか。それに、今の陽子の状態はどう見ても普通ではなかった。ワケが解らない……！

「陽子！」

　自分でも呆あきれるほどに動揺し、必死で彼女の名前を呼ぶ。

「陽よう子こ！　陽子！　おい！」

　だが聞こえていないのか、陽子はゆっくり、御厨みくりやの方へと向かって歩いていく。……なんなんだよこれ……！　御厨に引き続き陽子までおかしくなって……俺おれの日常を構成するものが次々と狂っていく……！

「……む……これ……めんどくさい……」

　珍しく苛いら立だった様子で、御厨は全身に複雑に絡みつく光のロープを、右手で少しずつ砕いていく。

　ロープに苦戦する御厨に、陽子は軽く大地を蹴けって接近。その場を動けない御厨が牽けん制せいのためナイフをダーツのように投げつける。一直線に飛んでくるナイフ。

　それを見て陽子は口元を歪ゆがめ、不意に呟つぶやいた。

「──《剣》よ」

　いつもの快活な声音とはまるで違う冷淡な──いや、研ぎ澄まされた印象のする声。すると。陽子の右手にオレンジ色に光る球が出現し、そこから長さ一メートルほどの、球と同じ色の光の剣が伸び出てきた。両刃の西洋剣のような形状の剣。ユウの使っていた光の剣と同タイプの術か。こんな能力まで……どうして……。

　一いつ閃せん。












　橙色に輝く光の刃やいばに触れて、ナイフは跡形もなく消滅した。次の瞬間。

　──たっ！　陽よう子こが剣を下段に構え、軽やかに地面を蹴けり御厨みくりやに向かって疾しつ駆く。御厨との距離は五メートルほど。一瞬で詰まる距離。

「……くっ！」

　どうにか寸前で縛いましめを解き終わり、御厨が後ろに跳躍しつつ、光り輝く右手から、無数の光の散弾を撃ち出す。こいつ、遠距離攻撃も出来たのか！　勢いよく直進している陽子には、とてもかわせるようには思えないのだが……彼女はその無数の弾丸を、あろうことか──剣で斬きり裂いた。

　目にも留まらぬ速度で振るわれた光の剣が、無数の残像を残して、迫る小粒のエネルギー弾の大群を一つも洩らさず消滅させていく。

　だが、陽子が剣を使えるなどという話は聞いたことがない。たしかに包丁の扱いは上う手まいけど……そういう問題じゃないし。

「ええ!?　そんなぁ……!?」

　ちょっと泣きそうな声で御厨が言って、今度は迫る陽子に対し真っ向から突撃する。

「──ハッ！」

　気を吐き、陽子が逆袈け裟さに剣を一いつ閃せん。対する御厨は、それを右手で受け止めた。御厨の拳こぶしと陽子の剣がバチバチを激しい火花を散らす。

「……魔力の強制固定化能力……でも、絶え間なく魔力を注ぎ続ければいずれ……あんたとあたし、どっちが先に魔力が枯渇するかしらね……？」

　文字通り火花を散らしている中、冷静な声で陽子が呟つぶやく。

「……う……だったら……！」

　鍔つば迫ぜり合あいから一歩跳び退すさり、御厨が拳を構え、突き出す。その勢いに風が唸うなる！　陽子はそれを紙一重で横に回避。回避行動から陽子はそのまま反撃に移行──剣を横に薙なぎ払う。御厨はそれを真上に跳躍して回避。反撃に繰り出された右手と、追撃に振り上げられた光の剣が再度激突し、バチバチと花火のようにカラフルな火花を散らす。

「まさか……」

　不意に近くでそんな声が聞こえて、俺おれはユウの方に目をやる。

「……ユウ？」

　表情こそ見えなかったが、陽子と御厨を──いや、明らかに陽子だけを見つめながら、掠かすれた声で呟く。

「まさかまさか……そんな、なんで……だって、でも、あのデタラメ剣術……」

「どうしたんだ」

「だって、こんな──おかしいよ……？」

　ユウが混乱した様子で俺の方に顔を向ける。その目には、疑問の色。

　と、そのとき、陽よう子こが飛んだ。正確には、重力素子を階段のように連続して呼び出し、軽やかに空を踏みしめ、上空へ駆け上がっていく。ほとんど空中浮遊に近いような多段ジャンプ。これこそが陽子の得意技にして本来の《奇蹟顕見能力タレント》──【堕ちない林檎リバテイ・グラビテイ】だ。陽子は御厨みくりやの上空を舞うように移動しながら、ユウがよく使う炎の弾丸や氷の矢、それに光のロープを頭上を含めた全方位から矢継ぎ早に放つ。

「めんどくさい……！」

　御厨は陽子の攻撃を超人的な反応でもって凌しのいでいる。が、いかんせん右手しか防御に使えないため、その動きには余裕が無い。

「……ほんとに……めんどくさいなあああああ……！」

　御厨が初めて感情を剝むき出しにして叫んだ。そしてなんと、僅わずかな隙すきをかいくぐり、陽子が足場として作り出した上空の力場を踏み台にして、陽子に向かって空中を疾しつ駆くしていく。高速で陽子に肉薄する御厨。陽子が再び光の剣で迎撃。御厨の拳こぶしと剣が火花を散らす。陽子が後方に足場を構成して跳躍。御厨は陽子の乗っていた足場に飛び乗って追跡。それを繰り返し、陽子と御厨は派手な空中戦を繰り広げる。正直、ついていけない。

「すげえ……」

　俺おれが呟つぶやいたまさにそのとき。

「う、うわっ……!?」

　上空三〇メートルのあたりで、御厨の飛び移ろうとした足場が急に消滅した。……考えてみれば、空中に足場を作り出しているのは陽子だ。作るのも消すのも自由自在。まさか最初から、これを狙ねらっていたというのか……！

「おしまい」

　陽子は重力に引かれ落下していく御厨に、さらに追撃をかける。今度は下り階段を駆け下りるように、重力を制御し落ちる標的へと疾駆。容赦なく高速の突きを繰り出す。

「くっ、わっ、わっ、ちょっ、こんなのっ！」

　御厨はどうにか身体からだを捻ひねったりして攻撃を躱かわすものの、反撃は出来ない。

「……あ、あと少し……っ！」

　陽子の猛攻をどうにか凌ぎきり、御厨の身体は、あと少しで地面に到達するというところまで落ちて来た。地面に着きさえすれば体勢を立て直せる。しかし。

　御厨の足が地面に着くか着かないかというスレスレの位置で、なんと再び、彼の身体が勢いよく上空に舞い上がった。陽子が御厨の落下地点に重力素子を呼び出し、落ちてきた身体をトランポリンのように再度吹っ飛ばしたのだ。

「いやああああああ────────ッ!?」

　悲鳴じみた絶叫を上げる御厨を見上げながら、陽子が地面に着地。そしてそこで、光の剣を消した。陽子は上空二〇メートルのあたりから落下してくる御厨を見つめ──

　凄せい絶ぜつな笑みを浮かべ、呟つぶやいた。

「────《蛇炎》よ」

　刹せつ那な。陽よう子この目の前に、龍のようにうねる巨大な炎が出現。御厨みくりやの表情が引きつる。

「──全身を灼やかれても、生きていられるかしら？」

　陽子の死刑宣告とともに御厨に向かって勢いよく突進していく炎の龍。

「や、やだ……！　こんなの嫌だよ……！」御厨の顔が恐怖に歪ゆがむ。「た、助けて……」命いのち乞ごいなど聞くわけもなく炎の龍は容赦なく獲物を吞のみ込む──……

　……──寸前で方向を変え、あさっての方向に飛んでいった。

　ぼてっ。

　痛そうな音を立てて、御厨が地面に激突。顔をしかめながら「あ、あれ……」と周囲を見回す御厨の喉のど元に、陽子の光の剣の切っ先が突きつけられる。

「まいった？　御厨」

　そう問いかける陽子の顔は……俺おれの知っている、いつもの冬ふゆ木き陽子のものだった。

「……ま、まいりました……」

　完全に戦意を喪失した様子で、御厨は頷うなずいた。
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　圧倒的な力量をもって御厨に勝利した陽子は、それきり彼には一いち瞥べつもくれず、ゆっくりと俺とユウの方に歩いてきた。

「陽子……お前、一体……」

　呆ぼう然ぜんと問う俺に、陽子は困った顔をして頰ほおを搔かく。そして、今度はユウの方に視線を移した。ユウもまた、俺同様に呆然としていたのだが、その理由は違うようだった。

「……えーとまあその、ゆースケ。心して聞きなさいな」

　陽子がぎこちなく口を開いた。

「……な、なんだ」

　硬い声でユウが聞き返す。

「えーと、まあ、その、なんですかね……なんと申し上げたらよいのやら……」

　陽子は、汚職事件の釈明会見をする政治家のように口ごもり……そして、ちょっとどころではなくシャレになってないことを言った。




「──なんか、あたしが、その……あんたの恋人の転生みたい……えへへ……」




　いや、えへへて。陽子さんや。

「…………」

「…………」

　重い沈黙が訪れる。

「…………はい？」と俺おれが言って。

　直後。

「「な、なにいいいいいいい────!?」」

　俺だけでなく、何な故ぜか近くの植え込みからそんな素すっ頓とん狂きような声が聞こえてきた。驚いてそちらを見やると、一目見たら忘れないような外見の二人の変人がいた。ウサギ頭の変人シドと、眼帯をした灰色の髪のメイドさんである。……誰だれだよあれ。

　気付かれたことを悟ったシドとそのメイドさんは、開き直ったか堂々とこちらに近付いてくる。戦おうというわけではなさそうだが……。

「詳しいお話をお聞かせ願えませんかな？　冬ふゆ木き殿」

　シドがまじめくさった口調で丁寧にお辞儀する。……街の住民に追い立てられて情けない悲鳴を上げていたくせに。

　陽よう子こはユウをちらりと見た。ユウは睨にらむように陽子を見て、黙って頷うなずいた。

「…………えーと、じゃあ説明するね？　さっきユウが連れて行かれそうになったとき、あたしの頭の中に、なんかあたしじゃない人の記憶が突然湧わいてきて……あ、完全に、っていうわけじゃなくて、本当に一部だけなんだけどね……。でも剣の使い方とか、魔術だとか、あたしが知ってるわけがないことが、まるで前から知ってたみたいに自然に解って、それから、ユウのことを大事に思う気持ちも、勿もち論ろんあたしの感情じゃないけど『知識』として一緒に頭の中に入っていて……あと、それから……その人が死ぬ間際に見たユウの泣き顔が、一番鮮明な記憶としてはっきりとあたしの頭の中にあるのよ」

　ゆっくりと、混乱を隠せない様子ながら、陽子が説明した。それからぽつりと、

「……あんな顔されたらねえ……あんたのこと、嫌いになれないじゃない……」

　何気なく、陽子はユウの頭に手を置いて、その銀髪をくしゃくしゃと撫なでる。

「……そ、そんな」

　呻うめくようにユウが呟つぶやいた。力ない笑みを洩らし、

「だ、だって……あのときたしかに、私の魔力を追尾する攻撃がセイジに……それで、だって、絶対に標的以外には当たらないって、だから……」

　それからユウはシドに詰め寄り、

「シドっ！　これはどういうことなのだ！　どうしてヨウコの中に私の魔力がある！　というか、何故セイジがエシュターだと勘違いしたのだ！　お前のせいだ！」

「い、いやまあ、その……」

　ユウの剣幕に、シドが目を逸そらす。しかしどこか楽しげなのは俺の勘違いか？

「考えられるとすれば……」

「すれば？」

「えーと……つまり……故障……魔導具《つきまとうものストーキングエツジ》の誤作動、ですなハハハ。……いやはや、なにぶん精密な道具でして……。いやあ……はっはっは、これはあとでしっかりメンテナンスをする必要がありますなあ」

　シドが誤ご魔ま化かすように笑う。笑って済むと思ってるのか。ユウが叫ぶ。

「わ、笑って済む問題かああああ────ッ！」

「ごめんなさい」

「謝って済む問題でもない！　このポンコツウサギ！　死ね！　今すぐ死ね！」

「はっはっは、まあ、過ぎてしまったことはこの際水に流すとして」

「……だからお前がそれを言うな……！」

　ユウが疲れた顔で言って……それから、陽よう子こと俺おれの顔を交互に見た。

「セイジは……エシュターではなかったのか……」

「そうみたいだな」と俺。

「……ヨ、ヨウコ……」

　頰ほおを紅潮させ、どこか熱っぽい目で、ユウは陽子の顔をじっと見つめる。ほんの数分前までは俺に向けられていた、熱い眼まな差ざしだ。陽子はたじろぎ、

「い、言っておくけど、あたしはノーマルだからね。百ゆ合り趣味もないから。ＢＬ一筋だから！　……ていうかそもそも、あたしはあんたのことなんて嫌いだからね」

「だが、私は好きだ」

　ユウはものすごくストレートに言い切った。

「争っていたのは誤解からだし……もともと、ヨウコのことは嫌いではなかった」

　あまりに真まっ直すぐなその視線に耐えかねたか、陽子は少し頰を赤くして顔を背ける。そして、俺と目が合う。その目が如実に「助けて」と訴えているので、

「諦あきらめろ」とアイコンタクトで返す。

「諦められるか！」

　おお、伝わった。目と目で通じ合ってしまった。と、そこで。

「セイジ！」とユウが鋭い声で俺の名前を呼んだ。

「な、なに」

「これまでのことは全すべて忘れろ！　いいな！」

「これまでのことって？　『私を食べて』とか？」

　ぼんっ！　とユウの顔が真っ赤になる。……これは照れか……それと怒りだな。あれだけ熱っぽく俺を誘惑してきたのに……勘違いだと判わかった途端にコレか。オトメゴコロは複雑だ。つーか、女なんて信用ならねえ……。……いやまあ、勘違いしていたのがあまりに恥ずかしいから、というのもあるのだろうが。

「やれやれ……これまた妙なことになりましたな」

　……妙なことになった最大の原因であるウサギ男がどこか楽しげに言った。

　…………まったく……本当に、よくわからないことになってしまったな……。

　俺おれの平和な日常は、いつになったら戻ってくるのやら……。








第三章　ハートフル【心以外の何もない】×ピュア【惨劇の一歩手前】







　目の前で腕を怪け我がした子供が泣いている。それを冷たい笑みを浮かべて正視する、もう一人の子供。その手には美術の時間に使ったナイフ。ナイフは血で濡ぬれている。同級生を刺したその少年の名は、霧きり村むら聖せい司じと言う。つまり──俺だ。

　人をナイフで刺して、バットで殴って、素手でも殴って。

　そうして、俺の日常はあっさり崩壊した。

　俺がまだ中学生の頃ころ──つまり、月光症候群が発症してこの街にやってくるよりもずっと前のことである。当時ひどいイジメ──と言っても、テレビで取り上げられるような、人が死んだりする本気で救いようのない陰惨でセンセーショナルな虐いじめにはほど遠い、ごく普通のいじめ、つまり集団でボコボコにされたり、教科書を燃やされたり、犬の糞ふんを無理矢理食わされたり、体育倉庫に一晩中閉じこめられたり、好きな子の前で全裸にされたり、まあそんな感じの──頑張ればなかったことに出来ると思える程度のいじめであった。

　だから俺は頑張った。

　俺をいじめていた連中を一人ずつ人ひと気けのないところに呼び出して、ナイフやバットや素手で、俺が受けた痛みのうちの何割かを暴力によって返済。ボロ雑ぞう巾きんのようにうずくまり怯おびえた目で俺おれを見る彼ら（ちなみに全裸）に、

「これでおあいこだよね。これからはイジメなんてひどいことをしないで、ボクと仲良くしてね」とお願いする。彼らは一人の例外もなく、震えながら涙を流すほど喜んで快諾してくれたのだが──

　まあ当然と言えば当然だが、俺の凶行はすぐに露見し、ほどなく俺の家族は引っ越すことになった。俺は自分のしたことを反省した。

　今度は、もっと上う手まくやろうと思った。勿もち論ろん、後悔はしていない。

　引っ越した先の街の生活はそれなりに上手くいっていた。目立たないように細心の注意を払って、虐いじめられることもなく、少なくとも表向きは普通に友達ができて、普通に勉強をして、普通に恋をして。ずっとこんな日々が続いていくのだと思っていた。

　しかし、そんな俺の思いを嘲あざ笑わらうかのように。

　高校一年の秋、俺は月光症候群を発症した。

　……初めは気のせいだと思っていたのだ。だって、そんな、

「自分が血を吞のみたがっている」なんて、受け入れられるわけがないじゃないか。一週間前くらいから気分が悪くなって、体育の授業とかで誰だれかの露出した肌を見るたびに「嚙かみつきたい」なんて考えている自分に気付き、でもきっとこれは思春期特有の性衝動みたいなもので、女の子だけでなく男子にも同様の衝動を覚えている自分は変態だなあと思いながらもどうにか納得させて……本能的に「これは吸血衝動だ」と理解している自分の脳のう髄ずいを誤ご魔ま化かして……「聖せい司じ、顔色悪いぜ」「霧きり村むら君、大丈夫？」なんて心配してくれた善良で人畜無害な仲間たちに自分の薄汚い内面を知られないよう必死になって……だが……楽しい楽しい文化祭の夜──月の綺き麗れいな晩だった──、フォークダンスで当時「ちょっといいな」と思っていた女の子と手を繫つないだその瞬間に。ついに《渇き》が爆発して、俺は──……。

　事件のあと、すぐに夜や光こう市に連れてこられ、俺の日常はまた崩壊したかのように見えた。家族とも友人とも引き離されて、きっと狭い病室かどこかに拘束され薬漬けの毎日を送るのだろうなあと、そう思っていた。それもいいかとも思った。けれど現実は違って……この街は、楽園だった。

　冬ふゆ木き陽よう子こや藤とう堂どう灯とう夜や、久く遠どうくおんや御厨みくりや槐えんじゆ。

　そんな普通でない人間たちが──かつて俺が住んでいた街ならば間違いなく迫害されていたような個性的な連中が、ごく普通に日常を送れるような楽園。個性的であることが許される世界。正確には、些さ細さいな個性パーソナリテイなど『吸血鬼ムーンチヤイルド』という強烈な属性カテゴリーの前に霞かすんでしまう世界。月光症候群万歳。ここでなら、俺は普通に生きていける。俺は正直、狂喜した。『異能が使えない』という、この街ですら浮いてしまう不安要素があるにせよ……俺は、この日常を精一杯楽しもうと思った。

　どんなことをしてでも、守ろうと思った。

「…………」

　……プールに行って色々あった日の翌日。精神的に参っていたからか、自分の薄っぺらな人生のダイジェスト版みたいなくそったれな悪夢を見て憂ゆう鬱うつな気分になりながら、俺おれは差し込む朝日によって目を覚ました。カーテンは閉めた筈はずなのになあ……そんなことを思いながら目をこすり、ベッドから起きあがろうとして──




　──……窓際に、ウサギが立っていた。




「グッドモーニング娘婿。、霧きり村むら聖せい司じ殿。可愛かわいい寝顔でしたぞ」

　そんな薄気味悪いことを言いながら近付いてくるシド。手に持っているのは──スタンガン。スタンガンをバチバチいわせながら近付いてくるウサギ男。

「な、なんでまだ俺を狙ねらうわけ!?」

　昨日は何もせずメイドの人と一緒に引き上げてくれたのに。しかも俺がユウの前世の恋人というのは誤解だったから、こいつが俺を襲う理由なんて無い筈なのに……！

「くくく……くくくくく……」

　こ、怖い……！　正直、超怖い。怖すぎる！　俺は一体どうなってしまうんだ。もしかしてこんなウサギの変人にナニをナニされてしまうのか。い、嫌だ、それだけは嫌だ！

「お覚悟を霧村殿！」

「ぎゃああああああああああああ──────────!?」
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　ほぼ同時刻。冬ふゆ木き陽よう子こは、逃げるようにして女子寮を出てきた。胸のあたりに冷たい感触を感じて彼女が朝起きると、何な故ぜか自分は上半身裸で、ネグリジェ姿のユウがベッドの横に立って陽子の胸に蜂はち蜜みつを垂らしていたのである。「エシュター……私はお前が女になっても愛してみせるぞ……」などとのたまいながら一生懸命身体からだに蜂蜜をかけてくるユウの鳩尾みぞおちを殴って気絶させ、慌てて着替えて部屋から出てきたというわけである。

「……あー……なんかべとべとする……あとで氷ひ川かわのとこでシャワー借りよ。……ほんとに困ったやつね……女でも見境ないなんて……。まあ、それだけ一いち途ずにエシュターって人のことを愛してるってことなのかもしれないけど…………ふはー──……」

　呟つぶやき、タバコを一服。朝早いので周囲には誰だれもいない……と思いきや。背後に人の気配を感じて振り返ると、一人のメイドがいた。灰色の髪と灰色の瞳ひとみに眼帯をしている。

「おはようございます、冬木陽子様」

　無表情でエプロンドレスの裾すそを持ち上げて丁寧にお辞儀するメイドに、まだ長いタバコを地面に落として陽子は身構える。

「あなた……昨日あのウサギと一緒にいた……」

「シズ、と申します。ユウ様のお世話をしております」

　陽よう子こは思考する。まさかこの女、あたしの命を狙ねらってきたんじゃあ……？　ユウを連れ帰るのが目的の彼女にとって、自分の存在は邪魔の筈はず……。

「そう警戒されなくても結構です。実は冬ふゆ木き様にお願いがあってやって参りました」

「……お願い？」

「はい。私の目的はユウ様に《庭園》へお帰りいただくこと。しかしユウ様は私たちの説得に耳を貸そうともしない……それもこれも……」シズの能面のような顔が一瞬だけ歪ゆがみ陽子を鋭い視線で射抜く。が、すぐに元に戻り、「……つきましては冬木様に、ユウ様を諦あきらめさせるお手伝いをしていただきたいのです」

「手伝い？」警戒は解かぬまま、陽子は聞き返す。「べつにあたしは最初から、ユウなんかと付き合うつもりはないけど」

「ユウなんかとはなんですか言葉に気をつけなさい小娘。六万羽のウサギに頭がおかしくなるまで輪りん姦かんさせますよ」

「……えーと、なんか言った？」

「いえ、なんでもありません」シズは淡々と続ける。「……冬木様には一刻も早く霧きり村むら殿を『げっと』していただきたく存じます。冬木様と霧村様が余人の立ち入る隙すき間まも無いほど仲なか睦むつまじい様子を見せつければ、さすがのユウ様も諦めるかと思いますので」

「そんなこと言われてもねえ……。ていうか、なんでそんな回りくどいことをするの？　力ずくで連れ戻すとか……あと……あたしを亡き者にするとか」

　挑発的に問いかけると、シズは首を振り、

「無理矢理連れ帰ってもユウ様はまた《庭園》を抜け出すことでしょう。それに貴女あなたを亡き者にするのも……エシュター様の記憶が甦よみがえった今では残念ながら困難ですので」

「……簡単だったら殺やるんだ……」

　呆あきれる。だが、確かに今の自分ならウサギやメイドなんかに負ける気はしない。

「……ま、あたしとしても霧村とラブラブになりたいのは山々なんだけどね……」

　出来るならとっくにやっている、と陽子は思う。

「ご心配なく。これをあなたに差し上げましょう」

　言いながら、シズは何やらポーションパックのようなものを陽子に差し出した。

「……なにこれ。コーヒーに入れて飲めとか？」

「コーヒーでもお茶でも構いません。……ただし、飲むのは霧村様です」

　シズは口の端を微かすかにつり上げ、

「……これは私の調合した媚び薬やくの一種です。これを飲めばたちどころに、霧村様は目の前の相手に恋に落ちることでしょう。そうなれば……彼はもう餓うえた野生のケモノ同然」

「ケ、ケモノ……!?」

「はい。冬ふゆ木き様はそんな霧きり村むら様をいかようにも調教なさりませ。……心も身体からだも。全部、冬木様の思いのまま」

　シズが耳元で囁ささやく。陽よう子こはまじまじと媚び薬やくを見つめ、

「そ、そんなステキな……あ、いや危険な……。つまり、いきなりキスされちゃったり、そ、その……押し倒されたりするかもしれないってことでしょ？」

　シズは頷うなずいた。陽子は媚薬をまじまじと見つめ、

「へえ……すごいじゃない……」

「それでは早速、霧村様とのデートに行ってらっしゃいませ。大丈夫、既に我々が全すべての準備は整えておきましたから……」

　シズはさらにたたみかけるように言って、邪悪っぽく口の端を歪ゆがませた。
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　気付くと、俺おれは繁華街の真ん中にある裸婦像の前に、キメキメの格好で立っていた。

「はっ……俺は何でこんなところに……」

　朝起きたらいきなりウサギ男がいて……あいつにスタンガンで気絶させられて……。

「あの不条理ウサギ男、一体なに考えてやがるんだ……」

　しかもこんな服……ジャケットにスラックス……なんでこんな暑苦しいものを……そもそも俺、こんなの持ってたっけ。苦手なんだよなあこういうキッチリした服って。チビには似合わないから。…………えーと……それからさらに致命的な疑問……この服、誰だれが着替えさせたんだろう……。あのウサギ……なのか。俺はウサギに服を脱がされ、あますところなく全てを見られてしまったのだろうか！

「そうだ……パンツ！　パンツはどうなってる！」

　パンツまで替えられていないかどうか確認すべく、がちゃがちゃとベルトを外そうとして──いきなり頭をゲンコツで殴られた。痛い。

「なにこんなところで脱いでるのよ！」

「あ、陽子……」

　そこにいたのは、冬木陽子。カジュアルな服装だが、どことなくいつもより大人おとなっぽい印象。あと、良い匂においがする。珍しく香水をつけているらしい。

「えへっ、待った？」

　何な故ぜか浮かれているような様子で、陽子は言った。明るいブラウンのミディアムヘアが、身体の動きに合わせて軽く揺れる。

「……いや、全然待ってないけど」

「お、なかなか感心な答えね。えらいえらい」

　そう言ってさわさわと頭を撫なでてくる陽子。……いや、彼女を待つどころか、そもそもどうして俺おれがここにいるのか解らないのだが。俺がそう言うと、陽よう子こは上機嫌に笑い、

「まあまあ、気にしない気にしない。あ、そうだ霧きり村むら、せっかく偶然にも運命的にもこんなところで会えたんだからさ、デートしようよ」

「偶然……運命……ね……」なんか激しく疑わしい。「……陽子……ひょっとして、シドとグルだったりする？」

「え？　なんのこと？」

　とぼける陽子。……ポーカーフェイスはそれなりに上う手まい。だが、状況から考えるにシドが俺を拉ら致ちってきたのと陽子がここに来たことに関係があることは間違いない。何を企たくらんでいるのかは知らないが、それに乗ってやる義理もない。

「……帰る」

　踵きびすを返し、陽子に背を向ける。……夜や光こう市は市庁舎を中心とする扇形をしており、学生街、商店街、住宅街、繁華街など複数のブロックに綺き麗れいに区分けされている。学園や学生寮のある学生街とここ繁華街は、学生に対する嫌がらせなのか市の端と端に位置している。歩きでは三時間ほどかかってしまうから、移動には普通、路面電車を使う。腹も減ったし……さっさと帰ろう。そう思って──……はたと気付く。

「……金がねえ」

　シドに無理矢理拉致されてきたから、財布を持ってないのだ。服のポケットを漁あさってみても、やはり財布は見つからない。あのウサギ野郎……！

「あーそういえばお腹減ったねー霧村。実はあたし、まだ朝ご飯食べてないんだ。霧村もまだなんじゃないの？　良かったら一緒に食べない？」

　陽子がものすごくわざとらしくそんなことを言う。

「……金が無い」

　振り返り、憮ぶ然ぜんとして言う。

「えー、それは大変だね霧村。良かったら奢おごってあげよっか？」

「……ありがたいけど断る。こうなったら歩いて帰る」

「いやーそれにしても今日は暑いわねえ。こんな暑いなか、ご飯も食べずに空腹のまま三時間も家を目指してえっちらおっちら歩き続けるのはすごく大変ねー」

「ぐ……」

　思わず呻うめく俺に、陽子はさらにたたみかける。

「ふっふっふ、今ならちょっと可愛かわいい女の子とデートするだけで、美お味いしいご飯が食べられて、電車代まで貸してもらえるかもよ？　合理的な思考が出来る人なら、どうすればいいのか解るわよねー」

　合理的な思考、たしかにそれは俺のモットーとするところでもある。いやしかし、それでも一応俺にもプライドというものはありまして……なんというかその……デート代を女の子持ちって……ヒモみたいじゃないか……。

　葛かつ藤とうする俺おれに、さらに陽よう子こは言う。

「霧きり村むらは、女の子のお金でご飯を食べたり女の子のお金で映画を観たり女の子のお金で服を買ったり女の子のお金で水族館に行ったり女の子のお金でゲームセンターで遊んだり女の子のお金でホテルに行ったりすればいいのよ。それがあなたの生きる道なの」

「ぐ、ぐおおおお……」

「冗談冗談。気にしなくていいのよ、あとでたっぷり身体からだで払ってもらうから。何もかもおねーさんにまかせなさいっ」

「……ますます気にする……つーか、誰だれがお姉さんだ……」

　心が折れそうになりよろめく俺の腕に、陽子は強引に自分の腕を絡ませた。

「ほらほら行こっ、霧村っ！」

「うう……」

　なすすべもなく引っ張られていく俺。不肖霧村聖せい司じ、どうやらこの年にしてヒモになることが決定したらしい。

「……どうでもいいけど陽子、腕に胸が当たってるんだけど」

　お約束として、指摘しておく。

「『きゃっ、ヤダ、霧村のエッチ！』ってはり倒すか、『あててんのよ』って不敵に笑うの、どっちが霧きり村むら的にクる？」












「……どっちも頭にくる」




　　　†　†　†




　そんな二人を密ひそかに監視する、二人の女がいた。赤いドレスの少女ユウと、眼帯無表情メイドのシズである。ちなみにシドも近くにいる筈はずだが、さすがにあのウサギは目立ちすぎるのでどこかに隠れている。

「むう……ヨウコのやつめ……私の手料理を食べないでどこへ行ったかと思えば、こんなところにいたとは……」

　不機嫌そうにユウが言った。

「ユウ様に隠れて逢あい引きしているところを見ると、あの二人は既に交際していると考えて良いのではないでしょうか」

　このデートを仕組んだ張本人であるシズが、無表情で言った。聖せい司じを拉ら致ちし、陽よう子こを聖司のいる場所まで誘導し。そして二人のデート現場を見せつけて諦あきらめさせるために、ユウを連れてきた。ユウは顔をしかめ、

「……そんなことはない。ヨウコはまだセイジを『げっと』してはいないと言っていた。だからあれはヨウコが無理矢理ここまで連れてきたに違いないのだ。セイジがヨウコについて行っているのも、きっと食事か何かに釣られただけだ」

「……さすがユウ様……勘は鋭い……」

「何か言ったか？」

「いえ、何も」

　感情の乏しい顔でとぼけるシズ。ユウは少し怪しそうな顔をしたものの、すぐに聖司と陽子の方に視線を戻し、腕を組んでいる二人の姿に目を見開いた。

「な……！　よ、ヨウコめ、あのような破廉恥な真ま似ねを……！　エシュターの転生ならば、もっと慎みを持ったらどうなのだ……！」

　先日の朝の陽子との言い争いや、昨日のプールでローレグで聖司に迫ったときの自分の所行などすっかり忘れて、ユウがそんなことを言う。

「くっ……む、胸をあんなに押しつけて……！　セイジにいきなり襲われでもしたらどうするつもりなのだ……！」

「それは好都合ですね」

「何か言ったか？」

「いえ、何も」

　尾行しながら、ユウは耐えかねたように、

「ああもう我慢ならん！　力ずくで止めてやる！」

「お待ちください、ユウ様」

　今にも飛び出していこうとするユウを、シズは押しとどめた。

「……邪魔をする気か、シズ」

「いえ、私はユウ様の忠実な僕しもべ。邪魔などとんでもございません。ただ……」

「ただ？」

「ユウ様直々にあの二人の妨害をなさる必要など無いとは思いませんか？何な故ぜならユウ様と冬ふゆ木き様は前世からの強い絆きずなで結ばれているのですから。それは昨日、ユウ様が曲くせ者ものに連れて行かれそうになったときに前世の記憶が甦よみがえったことからも明らかです」

「そうだ。エシュターは生まれ変わってもなお、私を守ろうとしてくれたのだ」

　誇らしげに、少し頰ほおを染めてユウは言った。

「く……ユウ様の心を誑たぶらかしたエシュター・ハミルトン許すまじ……」

「何か言ったか？」

「いえ、何でもございません。……ともあれ、ユウ様とエシュター様の間には、何人たりとも立ち入ることなど出来はしません。ならばユウ様。ユウ様がわざわざ妨害をなさらずとも、あの二人が結ばれることなどありはしない、ということになりませんか？」

「そ、そうだ。その通りだ。私とエシュターは運命で結ばれているのだからな。ヨウコ……じゃなくてセイジごときモヤシ男など何の障害にもならない」

　昨日まであれだけ熱心に迫った男をモヤシ呼ばわりである。ともあれ、シズはユウの言葉に深く頷うなずき、淡々と言う。

「つまりユウ様。万が一、霧きり村むら様と冬木様が結ばれてしまった場合──あるいは既に現在進行形で愛し合っていることが発覚した場合は、ユウ様と冬木様は別に運命の恋人でも何でもないということでよろしいですね？」

「な……！　え、え……!?」

　混乱し絶句するユウに、シズは淡々と続ける。

「先ほどユウ様御自身が仰おつしやったではありませんか。霧村様が自分達の間に入ることなどあり得ないと。では、もしもそのあり得ないことが起きた場合、その前提が間違っていたことになり、ユウ様と冬木様の絆は所しよ詮せんその程度だったということになります」

　ほとんど詭き弁べん同然の強引な三段論法である。しかしユウはその論理展開が無む茶ちや苦く茶ちやであることに気付かない。

「む……むう……でも……しかし……」

「おや？　まさかユウ様は、ご自分の言葉を覆すおつもりですか？　ユウ様のエシュター様への信頼など、上辺だけの言葉だったというわけですか？」

「そ、そんなことはない！」

　慌てて首を振るユウ。シズは微かすかに口元を笑みの形に歪ゆがめ、

「それでは、もしも冬ふゆ木き様と霧きり村むら様が愛し合っていることが判明した場合、エシュター様のことは諦あきらめて大人おとなしく《庭園》に戻る──そういうことでよろしいのですね？」

「で、でもその、エシュターにだって一時の気の迷いとか……」

「つまりユウ様はエシュター様のことを全面的に信頼はしていないと？」

「くっ……！　そんなことは……そんなことはない……」

「でしたら、問題ありませんね？」

「……ああ」

　かくてユウは見事にシズに丸め込まれ、ずっと聖せい司じと陽よう子このデートをただ見守るだけになってしまった。

「御しやすいお方……そこが可愛かわいいのですけどフフフ……」

「何か言ったか腹黒メイド！」

「いえ、何も」
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「で、どこか行きたいところでもあるのか？」

　ハンバーガーショップで適当に朝食を注文して腹を膨らませ、俺おれは陽子に尋ねた。

「んー、これといって決めてないかな」

「だったらさっさと食ってさっさと帰ろう」

　俺が至極まっとうな提案をすると陽子は頰ほおを膨らませ、

「それじゃデートにならないじゃない」

「じゃあ、どうやったらデートになるんだ」

「え？　どうやってって……」陽子が虚を衝つかれたような顔をする。「そりゃあ、えーと、一緒にご飯を食べたり、一緒に買い物をしたり……」

「そんなの、べつに普段からやってないか？　学校帰りとかにも」

「だからそれもデートなのよ！　あたしと霧村は普段からデートをする仲なの！　つまりいつの間にかカポーになっていたのよ、カポーに」

　カップルをそんなウザい感じに発音するな。

「……ちなみに俺は、藤とう堂どうとも一緒にファミレスに行ったり買い物に行ったりゲーセンに行ったり映画を観に行ったりするぞ。割と頻繁に。これもデートか？」

「そ、そうよデートよ！」

　うわ、開き直って断言しやがった。しかもそのことで妙な妄想力が働いたのか、

「……言われてみれば藤堂×霧村ってのもなかなかアリかもしれないわね……うふふ……うふふふふ……じゅるり……あ、霧きり村むらってば……そんなエッチな顔で……うふふ、我慢せずにイっちゃえばいいのに……」

　……具体的にどんな桃色ビジョンが脳内に流れているのかは想像したくもないが、何やらろくでもないことを考えていることだけは確かなようだ。

「まったく……お前はいつもいつも……」

「そんなあたしのことが好きなんでしょ？」

「うわ。なんでそういうことになるのか理屈がわからん……アホじゃないか」
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　ユウとシズは、仲なか睦むつまじげにハンバーガーを食べる陽よう子こと聖せい司じを少し離れた席で監視していた。磨すりガラスのせいで二人の顔は見えないが、動きだけは一応判わかる。

「くううう……んもぐ！　あんなふうにいちゃいちゃイチャイチャ……は断じてしていないが、そんなふうに見えるような気もする感じでいちゃついて……んぐもぐもぐ……！」

　悔しげに呻うめきながら、ユウはすごい勢いでハンバーガーを口に詰め込んでいく。もちろん甘い蜂はち蜜みつをたっぷりかけながら。蜂蜜はどんな料理にでも合う素晴らしい調味料だ。エシュターにこの魔法のエキスを教えられて以来、ユウはほとんどの食べ物に蜂蜜をかけて食べるようになった。《庭園》から持ってきた唯一の手荷物である腰に提げたポシェット、魔導具《秘密がいっぱいシークレツトガーデン》の中には、数百本を超える蜂蜜のチューブが入っている。

　メイドを引き連れた銀髪の美少女が蜂蜜をかけてハンバーガーを貪むさぼる姿はかなり人目を引いていたのだが、本人は気付かない。幸い、聖司と陽子も気付かない。

　眼帯メイドのシズも、

「こんな下品な食べ物をユウ様のお口に入れるなど……」などと顔をしかめながら無表情でハンバーガーを囓かじり、一瞬だけ驚いたような顔をする。

「おや……これは……なかなか……。しかしこんな柔らかい牛肉ととろけるようなチーズをあろうことかパンに挟んでしまうなんて……まさに神をも恐れぬ所行……。そこの貴方あなた、シェフを呼んでいただけますか。それとこの店で最も高い赤ワインを大至急」

　店員を呼びつけ無む茶ちやなことを言うシズを横目に、ユウは陽子と聖司の会話に聞き耳を立てる。離れているので部分的にしか聞こえないのだが……。

「霧村……そんなエッチな顔で……うふふ、我慢せずイっちゃえばいいのに……」「まったく……お前はいつもいつも……」「……あたしのことが好き……？」「う……ん……そう……理屈……じゃない……」

　……なにやらとんでもない会話が交わされていることだけは確かなようだ。

「くっ……セイジ……！　昨日まではヨウコに迫られたらあんなに迷惑そうにしていたのに……二人きりだとこんな破廉恥な……！　まさか私を騙だましていたのか……！　……おのれ……もしも私のヨウコに手を出したら……殺してやるぞ……」

　苛いら々いらしながらハンバーガーをがっつくユウ。どうしてか、とてつもなく苛々する。聖せい司じが陽よう子こに甘い言葉を囁ささやくのを聞いたらとても不愉快な気分になった。迫っているのは陽子で、聖司はもはや自分とは何の関係もないただの一般人Ａの筈はずなのだが……。

「……ふん……だがしかし、陽子にはエシュターとしての記憶があるのだ……！　聖司への気持ちなど一時の気の迷いに過ぎないと、必ず気付いてくれるはず……」

　そうなれば、あんな小男などこっぴどく振られるに違いないのだ。ざまあみろ。

「いいからシェフを呼びなさい。私は一言、このご馳ち走そうへの讃辞を述べたいだけなのです。それのどこに問題があるというのですか」

「ですからお客様……」

　無表情で店員に絡むシズを無視して、ユウは乱暴にポテトに蜂はち蜜みつをかけるのだった。
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　ハンバーガー屋を出たあと、俺おれたちは何となく映画館の方に足を運んだ。理由は単に、近いからというだけ。そういえば奥の方で騒いでる客がいたみたいだったけど……まったくはた迷惑な客もいたものだ。

　それはともかく、映画だ。……ハンバーガーの代金もそうだったけど、陽子のお金で映画を観るというのもやはり微妙な気分である。

「霧きり村むら、何か観たいやつある？」

　俺の悩める男心など気付かず……というか多分気付いていながらも無視して、映画館の前で陽子が尋ねてきた。この街唯一の映画館である《白びやつ虎こ座ざ》は十本以上の映画を同時に上映している大きな施設なのだが、入ってくる映画は経営者の方針なのか割とマイナーなものが多い。……まあ、外の世界でどんな映画がヒットしたのかといった情報はほとんど入ってこないのでマイナーとかメジャーとかを正確に判断することは出来ないのだが、なんとなくそういうのは映画から伝わってくるものだ。……とはいえ、暇人の多いこの街である。マイナー作品ばかりの映画館でもそれなりに客は入っているようだ。つまらない映画でもそれなりに客が入ってしまうからこそ上映する映画のチョイスが微妙な感じになっているという悪循環なのかもしれない。

「観たい映画……ねえ……」

　現在上映されている中でそれなりに面白そうなのは……えーと……ヤクザ映画にポルノ……これは論外として……アニメにホラー……うーむ……相変わらず微妙なラインナップ。……まあ、無難なのはこのハリウッドアクションかな。主演も知ってる俳優だし。

　俺がそれを伝えると、陽子は「えー？　これの方が良くない？」と、恋愛モノっぽい邦画を挙げた。「これにしよう。はい、これに決定！」

「……まあ奢おごられる立場の俺おれに反論の権利はないけどさ……だったら訊きくなよ……」

「なに言ってんのよ！　もしも霧きり村むらがあたしと同じ映画を選んだら、『きゃーあたし達って気が合うかも！』とか言って嬉うれしい気持ちになれるじゃない！」

「俺は別に嬉しくないけど」

「またまた照れちゃってー。このツンデレめー」

「だからデレてない！」

　そんなことを言いながら、チケットを買い館内に入る。飲み物とポップコーンを買って、適当な席に座る。

「恋愛映画……霧村と恋愛映画……うっし……！」

　隣で何な故ぜか拳こぶしを握りしめる陽よう子こ。なんか武者震いをしているようだ。……そういえば、陽子と映画に来たときはいつもアクションか任にん俠きよう映画だったか。

「霧村。あたしは映画に見入って、自然と霧村の手を握ってしまうかもしれないから、そのときは自然に握り返すこと。あと、左手は必ず肘ひじ掛けの上に置いておくこと。なお、ポップコーンを食べて指をべろべろ舐なめたりしないよう注意。ＯＫ？」

「はいはいおーけーおーけー」

「うむ、聞き分けがよくて大変よろしい。いーこいーこ」

　にこにこ顔で、陽子は俺の頭をさわさわと撫なで回した。

「……だから頭なでるのやめろって」

　椅い子すに座っているため逃げられず、げんなりしながら俺が言う。と、そこで上映時間が来たらしく照明が消され、ざわついていた館内が徐々に静かになっていく。

　入り口にあった無料配布のパンフによると、内容は高校生の少年と幽霊になった幼なじみの少女との純愛ラブストーリーらしい。純愛ね……。純愛じゃないラブストーリーってどんなものだろうとふと思った。ストーカーもペドフィリアもネクロフィリアも基本的には純愛だしなあ。純愛って言うと綺き麗れいに聞こえるかもしれないけどむしろ純愛だからこそウザいってこともあるのだとつい昨日まで前世からの純愛に迷惑していた俺は思う。……それにしても、幽霊ってなあ……。幽霊なんて非科学的なものが現実にいるわけがないだろうに、そんなラブストーリーに感情移入など出来るのだろうか。吸血鬼ムーンチヤイルドが何を言うかという話だが、吸血鬼はれっきとした生物だが幽霊は生きていないという点で、同じ化け物でもその本質はまったく異なり──

「霧村、ごちゃごちゃうるさい」

「……すいません」

　どうやら口に出していたらしい。……いやその。俺はどうも、映画とかドラマとかを観ながらツッコミを入れてしまうタイプらしく……ウザがられるので気をつけよう……。

　そんなこんなで、映画が始まった。
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　聖せい司じと陽よう子この座っている席の少し後ろで、シズとユウは二人の様子を窺うかがっていた。

「フフフ……チャンスですよ冬ふゆ木き様……。この暗闇に乗じてあの薬を……」

「何をぶつぶつ言っている？」

「……いえ、このような暗いところで霧きり村むら殿と冬木殿は一体なにをなさるおつもりなのでしょうかと」

「映画とやらを観るに決まっているだろう」例によって蜂はち蜜みつをかけたポップコーンを口に放り込みながら、無理に淡々と言うユウ。「……そんな、暗闇に乗じていかがわしいことなんて……するわけが……」

「しかしユウ様。この映画は何やら幽霊などという非科学的なものが出て来る、子供だましで陳腐な物語の模様です。あえて二人で逢あい引き──」

「逢い引きって言うな」

「……男女二人で遊びに来たときに観るほどのものとは思えません。それが証拠に、客席にいるのは私たちを除けばカップルばかり……。つまり映画はただのムード作りのための小道具……。あくまでも目的は……」

「イチャイチャラブラブチョメチョメすることでしょうな、間違いなく。くくく、果たしてこの映画が終わるまでに……霧村殿と冬木殿は清い身体からだでいられますかな……？」

　不意に後ろから聞こえてきたそんな怪しい含み笑いの主は、死ぬほど怪しいウサギ頭の男、シドであった。

「……何の用だ、シド」

　不愉快そうに顔をしかめ、ユウは振り返らずに聞き返す。

「ははは、そろそろ決着がつく頃ころだと思いましてな。ユウ様をお迎えにあがったというわけですよ。一時間以内に雰囲気に吞のまれチュウをするに百万ペリカ、そのあと気分が高まって映画そっちのけでいちゃつき始めるに百万ガバス」

「……ふん。私はヨウコを……エシュターを信じる」

　そんなこんなで映画が始まった……──。
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　──……そして映画が終わった。スタッフロールが終わっても俺おれたちはしばらくその場を動かなかった。……が、突然。

「あああああああ！　なんで寝ちゃうかなああたしは!?」

　目を開けて状況を理解した陽よう子こが、いきなり頭を抱えて嘆いた。……この女、ポップコーンを食べ終えたすぐあと、映画が始まって三十分も経たたないうちに寝やがったのだ。まあ、俺おれとしてはへんなちょっかいを出されずに済んで万々歳なのだが……。

「陽子、もう一度この映画を観るんだ。これは素晴らしい映画だった」

　俺が言うと、陽子は嫌そうな顔をして、

「えー？　やだよあんな退屈な映画……」

　そんな失礼なことをのたまった。

「……あの映画の中には現代人の忘れてしまった純愛があった。ああ良い話だった」

　二時間ずっと感動しっぱなしだったが、特にクライマックスで美み晴はるが消えるところの裕ゆう樹きの顔ときたらもう……やべ、思い出すだけで泣きそうになる。最近観た中でもまれに見るヒットだった。……それを途中で寝るとは……まったく許し難い。俺がもしも付き合うとしたら、こういう映画で感動できる純情な乙女がいいな。だから陽子は論外。

「霧きり村むらさあ……ひょっとして映画観て泣いちゃった？　やんっ、かーわいーっ」

「な、泣いてなんかないぞ……いるもんか……」

　……からかう陽子に、憮ぶ然ぜんとして答える。……正直な話、俺はこの手の物語に弱い。つまり純愛とか、家族愛とか、友情とか……。

　人間は、自分が持っていないものに憧あこがれる。手に入らないものこそ欲しがる。

　自分には決して手に届かないものだと解っているからこそ。

　それは眩まぶしく──涙が出るほどに眩しく映るのだ。

「さーてと、お昼ご飯は何にする？」

　妖よう怪かい『余韻ぶち壊し女』が笑顔で尋ねる。

「別に何でもいい」

「それじゃ、歩きながら考えよっか」

「……そうだな」

　俺は頷うなずき椅い子すから立ち上がり、一人すたすたと歩き出す。

「……あちゃぁ……ちょっと失敗しちゃったなあ……。うーむ……こうなったら……やっぱりアレを使うしかないかな……」

　陽子が後ろで何か呟つぶやいているが……ま、どうでもいいか……。
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「ふう……」

　映画が終わるまでずっと二人の挙動を監視していたユウは、何事も無かったことに安あん堵どの吐息を漏もらした。シドがその後ろで肩をすくめる。

「まったく霧きり村むら殿は奥手というかヘタレというか……隣で美少女が無防備な寝顔を曝しているというのに何もしないとは。ここは空気を読んでチュウの一つや二つかますのが男というものだと小生は主張しますぞ。小生がかつて流浪の旅をしていた頃ころは何人もの女性と浮き名を流したものです。噓うそですが。小生は生まれつき執事」

　一方眼帯メイドのシズはというと……泣いていた。普段は能面のように無表情な顔を思い切り歪ゆがませ、グレイの瞳ひとみはウサギのように真っ赤になっている。

「……うう……ぐすっ……子供だましなどと言って申し訳ありませんでした……これは素晴らしい芸術作品です……大人おとなの鑑賞にも耐えうる……いえ、むしろ大人にこそ観て欲しい感動的な作品でした……！　百万人が泣いたというキャッチコピーなどどうせ虚偽に過ぎないと思っていましたがこれは紛れもない真実です……たとえ誇大広告だったとしても私が百万人分泣きます！　うう……うううう」ハンカチでちーんと盛大に鼻をかむ。「うぅ……切ないです……最後に美み晴はるが消えてしまうところなんてもう……もう……それにそのときの裕ゆう樹きの表情ときたら……！　ああ思い出すだけでまた涙が……！」

「はっはっは、相変わらず涙もろいですなあシズ殿は」

　シドがからかうように言うと、シズは赤面して慌てて涙を拭ぬぐい、

「お黙りなさい。あの映画を観て泣かないなど、人でなしです」

「まあ、小生はウサギですゆえ。……くくく……しかし今どき自己犠牲的な死でお涙頂ちよう戴だいなど……流石さすがに浪花なにわ節ぶしの国ですな。……ああそうそう、そういえばどこかの童話だか神話で、餓うえた旅人のために自ら炎の中に飛び込んだウサギの話がありましたな。流石の小生も、あの話には涙を流さずにはおられませんでした。あまりに滑こつ稽けいで笑いが止まらず。……ああ、思い出すだけでまた笑い涙が」

「鬼ですか貴方あなたは！」

「ウサギです」

「お前たちうるさい」

　ユウは漫才をする二人にげんなりしながら言った。陽よう子こと聖せい司じの動きが気になって映画の内容などまったく頭に入ってこなかったのだが……とりあえず、ロマンチックなＢＧＭが流れて少年と少女がキスをしていたところだけは覚えている。

「おっと、二人が出て行きますぞ。……それでは小生はまた遠くから見守ることにいたしましょう」

　シドが去っていく。

「永遠に戻ってこなくて結構です。……ではユウ様、見失わないよう我々も」

「……ん。そうだな」

　頷うなずき、聖司と陽子の方を見る。早足で歩く聖司を、

「待ってよ～」などと言いながら陽子が追う。どうやら聖せい司じは少し不機嫌なようだ。そのことでホッとしている自分に気付き、ユウは不思議に思う。

　陽よう子こが強引に聖司と腕を組む。そのことでユウの気持ちはざわつく。もちろん自分というものがありながら他ほかの男にべたべたくっつくことに対する苛いら立だちだ。間違いない。べつにその相手が聖司でなくても、同じように腹が立つに違いないのだ。間違いない。




　　　†　†　†




「で、結局お昼どうしよっか。ホットドッグでも食べる？」

　隣を歩く陽子が言った。俺おれたちがいるのは映画館から三十分ほど歩いたところにある大きな公園で、騒がしい場所の多い繁華街エリアの中では例外的に静かな場所である。

　湖では水鳥たちが泳ぎ、遊歩道には心地良い風が吹き木の枝葉を静かに揺らす。公園にはホットドッグやクレープなどの出店が点在しており、時折風が美お味いしそうな匂においを運んでくる。昼飯どうしよっかなーなどと言いながらぶらぶらしているうちに、結局こんなところまで来てしまった。

「まあ、俺は別にそんなにお腹空すいてないし。お前が食べたいなら別に何でもいいけど」

「おおう……なかなかポイント高い発言」

　そんなことを言って陽子は笑顔を見せた。

「ちなみにあたしが食べたいのは、き・り・む・ら♥」

「死ね」

「はいはい。それじゃ、お昼はホットドッグにけってーね」

　ちょうどすぐ近くにホットドッグの店がある。ちょっと離れたところには、空いているベンチ。陽子は俺の手を引いて出店まで歩き、ホットドッグを二つ買って俺に渡し、

「ちょっと待っててね。あたし飲み物買ってくるから。コーラでいい？」

「オレンジジュース」

　素直に答えると、何な故ぜか陽子は笑い、

「りょーかい。霧きり村むらの好きなのはオレンジジュース、と……」

「べつにオレンジじゃなくてもいいけど……炭酸が苦手なだけだ」

「おっと、霧村の意外な萌もえポイントを一つげっとー」

　嬉うれしそうに……本当に楽しそうに、陽子は鼻歌を歌いながら歩いていく。俺はため息を吐つきながら、ホットドッグを持ってベンチへと歩く。

「あ、先に食べててもいいからねー」

「そうする」







　　　†　†　†




「さて……」

　聖せい司じのいるベンチから少し離れたところの自販機で、紙コップ入りのオレンジジュースを買い、陽よう子こはポケットから、シズにもらったポーションパックを取り出した。自分の中にごく一部だけ存在するエシュター・ハミルトンとしての記憶に、僅わずかだがシズのことも『知識』として存在する。それが確かなら、彼女は魔術薬の調合を得意としていた。そのシズが作ったという媚び薬やくならば……恐らく効果は確かなものなのだろう。

　使うのはちょっと怖いような気もするが……聖司が野生化して興奮して自分の前で淫みだらな姿態を曝してくれるというのは想像するだけで鼻血が出そうになるし、それに何より、このままでは聖司との仲が全然進展しないだろうという焦りもある。

　ずっと聖司にアタックし続けて気付いたのだが、どうもあの少年、陽子に気がないというよりは、他者と必要以上に深い関係になるのを努めて避けているフシがある。そんな相手の深いところに踏み込むには、既成事実を作ってしまうのも一つの手だろう。

「それじゃ……いきますか」

　パックのフタを開ける。中にはなんか緑っぽいどろっとした感じの液体が入っていた。

　ジュースなんかに入れたら、色や味でバレるのではないか。心配しながらも、恐る恐る紙コップに媚薬を注ぐ。すると濃い緑の液体は、ジュースのオレンジ色にすぐにかき消された。これなら少なくとも見た目では判わからないだろう。

「よし……！」

　一人頷うなずき、陽子はジュースを持って聖司のいるベンチへと早足で歩いていった。
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　ユウとシズは、聖司の座っているベンチから少し離れた茂みの陰に隠れていた。

「フフフ……ついに使いましたね冬ふゆ木き殿……さあ、あとはそれを霧きり村むら殿に吞のませれば……」

「何をごちゃごちゃ言っているのだ……。シズ、今日は独り言が多すぎるぞ」

「申し訳御座いませんユウ様。しかしそれもそろそろ終わりかと」

「……はあ？」

　妙に自信ありげなシズの態度を訝いぶかりつつ、ユウは聖司の監視を続けた。
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「お待たせー」

　俺おれが出来るだけゆっくりホットドッグを食べていると、しばらくして陽よう子こが戻ってきた。その手には、紙コップが一つ。

「……あれ……お前の飲み物は？」

「ん？　ああ、あたしはいいの。喉のど渇いてなかったし」

　……となるとこれは、俺は自分のジュースを買わせるために陽子をパシらせたということになるのではないか。しかも代金は陽子持ちだし。……駄目だ、ますますヒモっぽいというかちょっと男として、いや、人として恥ずかしい。

「金は帰ったら必ず払うから。映画代も朝食代もポップコーン代も」

「え？　いいよべつに。今日はあたしの奢おごりだって言ったじゃない」

「……いや、これ以上ヒモを続けると自分で自分が許せなくなりそうだから……」

「んー……まあ、そこまで払いたいんなら仕方ないけど……」

　俺の切実な思いが伝わったようで、陽子はどうにか頷うなずいてくれた。

「とにかくこれ。さ、ぐびっといっちゃえ」

「さんきゅ」

　陽子がジュースを差し出してきたので受け取ろうとすると──

「あ、ちょ、ちょっと待って」

　いきなり陽子はジュースを引っ込めた。俺の手は虚むなしく空を切る。

「……なんだよ？」

「いやそのまあ、アハハハ、とりあえずジュースはそれ全部食べちゃってからね」

「……？」

　なんでそんなことにこだわるのか意味が解らず、首を傾かしげる。陽子はコップの中をじっと見つめて、何やら「うーん」などと唸うなりながら考え込む様子を見せる。

「……ジュースの中に何かあるのか？」

「いやいや、そんなことはないわよ全然。ただ、ミルクがコーヒーに溶けていく様子を見ながら哲学的な思索に耽ふけっていただけよ」

「……オレンジジュースだけど」

「イメージとしてはコーヒーなのよ」

　……むう、難解すぎる。陽子の思考回路が難解なのは今に始まったことでもないが。

「さてと、あたしも食べよ」

　ジュースを横に置き、陽子はホットドッグを食べ始める。口に押し込むような豪快な食べっぷりである。

「……そんな慌てて食わなくても……」

　呆あきれながら、俺も引き続き食事。うむ。ジューシー。と、不意に陽子が食べるのをやめてホットドッグをじーっと見つめながら、ぽつりと、

「ねえ。このソーセージと霧きり村むらのアレってどっちが大きい？」

「ぶ──っ！　ゲホッ、ゲホッ！」噴いた。気管に入った。

「あー、何してるのよ霧村。汚いわねえ」

　……お前がいきなりアホなことを言うからだ。……まったく……どういう思考回路になっているのか本気で解らない。

「ほら、霧村じっとして」

　陽よう子こはハンカチを取り出して、躊躇ためらいもなく汚れた俺おれの服を拭ぬぐう。さらに、

「あ、ほらケチャップついてる」

　そんな感じで口元も拭ふく。……あまりにも自然だったため、抵抗することすら忘れていた。お子様か俺は……。顔が赤くなるのが自分でも判わかった。

　そんな俺を、陽子はどこか年上の女性を思わせる大人おとなびた表情をして、それから悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「……うん……これでよし。……やっぱり霧村は世話が焼けるねえ。ま、そこが可愛かわいいんだけどさ」

「だからお前が変なこと言うから……」

「はいはい。そういうことにしといてあげるわよ」

「そういうことにしておくもなにも、事実だっつーの」

「はいはい、全部あたしのせいでちゅねー。せーじくんは全然悪くないでちゅねー」

「ぐっ……」

「あはは、やっぱり霧村は面白いわ」

　そう言って悪戯っぽく笑う彼女の眼まな差ざしは何となく……恋をしている男に向ける目というよりは、姉が弟をからかうときのそれを思わせた。

　そういえば、俺がこの街に連れてこられて間もなくの塞ふさぎ込んでいた時期も、陽子があれこれ世話を焼いてくれたっけ。それ以上に迷惑もかけられたけど。考えてみると、俺は陽子の家庭環境や出身地など、夜や光こう市に来る前のプロフィールを全く知らないのだった。

　……まあ、だからといって詮索する気もないのだが。自分がされて嫌なことは、人にしちゃいけないな、うん。

　陽子はハンカチをしまったあと、なおも俺のことを微笑みながらじーっと見つめてきた。なんとなく居心地が悪くて、俺は急いでホットドッグを口に押し込み、

「ほら、食べ終わったからジュースくれ」

　すると陽子はハッとした顔をして、ジュースを俺から遠ざけ、

「あ、ちょ、ちょっと待って、やっぱりこれは駄目よ！　駄目なジュースよ！」

「いや、オレンジジュースに駄目も何もないだろ」

「おおっと！　霧きり村むら、その発言は全国のオレンジジュース愛好家を敵に回したわよ!?　オレンジジュース道は奥が深いんだからね！」

「あっそ。……ならお前が飲めば？　俺おれもそこまで喉のどが渇いてるってわけじゃないし」

「いや、それはその……アレだから……駄目なジュースだから。やっぱり捨てないと」

「捨てるくらいなら俺が飲むよ」

「だから駄目だってば！　えーとその……じ、実を言うとさっきこのジュースに間違って指を突っ込んじゃったのよ！　つまり霧村がこのジュースを飲むってことは、あたしに指フェラするのと同じってことよ！」

「指フェラとか言うな。つーか、どう考えても違うし！　だってお前、もしもそれが指フェラになるんだとしたら、例えばラーメン屋で運ばれてくるとき店員の指がつゆの中に入ったラーメンを食べたら店員に指フェラしたことになるんだぞ」

「そうなるのよ！　つまり私たちは知らず知らずのうちにラーメン屋の店員さんに指フェラしてることになるわね。きゃーエッチ！」

「無む茶ちや苦く茶ちや言うな！　ていうかこんな真っ昼間っから卑ひ猥わいな単語を連呼させるな！」

「だったら大人おとなしくジュースは諦あきらめなさいよ！」

　陽よう子こはホットドッグの残りを無理矢理口に押し込んだあと、強引に俺の腕を摑つかんでベンチから立たせ、ジュースをベンチに置いたまま早足で歩き出した。

　……ちなみに。実は陽子の指を舐なめたことなら、何度かあったりする。陽子が俺の指舐めたことも何度も。……まあ、指というか、正確には血なのだが。これは病気のせいなので、仕方ないと思う。別に……エロくない。
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「おやおや……あんなに楽しそうにイチャイチャと……」

　聖せい司じと陽子がベンチに座ってホットドッグを食べているのを見ながら、シズが淡々と、ユウの不安をわざとあおり立てるように言った。

「……さあ……冬ふゆ木き様……早くそのジュースを霧村様に飲ませるのです……」

「くう……！」

　ユウはシズの呟つぶやきに気付くことなく、じっと二人を見つめる。

　陽子が何かを言って聖司が食べていたものを噴き出し、陽子はそれを嫌がりもせず、むしろ嬉うれしそうに汚れた服をハンカチで拭ぬぐう。それは恋人同士の戯れというよりはむしろ母親と子供、姉と弟という印象ではあったのだが、いずれにせよ親しげな光景であることには間違いない。

　……それに、母や姉も、ユウにはいない。だから正直、今の聖司のシチュエーションは羨うらやましいというか今すぐにでも代わってほしい。

　聖せい司じがホットドッグを食べ終わり、陽よう子こからジュースを受け取ろうとして、しかし陽子が急に手を引っ込めてしまう。ユウにはそれが仲の良いじゃれ合いに見える。

「冬ふゆ木き様……どうしたというのです……！　さあはやく……！」

　ユウの胸に、不安が急激に充満していく。

　……実を言うと、解ってはいるのだ。

　陽子はエシュター・ハミルトンの転生体である。それは間違いない。また勘違いということがないように、彼女が寝ている間にこっそり《探知》で魔力をチェックしたし。

　だがしかし。転生体であること、陽子がエシュターの記憶を持っていることは、必ずしも『陽子＝エシュターである』ということを意味しない。

　陽子はエシュターの記憶も持っている、というだけだ。だから、自分以外の人間を好きになったところで、何の不思議もない。さらに言えば、陽子は女なのだ。自分と恋に落ちてくれる可能性はほとんど無い。

　そんなことは……ユウだって解っている。理屈では解っているのだ。だがそれでも。理屈を超えたところで……信じたいと思う自分がいる。エシュターを信じたい。運命を信じたい。絆きずなを信じたい。愛を信じたい。それは……間違っているのだろうか？

「解らないよ……なんで……なんでこんなに苦しいのだ……！」

　転生体と巡り会えた瞬間に、お互い一気にあの頃ころの気持ちが甦よみがえってきて、それでそのままハッピーエンドになるとずっと思っていた。だからこそ長い眠りにも耐えられた。

　それなのに。最初はあのバカウサギのせいであろうことか転生体を間違えて、しかもようやく本当の転生体が判わかったと思ったら今度は霧きり村むら聖司に想おもいを寄せる女だった。彼女が転生体と判る前のいざこざで、彼女にはすっかり嫌われてしまったみたいだし。

「ほんとに……サイアクだ」

　唇を嚙かみしめ、ユウは俯うつむく。胸が苦しい。ワケのわからない焦燥感で口の中がカラカラだ。今にも泣いてしまいそうになる。もういい……もうこんな尾行はやめにしたい……。

　これ以上親しげな二人の姿を見ていたくない……。

　と、そのとき。陽子が聖司の腕を摑つかみ、歩いて行ってしまった。

　ユウとシズは、慌ててそのあとを追う。不意にユウの視界に、二人の座っていたベンチが映る。その上には、何な故ぜか中身の残ったジュースが。ちょうど良い。少し喉のどの渇きを潤すことにしよう。そう思い、ユウは無造作にその紙コップを手に取り、

「あ、ユ、ユウ様それは……！」

　焦って止めようとするシズの声は間に合わず。

「ん……ん………ぷはー」

　ユウはコップの中身を一気に飲み干してしまった。……シズが調合した、魔術の秘薬が入ったジュースを。

「な、なんてこと……」

　シズの頰ほおを、一筋の汗が伝う。そんな彼女の方を、ユウが振り返った。

　ユウは、まるで酔っぱらっているように頰を紅潮させ、どんよりした目でシズの顔をじっと見つめてくる。

「あ、あの……ユウさ……ま……？」

　顔を引きつらせ、恐る恐るシズが言うと、ユウは、

「──んふ……」

　目を細め……どことなく淫いん靡びな印象のする微笑ほほえみを浮かべた。そしてそのまま、シズの身体からだにしなだれかかる。

「んー……いい匂におい……シズ……好き……」

「え、そ、そんなユウ様……わ、私もユウ様のことをお慕いしております──って、こ、こんなところでそんな、あ、やめて、ど、どこを触っているのですか……そんな……ああ……でもユウ様の手……ユウ様の手が私の身体をぉ……！」

　顔を真っ赤にしながら、それでいてどこか嬉うれしそうにシズが悲鳴を上げる。そんな彼女の様子を面白がるように、ユウが、まあその、色んなところを、舐なめたりだとか、胸元だとかスカートの下だとか、まあ色々危険なところを、撫なで回したりとか……。












「わ、私、あ、駄目、ほんとに、ゆ、許してくらさいユウ様……私は複雑な作業をするのに都合が良いように、い、色々と敏感に作られているのです……！　だ、だから、そんなふうに、されては……私で、遊ぶのはぁ……！」

「んふ……可愛かわいがってやろう……」

ユウが耳元で囁ささやくと、シズの全身から力が抜ける。抵抗をやめたシズの身体からだをユウは弄もてあそぶ。それはもう。たっぷりと。クリティカルな感じに。エロティックに。ミックスしてエロティカルな感じで。

「あ、ユウ様……あああ、いけません……んぁ……んふ……やんっ、そんなところに、手、手を入れ……ああっ、も、揉もまないで……わたし、を、そんな……ち、力が抜けて……きもちよくて、なんだか、え、えっちな、気分に……ん、んぁああ──……」




　　　†　†　†




　公園を出てほどなくして、再び繁華街の喧けん騒そうの中に出る。

「なあ、今度はどこに連れて行く気なんだ？」

　俺おれが尋ねると、陽よう子こは「んー」と少し考えたあと、

「……まあ、今日はそろそろ帰ろっか」

　笑顔でそう言った。

「ほー、意外とあっさり。てっきり朝まで付き合わされるものかと思ってた」

「え？　付き合わせてほしいの？　だったら喜んで」

「いや、勘弁してください……」

　すると陽子はくすっと楽しそうに笑って、

「ま、引き際をわきまえるのも、恋の駆け引きには大事だからねー」

　……だからそういうことを本人の前で言うなって。

「それにまあ、今日のデートは突発的なイベントだったから。今度はもっと計画を練っていかないとね。ていうか、次は霧きり村むらがエスコートしてよね」

「そのうちな」

「うん。おねーさん期待してるわよー」

　そう言って、陽子はくしゃくしゃと俺の頭を撫なでた。その顔は本当に純粋に嬉うれしそうな、俺なんかに向けられるには勿もつ体たいないほど真まっ直すぐな、名前の通り太陽みたいな笑顔で。

　その……不覚にも……抱きしめたいな、とか、思ってしまった。
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　仲なか睦むつまじげに繁華街を並んで歩く二人の様子を、すぐ近くの低いビルの屋上から見つめる怪しい人影があった。ウサギ執事──シドである。

「さてそれでは、茶番はこのへんで終わりにいたしましょうかな」

　一人呟つぶやくシド。シズの立てた計画は『聖せい司じと陽よう子こが仲良くしているのをユウに見せつけて諦あきらめさせる』というものだったが……正直言って、甘すぎる。ユウは確かにシズに丸め込まれて口では二人が付き合っていたら諦めると言ったが、いざとなったらそんな口約束など平気で無視して抵抗するに違いない。あの娘が理屈で物事を割り切れるような大人おとななら、そもそも千年間も冬眠して死んだ恋人の転生を待ち続けたりしないのだ。あの腹黒メイドは、小細工を弄ろうすることに夢中でそのあたりをまるで解っていない。

　ならば方法は一つ。事故に見せかけて二人を……霧きり村むら聖司はともかく、せめて転生体である冬ふゆ木き陽子は始末する。事故ということに対してユウが疑いを抱いたら、そのときは　《コミュニティ》の仕業ということにすればいい。都合のいいことに、昨日もプールでエンジュという刺客に襲われた。疑いをそちらに向けるのは簡単だ。

「では、ユウ様とシズ殿が来る前にさっさと終えるとしますかな」

　そう呟き周囲を見回すシドの目に、ちょうど都合のいいものが映る。

　繁華街の一角にある、一つの建設中の建物である。完成後にはブティックや居酒屋などが入ると思われるごく普通の雑居ビルであり、そのこと自体はべつにどうでもいい。

　問題は、その建物が造りかけであったという事実──さらに言えば、ちょうど地上から三〇メートルほどの位置に、重たい鋼材の束が吊り下げられていたというその事実──。

　そして。霧村聖司と冬木陽子は、今まさに、じゃれあいながらそのビルの前を通りかかるところなのであった。

　シドが無造作に、きわめて作業的に、鋼材を束ねていたワイヤーめがけてナイフを投とう擲てきする。ぶつり、と金属製のワイヤーが切断される。鋼材は一秒ほどぐらぐらと空中で揺れて、やがてがらがらと音を立てて地面に落下していった。
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　俺おれたちは、路面電車の停車駅のある方へと歩いていく。

　……なんだかんだ言って、今日の『デート』はそれなりに楽しかったかな……映画も感動的だったし、ホットドッグも美う味まかったし。

　吞のん気きにそんなことを思いながら。呆あきれるほど吞気に……こんな日がずっと続くなら、陽子と恋人とやらになるのも悪くないな、とか。そんなお気楽なことを。こんな日常がずっと続いてほしいとか。そんな、夢みたいなことを。ユウとか、シドとか、御厨みくりやのことなんてすっかり忘れて。そんな、馬ば鹿かみたいな幻想を夢想した。そういうことを考えるたびに世界に裏切られてきたのに、いつまでも学習しない、馬ば鹿かな、俺おれ。

　突如。

　そんな馬鹿な俺に、幾度目かの警告を与えるかのように。




　がらがらと、世界が裏切る音が響いた。




「──ッ！　危ない霧きり村むら!!」

　隣を歩いていた陽よう子こがいきなり顔を強こわ張ばらせて叫び、俺を思いきり突き飛ばした。

「うわっ!?」

　ムーンチャイルドの馬鹿力で三メートルほど吹っ飛ばされ、無様に地面を転がる。

「なにす──」

　るんだ……と起き上がり抗議の声を上げようとして……絶句。陽子の頭上五メートルほどの位置に、純色の鋼材が幾つも浮かび上がっている。陽子は引きつった笑みを浮かべ、青ざめた顔で頭上に力場を展開させ、鋼材の落下を防いでいる。

「てへへ……これはちょいと……か弱いあたしには重すぎかなぁー……」

　苦しげに呻うめき、陽子はそれでも俺に対して微笑ほほえみかけた。俺は叫ぶ。

「なにしてる！　早く逃げろ！」

　人間数人分の重さは優にあるであろう重たい鉄の塊を支えている、あれだけ広範囲で高密度の力場……どう考えてもそう長くは保もたない。ムーンチャイルドのタレントはそこまで万能ではないのだ。体力の消耗は激しいし、あまり使いすぎるとすぐに《渇き》──即すなわち吸血衝動に襲われてしまう。反射的にタレントを最大出力で使用した陽子はかなり凄すごいが……早く離れないと危険すぎる。それなのに。

「……あー……霧村……あ、あんまり……話しかけないで……集中切れちゃうとこれ……マズすぎなのよね……」

　……どうやら、動くことすらままならないらしい。ヤバい……！

「だ、誰だれか……！」

　陽子と同じようなタレントを持つ人間はいないのか！　鋼材を一瞬で粉々に砕いてしまえるような破壊力のある技が使える人間はいないのか……！　光のロープで鋼材を再び縛ってくれる奴やつはいないのか！　周囲を見回すも、異変に気付きこちらを遠巻きに眺める人間はいても、陽子を助けようと進み出てくれる者は誰もいない。

　脳内でシミュレート。陽子を助けに飛び出す。陽子をその場で押し倒して衝撃から彼女を庇かばう。危険すぎる。変なブーメランに腕を差し出すのとはわけが違う。ダメージを回復出来ない可能性が高い。死ぬ危険性が高い。そんな風に冷静に分析している自分に腹が立つ。何か方法はないか何か方法は、俺が死ななくて陽子も助かるそんな最良の方法、どちらも軽い怪け我がくらいで済んでしまう冴さえたやり方はないか、急げ、見つけろ、早く、その答えを、急がないと、急げ、考えろ考えろ考えろ考えろ考えろ────・・……・…




　──……考えているうちに、全すべてが手遅れになった。




「ん……くあ……っ……！」

　陽よう子こが力尽きて、極彩色の重力フィールドが霧散する。ガラガラとものすごく派手な音を立てて、宙に浮いていた鋼材が地面に落下してくる。五メートルの高さから重力に引かれた幾つかの鉄の塊が、顔を引きつらせた陽子の身体からだに直撃し、押し潰つぶす。

「ひぎ……ぃっ！」

　押し殺した悲鳴を上げて、陽子は激痛に顔を歪ゆがませた。

「陽子ぉっ!!」

　叫び、彼女に駆け寄り──俺おれは言葉を失った。足があり得ない方向にねじ曲がり、脇わき腹からは大量の量の血がダラダラと流れ、肩がよく見ると半分潰れており、そこからも血が、血が血が、……目に見えないところでもきっと、骨折や出血や内臓破裂をしていたりすることは想像に難くない。

　俺は急ぎ、何人かの通行人と協力して、彼女の上から鋼材を取り除いた。……が。いかにムーンチャイルドの身体能力とはいえ、ここまで徹底して全身を痛めつけられては致命傷だということを、俺は悟っていた。

「あは……」

　微かすかに目を開け、陽子は俺の顔を見ると、そんな風に微笑ほほえんだ。何な故ぜだ。何故笑う。どうしてそんなボロボロになっているのに笑える。捨て身でお前を助けるどころか、助けようとすらしなかった──つまり、見捨てた俺に、どうしてお前はそんな風に笑う。

「……いやあ……相変わらず……、きり、むらの、……泣きそな顔は……萌もえるわぁ……うぇっへっへ……」

「喋しやべるな陽子……！　すぐに救急車が来る！」

　そんな、気休め。

「……だいじょぶ……だってば……あたしは、死なない、から……」

　その言葉が強がりでしかないことは、彼女が一番よく解っているのだろう。だって、顔色はどんどん悪くなって、もう土気色だ。なんで喋っていられるのか解らないほど。なんでそうまでして、最後の気力を振り絞ってまで俺なんかと口をきくのか、解らない。

「くそったれ……！」

　俺は世界を呪のろう。どんなに気をつけていても、どれだけ頑張っても、現実はいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつもいつも冷酷に残酷に不条理に俺おれから日常を奪う……！　いい加減にしやがれ畜生……！

「……なか…ないで……よ……」

　虚うつろな目で陽よう子こが俺を見て、掠かすれた声を漏もらす。

「──けほっ……」

　そして血を吐いた。内臓がやられているのがはっきりした。

「……あー、あは……これは、あれ、だから……タバコの吸い過ぎ、だか……ら……」

「んなわけないだろ……」

　陽子はなおも弱々しく笑う。血に濡ぬれた紫の唇を微かすかに震わせ、

「……だから……なかないで、よぉ…………あんたが、なく……と、おねえちゃん……かなしいから……」

　……認識が混乱しているのだろうか、それとも走馬灯でも見ているのか。陽子の目は、俺を通して違う誰だれかを映しているかのようだった。俺の知らない、記憶の中の誰かを。意識が朦もう朧ろうとしているのが傍はた目めにも判わかる。これは……ほんとに……まずいな……。

　俺に何か出来ることは……何かないのか……！

「そうだ……せめて血を……！」

　陽子に言わせれば、俺の血は普通の血よりも美う味まいらしい。俺自身にはよく判らないのだが。……まあ、市販の血液パックの血よりも、あまり機会はないが人肌から直接吸う新鮮な血液の方が美味いというのは事実である。

　だから。

　陽子に美味しいものを食べさせて、元気になってもらおう。

　──ガリッ！

　俺は自分の手首に思い切り歯を突き立てて、嚙かみ千切る勢いで強引に歯を抉えぐり込んだ。

　ぶしゅっ！

「──つっ！」

　……「痛い」というか、むしろ「熱い」感覚とともに、俺の右手首から派手に血が溢あふれだした。痛みはあまりない。この程度の怪け我がでは、俺は全然死ねないということだ。

　口内には自分の血の味が広がる。自分の血を美味いと思ったことはあまりない。ごく普通の鉄てつ錆さびの味。血液には嘔おう吐と作用があるので、普通に気持ち悪くなるだけ。

「あ……きり……むら……なにを……」

　もはや陽子の目は開いているのか閉じているのかも判らない。

　俺は鼓動が脈打つたびにズキズキ痛む自分の手首を、陽子の口元に近づける。

「ほら、一気に吞のんじゃえ、ぐびっと」

　努めて軽い調子で俺は言った。そして、陽子の口の中に血液を流し込む。早くも傷口が塞ふさがってきたので、左手の指先を抉るように突っ込んで再び傷口を広げる。うえぇ……気持ち悪い。気持ち悪い。気持ち悪い……！　痛みはないのに痛いし怖い。目を背けたい。せめて目を瞑つむってやりたい。けれどそれは出来ない。何な故ぜならこれは、罰でもあるのだから。自分の手で自分の傷口をかき回す、その気持ち悪さを脳のう髄ずいに叩たたき込め。眠りにつくたびに陽よう子この無惨な姿とこの厭いやな感触に魘うなされて最悪な夢を見ろ。そんなんじゃきっと、今の陽子が感じている痛みには全然足りないんだけど……これが俺おれが俺に出来るせめてもの罰だ。何も出来ない自分に対する罰だ。

「……あ、これ……」

　口の中に血液を流し込まれた陽子が、僅わずかに目を開ける。

「美う味まいか？」

　無理矢理笑顔を作って問いかける。陽子は「ん……」と僅かに頷うなずき、ちろりと舌を出した。傷口の周りに舌を這はわせて、味わうようにくちゅくちゅと口の中で転がして吞のみ込む。それからさらに陽子は、舌を、俺の傷口の中に突き出すようにして入れてきた。

「……ひぐ……っ!?」

　神経の内側で蛇が這い回るような強烈な異物感に、思わず身震いする。肉の裏側に陽子の舌が入ってきて、俺を内部から犯してくる。なんだこれ、なんだこの感覚──！　泣きそうだ。気持ち悪いのか気持ちいいのか判わからない。頭が真っ白になる。射精寸前なのに精道を押さえられているかのような感覚が身体からだ全体を駆けめぐり、気が狂いそうになる。

　とろり──

　横たわったままなので、少なくない量の血液が陽子の口元から溢あふれて首筋や胸元に流れ、それが妙な妖しさと艶なまめかしさを醸し出す。陽子の舌の動きが激しくなる。暴力的なまでに激しく舌を這わせ傷口を押し広げ、血管から血を吸い出し、恍こう惚こつとした表情を浮かべるようになる。ああ──……この唇に触れたい。キスをしたい……抱きたい──……瀕ひん死しの陽子相手にそんなことを考えている自分に嫌悪感。俺が死ねばいいと思う。陽子の代わりに俺が死ねばいいと思う。何故あのとき飛び出さなかった霧きり村むら聖せい司じ。お前なんか、冬ふゆ木き陽子と比べたらミジンコみたいな価値しかないクズだろうが！

「ん……んはぁ──……」

　陽子が喘あえぎにも似た柔らかい吐息を漏もらす。……よかった……美味しいものを食べたおかげか、顔色が少し……いや、かなり良くなっている。土気色だった顔に生気が戻り、目も性的な興奮に濁っているがはっきりと見開いている。

「……ぁ……んちゅ……ン……はぁ……んぁあふ……ンァんっ……！」

　陽子が「いやいや」をするように頭を動かし、勢いよく血を舐なめる。

　…………えーと……いや……その……疑問が。

　……ちょっとこれ、いくらなんでも回復しすぎじゃないか？　……顔色が良くなるどころか……それどころか、なんと、通常とは正反対の方に折れ曲がっていた筈はずの陽子の右腕がびくんと動き、しっかりと力強く俺おれの腕を摑つかんだではないか。

　と、そこで陽よう子こもその異常……というか正常さに気付いたらしい。血を吸うのをやめ、

「あ、あれ……？　動かせる……」

　不思議な顔をして、腕を上下に動かす。……な、なんでこんな短期間で骨折まで治るんだ。いかにムーンチャイルドの回復能力が優れているとはいえ、骨折などの大怪け我がをしてしまったらさすがに回復まで数日はかかる。それなのに。

「あれれ!?　治ってる!?」

　骨折どころか内臓も幾つか破裂していてどこをどう見たところで致命傷だった筈はずの冬ふゆ木き陽子は、あろうことか、立ち上がった。全身を血に染めた凄せい惨さんな姿にもかかわらず、顔はいつもの元気な女子高生そのものである。本当に大丈夫かどうか確認するように手足をぶらぶらさせて、間違いなく完治していることを確信する。

　そして陽子は興奮した様子で、

「霧きり村むらぁっ！」

　歓喜の叫びを上げ、俺に飛びついてきた。

「あ、ああ……良かったな……うん……その……治って……」

　現実認識が追いつかず、頭が全然動かない。なんだこれは……こんな……まるで奇き蹟せきみたいな都合のいいことが……この不条理な世界で。起こるわけが。ないのに。

「もしかして……陽子の前世と関係があるのかな……」

　俺が呟つぶやく。というか、そうとしか考えられない。

「あっ、なるほど……そうかもね。……でもまあ……ここはひとつ、愛の奇跡ってことでいいんじゃない!?　じゃない!?」

　満面の笑顔を浮かべて、陽子はそう言った。

　愛の奇跡、ね……。…………それもいいかと、俺は思った。
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　血ち塗まみれで抱き合う霧村聖せい司じと冬木陽子の様子を上からこっそりと眺める、一人の人物がいた。シド……ではない。シドがいるのとは別のビルの屋上に立つ、黒いフード付きのパーカーに黒いジャージという黒ずくめの服装に身を包んだ、目が隠れるほど前髪の長い、いかにも「キレる十六歳」みたいな、暗い雰囲気の若者。夕ゆう月げつ学園二年Ｄ組のクラス委員にして《コミュニティ》に所属する《試作型プロトタイプ》、御厨みくりや槐えんじゆである。

　御厨はユウ達と同じく、今朝からずっと、聖司と陽子のことを尾行していたのだ。

　御厨の目的は──二人の暗殺である。

　昨夜《コミュニティ》に、プールでのいきさつを説明したところ、上からの返事は、ユウの捕獲任務には近いうちに応援を寄越す、そして自分の正体を知られた霧きり村むら聖せい司じと冬ふゆ木き陽よう子こは、速やかに、そして秘密裏に殺害せよ、とのことである。要するに、自分の失敗のツケは自分で払えということらしい。

　仕方なく二人を尾行して暗殺のタイミングを窺うかがい、しかしめんどくさいので幾度か好機があったにもかかわらずずっと手を出さずにいたら、いきなりビルから鋼材が落ちて陽子を潰つぶしてしまった。おかしなこともあるものだと驚いたのだが、自分で手を下さずに事故死してくれたのは好都合。そう思って様子を見ていたのだが、何な故ぜか陽子は、遠目からも致命傷だと判わかる負傷から回復してしまった。

　結局、自分で始末するしかないらしい。どうせ陽子だけでなく聖司も殺すことだし。

「……ああ……めんどくさいなあ……」

　嘆きながら、御厨みくりやはパーカーのポケットから無造作に、黒光りするＬ字型の小さな鉄のカタマリ──拳けん銃じゆうを取り出した。御厨は戦闘能力は高いが一撃の殺傷能力は低いので、仕方なく持ってきたのである。別に魔導具ではない、人間の手によるごく普通の銃。なんだかんだ言って、これは大抵の魔術や魔導具よりも人を殺すのに適している。

「めんどくさいなあ……引き金を引くのめんどくさい……弾が出るときに顔をしかめちゃうけどそのとき頰ほおの筋肉を動かすのがめんどくさい……」

　一人ぶつぶつ呟つぶやきながら拳銃をじっと見つめる御厨は、完全にアブない人であった。

　……まず、人ひと混ごみにまぎれて戦闘能力の高い陽子を銃撃。それからすぐに《結界》に陽子と聖司を閉じこめ、瀕ひん死しの陽子にトドメを刺してから雑ざ魚こである聖司を始末。死体は回収用の魔導具（内部の空間をねじ曲げて、見た目より遙はるかに大量の物を詰め込める不思議な袋である）を用いて処理すれば証拠は残らない。

「さてと……それじゃあ……お仕事しようかな……めんどくさいけど……」

　呟き、ビルの屋上から飛び降り、一気に接近して銃を撃とうとした、そのとき。




「────うふふー。おイタをしてはダメですよー？」




　非常識なほどにのんびりした、柔らかい美声が後ろから聞こえた。

「……ッ！」

　たとえ相手が足音を殺しても気配を察知できる自分が後ろをとられたことに、御厨は少なからず動揺した。それからさらに、その声に聞き覚えがあったことにも驚いた。

「それにしてもあのウサギさんには困ったものですねえ。まさかあんなことをするなんて思いませんでしたー。よーこちゃんには痛い思いをさせてしまってごめんなさいです。……だからわたしは、せめてこっちだけでもどうにかしますねー」

「…………。氷ひ川かわ、さん……？」

　振り返ると、そこには地面に届きそうなほど長い黒髪が特徴的な美少女──クラスメートの氷ひ川かわ真ま那なが立っていた。

「うふふ……よーこちゃんを尾行する自分を尾行している人がいるなんて、さすがのえんじゅくんも気付かなかったみたいですねー。……ところでそんな、てっぽーなんて危ないもの、高校生が持ってちゃいけませんよー。不良さんになってしまいますよー？」

　穏やかな笑みをたたえ、真那はあくまでもおっとりとした口調で言う。まったくのいつも通りで……それが御厨みくりやには、ひどく不気味に思えた。

「あとですねえ……いくら命令とはいえ、クラスメートを殺そうとしちゃうのはどうかと思いますねえ……。短い間とはいえ、一緒に勉強する友達じゃないですかー。えんじゅくんって、大人おとなしそうに見えて意外とやんちゃさんなんですねー」

　……どうやら、彼女は自分の正体を知っていると見て間違いないようだ。となればやはり……殺すしかないのだろう。聖せい司じと陽よう子こは後回しにして、まずは氷川を殺やる……。

「めんどくさいけど……ね」

　御厨がほとんど目にも留まらぬ動きで銃口を真那の方に向け──……る前に。

　しゅるり──

「……ッ！　う、動かない……」

　真那の髪の毛が瞬時に五メートル以上も伸びて、御厨の腕に絡みついた。恐るべき速さである。髪はまるで手、あるいは蛇のように、器用かつ不気味に動き回り、御厨の手から拳けん銃じゆうを奪い取った。そういえば彼女のタレント【憂いの美女ラプンツエル】は、『髪の毛を伸ばす』というものだった。こういう《束縛》系統の能力とはあまり相性が良くないのだが……。

「負けないよ……」

　御厨は己の《奇蹟顕見能力タレント》、【王様は独りぼっちオンリーロンリーグローリー】を発動させる。輝きを帯びた右手にちょっと力を込めてやると、まるで凍り付いたように真那の髪の毛が途中でぽきりと折れて、御厨の腕が解放される。

「あらあら……」

　なおも吞のん気きそうに真那は笑う。次の瞬間、彼女の髪が再びすごい勢いで伸びてきて、巨大な蛇となり御厨を襲う。だが、これならば右手で捕ほ捉そくできる……！

　しかし、御厨がそう思うが早いか。さっき途中で切断されて地面に転がっていた筈はずの髪の毛の束がいきなり空中に浮かび上がり、まるで意思を持っているかのように後ろから飛びついて、御厨の全身を縛り上げた。右腕はガチガチに固められ、動かない。

「な……!?　髪の毛が……い、生きてる……!?」

「うふふふ。だって、髪は女の命って言うじゃありませんかー」

「それ、絶対にこういう意味じゃない。普通の髪の毛は空に浮いて自律行動したりしないし……ああツッコミ入れるのめんどくさい……」

　もがきながら、御厨みくりやは言った。真ま那ながゆっくりと近付いてくる。

「ねえ、えんじゅくん。お願いだから、もう二度と私の友達には手を出さないって約束してくれないかなあ？」

　可愛かわいらしく小首を傾かしげる真那。しかしその眼まな差ざしは信じられないほど深く黒く、何を考えているのかまったく読めない。御厨は戦せん慄りつに身体からだが竦すくむのを感じた。

「くうっ……！」

　苦し紛れに、自由に動かない右手から光の散弾を発射するものの、その弾丸は真那に届く直前に粉々に散る。どうやら不可視の障壁か何かを身に纏まとっているらしい。

　ぎゅっ、と、全身を拘束する髪の束縛が強まる。一部では服が裂け、刃物のように肌に食い込む。……このままでは全身をバラバラにされるという恐怖が襲う。

「ひ……ぁはっ……ぅう……！」

　不意に、首筋にまとわりつく髪に刃物のような冷たさが宿った。自分の命はこの女の気分次第だという現実にわななく。

「……た、たすけ、てぇ……」

「うふふふふふ──……ねえ、えんじゅくん。もう一度だけ言うね？」

　だけ、を強調する真那。それが最後の通告であると、言外ににおわせる。












「よーこちゃんとせーじくんには、手を出さないでほしいな？　お・ね・が・い。もちろん他ほかの人にも。とにかくこの街でケンカしちゃイヤなの。わかるよねー、えんじゅくん、おりこうさんだから。つまりねえ……──言うこと聞いてくれないと、ミンチにしちゃうゾ？」

　ゾッとするほど冷たい笑顔の氷ひ川かわ真ま那なに、全身に冷や汗が浮かぶのを感じながら……御厨みくりやは目に涙を浮かべてこくこく頷うなずいたのだった。
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　ユウとシズが聖せい司じと陽よう子こをようやく発見したとき、陽子は血ち塗まみれになって倒れていて、聖司がその場で泣いていた。ユウは、なすすべもなく立ち尽くすばかりだった。

　それから聖司がいきなり自分の右腕を嚙かみちぎって、その血を陽子に吞のませたら……何な故ぜか陽子が元気になってしまった。

「もしかして……陽子の前世と関係があるのかな……」

　聖司がそんなことを呟つぶやいた。

「あっ、なるほど……そうかもね。……でもまあ……ここはひとつ、愛の奇跡ってことでいいんじゃない!?　じゃない!?」

　陽子がそう言って笑った。……だが、エシュターの記憶があるからといって、あれだけの大怪け我がから短時間で回復する理由などどこにもない。だから……。

　ユウは思う。思ってしまった。

　だからこれは──陽子の言うように、『愛の奇跡』なのかもしれないと。これではさすがに、もう認めるしかない。聖司と陽子は、愛し合っているのだと認めるしかない。前世の恋人であった自分の入り込む余地などどこにもないのだと、認めるしかなかった。

　涙がそっと頰ほおを伝い──……

「ぅ……ぅ……ぅうう……」

　嗚咽おえつが漏もれる。泣くもんか、泣くもんかと思っているのに、どんどん涙は溢あふれてくる。

「ユウ様……」

　シズがそっと、ユウの身体からだを抱き寄せる。

「ぅぅ……！　うううううう…………」

　ユウは声を押し殺して泣く。抱き合う聖司と陽子に気付かれないように。

　……と。そこで。不意にすぐ近くで、声がした。

「あー……盛り上がっているところ、まことに申し訳ないのですが──」
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「あー……盛り上がっているところ、まことに申し訳ないのですが──」

　聞き覚えのある声に振り向くと、感動に水を差す天才、怪人ウサギマンがこちらに歩み寄ってきた。何な故ぜかその近くにはユウと、昨日プールにいた眼帯メイドさんが抱き合っていたのだが……それはまあいいか。俺おれは陽よう子こから手を離し、シドに詰め寄る。

「おいあんたなあ！　あんたのせいで今日は──」

「しゃーらっぷ霧きり村むら殿。今はそのような些さ事じを気にしている場合ではありま千円」

　ちっちっち、と指を振るウサギ。うわぁ……むかつくなあ……。

　シドは周囲をきょろきょろ見回し、

「ま、ここではアレですのでどこか適当な場所へでも」

　……たしかにここは目立ちすぎる。モロに惨劇の舞台って感じだし。

「ささ、冬ふゆ木き殿、こちらを」

　いつの間に用意したのか、シドはものすごく自然な、まるで普通の執事のような動作で血ち塗まみれの陽子にコートをかけてやり、さらにハンカチで彼女の口を拭ふいた。

「あ、ありがとう……」

　戸惑いながらも、陽子はシドに礼を言う。

「いえいえ礼には及びませぬ、小生は執事。執事といえば紳士。誰だれに対してもジェントルメンであれというのが小生のモットーでしてな、はっはっは」

　……なんかむかつく。こいつに正しいことをされるとすごくむかつく。
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　近くにあった店のトイレで陽子の服をどうにかしたあと、俺たちは近くにあったビルの屋上まで移動した。俺と陽子はウサギに抱きかかえられて一瞬で屋上までジャンプ。ユウはドレスから翼を生やして空を飛んだ。……何故かアスファルトの上に髪の毛が散らばっていたり血けつ痕こんがついていたりして、かなりホラーチックなのだが。

「よし、ここなら誰もいないな。……それでシド。話を聞かせてもらおうか」

　ユウが淡々と言った。が、少し無理をしている感じがする。……何故か俺たちと合流時に泣いており、それが恥ずかしいようだ。まあ、こいつ及びシズという名前らしいメイドさんがあの場にいた理由はあとで聞かせてもらうとしよう。

「それでは、今明かされる信じられない真実を小生の口よりお話しいたしましょう……」

「わざとらしく重々しい語り口とかにしないでいいから、さっさと喋しやべれ」

　俺が言うとシドは何故か「くくく」と笑い、「まったく無粋ですな霧村殿は」などといちいちむかつくことを言ったあと、

「ではお話ししましょう。冬木殿が大怪け我がからすぐに回復したその理由──それは霧村殿の持つ《奇蹟顕見能力タレント》によるものです」

　そんなことを、あっさりと言い切った。

「その力の名は【無間地獄ストロベリーフイールド】。血を与えた者の異能の力を増幅させたり、その者の傷を、たとえそれが致命傷であったとしても癒いやしてしまう、究極の後方支援スキルです」

　シズがハッと息を吞のむ。

「【無間地獄】……！　まさかそんな……！　御主人様をして『危険すぎる』と異界の奥底に封印せしめたあの奇き蹟せきを、この少年が持っていると……？　《試作型プロトタイプ》の中にすらその使い手は一人も生まれたことがないという話でしたのに……」

　……おいおい……なんか……すごいっぽいぞ？　俺おれのタレント。自分の自然治癒力や筋力を高めるというタレントはあっても、他人を対象にしたものは過去に例が無かった筈はずだ。……やばいな……なんか嬉うれしくなってきちゃったよ。と、喜ぶその前に。

「なあ。前々から気になってたんだけど、その《試作型》ってのは何なんだ？」

　シドが答える。

「まず《試作型》とは、ユウ様や御厨みくりや殿をはじめ、一般に伝承などで『吸血鬼』と呼ばれている方々のことを指します。その《試作型》を生み出し、また、彼らや人間達の扱うあらゆる魔術や超能力──即すなわち《奇蹟》を開発したのが《原型アーキタイプ》。人間がこの地上に文明を築く遙はるか以前から存在する超越的存在。ユウ様の父君であり小生らの主、『蛇遣い』もその一人です。そして、原因は解りませんが十五年ほど前から人間達の間に発生するようになったのが、霧きり村むら殿や冬ふゆ木き殿ら《ムーンチャイルド》ということになります。ちなみに小生やシズ殿は《擬似生命アンドロイド》。何を隠そう我らの脳や内臓は機械で出来ております。……ま、とりあえずこんな感じですかな。詳しい話はまた後ほど」

「えーと……つまり吸血鬼の上に吸血鬼の親玉みたいなのがいたってことね？」と陽よう子こ。

「ふむ……ま、そんなところですかな。ちなみに《試作型》と《ムーンチャイルド》の操る《奇蹟顕見能力》、それに人間の魔術師が操る魔術は、その効果を発動させる方法が多少異なるとはいえ、どれも《原型》の方々が開発し《魔界サーバ》にアップロードした《奇蹟》をダウンロードして使うもので、本質的に同じものだと考えてよろしいかと」

　……なんかすごいことを聞いちゃった気がするぞ……。

「まあそんな前置きはさておき」

「「前置き!?」」

　とみんなしてツッコむ。

「……えー、非常に申し上げにくいのですが、【無間地獄】には大きな副作用がありましてな……。今思えば先日小生と戦ったときにユウ様の力が暴走したときもそうだったのですが……どうも血を吞んだ者の力を増幅させすぎるきらいがあるようでして」

「そんなことか……そんなの、慣れてしまえばべつに……」とユウ。

「そういえばあたしも、初めて霧きり村むらの血を吞のんだ直後にタレント使ったら何か身体からだが振り回されるような感じだったけど……でも、別に今は平気かな」

「まあそっちの方はどうとでもなるとして。問題はもう一つの副作用でして」

「まだあるのかよ！」

　……このウサギ……絶対にわざと人の動揺を煽あおるような話し方をしてやがる。

「えー、一度【無間地獄ストロベリーフイールド】の血を吞んだ者は、定期的にその血を吞まないと飢き餓が感のあまり気が狂います。ちなみにこれはべつに『気が』と『飢餓』を掛けた洒落しやれではなく。……多分、下へ手たすると死にます。いやー怖い怖い」

「「な、なにいいい!?」」

　ユウと陽よう子こ……つまり俺おれの血を吞んだことのある二人が同時に叫ぶ。

「……そ、そういえば、前に霧村の血を一ヶ月くらい吞まなかったときは、頭が死ぬほど痛くてタレントが暴走した挙げ句に、部屋に小型のブラックホールを造っちゃったことがあったっけ……。あれってそのせいだったんだ……」

　陽子の話を聞いて、ユウは顔を青ざめさせる。

「つ、つまり私は……定期的にセイジの血を吞まねば死ぬということか……!?」

「あ……！」とシズが声を上げる。「そ、それでは霧村様を抹殺することも、ユウ様を強引に《庭園》に連れ戻すことも出来ないではありませんか……！」

「左様です」とシド。

「……ならば霧村様をユウ様専用の『食料品』として《庭園》に……」

　ものすごくイヤなことを言うシズに、シドは首を振り、

「お忘れですかな。エシュター殿が亡くなった事件のあと、《庭園》には御主人様の手により、ユウ様と我々二人を除くあらゆる生物を排除する強力な結界が張られたことを」

「ではどうするというのですか……！」

「何らかの打開策を見つけるまでは、霧村殿をお守りするしかありませんな」

「ふう……こんな軟弱者を……」

　シズはまるで虫けらでも見るかのような目で俺を見る。……うう、こういうツンツンしたタイプの人は苦手だなあ……。

「ああそうそう、もう一つ副作用がございました」

「「まだあるの!?」」

　いい加減げんなりして、ユウと陽子と俺が同時に叫んだ。そしてシドは、軽薄そのものな口調で、ろくでもないことを言った。




「いやまあ、これはそう大した話でもないのですが。……なんでも、【無間地獄】の能力者の血を吞んだ者は、その能力者に心を奪われるようになるとか──くくく……」








エピローグ　シチュエーションラブコメディ【閉鎖世界における滑こつ稽けいな愛の物語】







　空に満月の浮かぶ静かな夜。高いビルの屋上で、ウサギとメイドが話している。

「シド。一つ確認したいのですが」

「はっはっは、なんでしょうかな？」

「……【無間地獄ストロベリーフイールド】の血を吞のんだ者が強制的に術者に心を奪われるなどという話は、聞いたことがないのですが。あれは本当ですか」

「噓うそです」

　あっさり噓だと認めたシドに、シズはこめかみを引きつらせる。

「小生、どうにもあの手のウジウジした少年が嫌いでしてな。具体的には、ヘタレのくせに母性本能くすぐりまくりでモテるのがムカつきます。小生はこれほど背が高くてスマートでその上腕っ節も強いにもかかわらずさっぱりモテないというのに。なので少々、嫌がらせをしてみた次第。いやはや、小生もまだまだ未熟ですな、はっはっは」

「……相変わらず性格の悪いウサギですね……」

「いえいえ、シズ殿ほどでは」

「何か言いましたか」

「いえ、何も」

　とぼけるシドにシズは静かに嘆息し──……月を仰いで呟つぶやく。

「……それにしても……噓、ですか……。果たして、ユウ様にとってはどちらが良かったのでしょうね……」
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「ヨウコ、私は決めたぞ」

　強引に陽よう子このベッドに潜り込んできたユウが、いきなりそんなことを宣言した。

「決めたって……何をよ。つーか、ベッドに入って来ないでよ暑いんだから……」

「やだ。一緒に寝る。何な故ぜなら私はヨウコが好きだからだ。いや、なにがなんでも好きになってみせると決めたからだ」

　聖せい司じのタレントの正体が判明し、自分がシドとの戦いのあとから妙に聖司に心惹ひかれていたのは、あの男の血を吞んだからだという結論が出た以上、もはや何も迷うことなどない。エシュターとの絆きずなは、愛は、あのようなわけのわからない能力の副作用なんかに負けはしない。絶対に負けないのだ。

「というわけでヨウコ。そ、その……え、え、え、……えっちをしよう！」

「やだ」

　即答する陽よう子こ。

「……ていうかあんたさあ、もうちょっとこう、慎み深く、みたいな？　押してダメなら引いてみるだとか、そういう駆け引きも、恋を成就させるには大事よ？　……いやまあ、あたしも全然人のこと言えないんだけど。ていうかなんであたし、淫いん乱らん吸血鬼に恋のアドバイスなんてしてるのよ！　狙ねらわれてるのは自分だっていうのに！」

「……ふむ……」陽子の言葉を頭の中で反はん芻すうし……そしてユウはきっぱりと、

「やだ」

「な……!?」

「……だって私は……駆け引きとか、そういうの解らないから。……ずっと《庭園》の城に引きこもっていたから、普通の人間と話したことがほとんどないし。どうすれば相手が喜んで、どうすれば相手が怒るのかとか、全然解らない。だから私は、エシュターへの想おもいに忠実に行動する。それが私の恋だ。文句があるかフユキ・ヨウコ!!」

　しっかりと陽子の目を正面から見据えて、ユウは開き直って断言した。陽子はその真まっ直すぐな視線に一瞬だけたじろいだあと──ニヤリと笑った。

「くくく……上等じゃないの……！　かかってきなさい！　あんたがあたしを振り向かせるのが早いか、あたしが霧きり村むらを墜とすのが早いか、正々堂々勝負よ！　色仕掛けで誘惑してきなさい。魔法で心を操ってきなさい。力ずくで押し倒してきなさい。あたしはその全すべての誘惑を、根こそぎ振り払ってみせるから」












　陽よう子こは不敵に笑った。それは断じて自分に想おもいを寄せる女の子に向ける類のものではなく、むしろライバルや敵に対する笑顔だった。

「望むところだ……！　お前の中にいるセイジを蹴け散らして、その場所にそっくりそのまま入り込んでやる！」

　ユウが陽子と同じ顔で宣戦布告した。

　同じ布団の中で顔を合わせ、二人は強気な眼まな差ざしで相手を見つめ合う。それは酷ひどくイビツな関係だったけれど……少なくとも二人は今、心から楽しそうだった。

「というわけで今からお前のパジャマを脱がすぞ。そして私もぱんつを脱ごう」

「今日はダメ。超眠いから」

「……そうなのか。実は……ふあぁあ………私もだ……」

　大きな欠伸あくびをしたあと、ユウはすぐに安らかな寝息を立て始めた。そのあまりにあどけない寝顔に苦笑し……陽子はなんとなく、ユウの頭をそっと撫なでる。さらさらした銀髪の感触を愉たのしみながら、ほどなくして陽子も眠りに落ちた。

　抱き合うように眠る二人はまるで姉妹のようで、間違っても恋人には見えなかった。
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　シドに拉ら致ちされて何な故ぜか陽子とデートすることになってそれなりに楽しかったものの最後に血みどろの惨劇が起こったけれどどうにか何事もなく済んでしかしそれからまたあのウサギが出てきてロクでもない真相を暴露していった日曜日の翌日の月曜日。

　学校に行っても疲れが抜けなくて昼休みに食事をしたあと屋上で寝転がっていたらいつの間にか熟睡してしまったらしく、目を開けると既に空は茜あかね色いろに染まっていた。

　いつもなら、授業をさぼったりすると陽子が起こしに来て、教室に戻ったり、あるいは二人一緒にサボってしまったりするのだが、今日は来なかった。

　陽子は、ユウに追い回されて色々と大変みたいだった。俺おれも事情を知らないクラスの連中から、「早くも振られたのか？」なんて聞かれてしまったのだが……もともと俺とユウは何でもない。それにまあ、陽子とユウのじゃれ合いも、傍はたで見ているぶんにはそれなりに楽しい見せ物ではあった。

「さてと……そろそろ帰りましょうかね……」

　軽く伸びをして、むくりと起きあがる。少し背骨が痛い。

　と、そこで。視界の端、給水塔の陰に、こちらをこそこそと窺うかがっている前髪で目を隠した小柄な生徒の姿を発見した。

「……御厨みくりや槐えんじゆ……！」

　少し緊張して、俺おれはその名前を呼んだ。御厨……いや、エンジュ。……ユウと同じ《試作型プロトタイプ》にして、ユウを連れ去ろうと目もく論ろむ《コミュニティ》の工作員……。

　こいつ、今日は学校を欠席していたのだが……まさか俺を狙ねらって来たのか……？　それに、陽よう子ことユウは無事なのか……？

　俺の視線に気付くと、御厨はこちらにゆっくりと歩いてきた。

「……！」

　警戒心を強める俺に、御厨はボサボサの頭を搔かいて、

「……警戒しなくていいよ……危害を加えるつもりはないから……なんてことを言って相手を安心させるの、めんどくさいなあ……」

　相変わらずの御厨節をのたまった。

「一度は命を狙われたからな……そう簡単に信用できない」

「えーと、その……あの……」

　御厨は、何やらもじもじした様子で俺の前に立つ。

「……そ、その……ご……ごめんなさい。えーと、もうしません、……ああもう……謝るのめんどくさいなあ……」

「いや、そこでめんどくさいって言っちゃダメだろ。誠意が見えない」

　思わずツッコむ俺。ユウといい御厨といい……もしかして、《試作型》というのはコミュニケーション能力に難がある連中ばかりなのだろうか。

　まあそれはともかく。そんなことはどうでもよく。

「……御厨。本当に、もうしないんだな？　俺だけじゃなくて、ユウや陽子にもちょっかいを出したりはしないんだな？」

「……しないよ……頷うなずくのめんどくさい……」

　御厨はそう言って頷いた。

「……そっか。なら、プールでのことは忘れよう。もちろん、君が《試作型》だってことも誰だれにも言わない。これからも、クラスメートとして仲良くやっていこうか」

　俺があっさりそう言うと、御厨は少し驚いたようだった。

「どうした？」

「……ん……いや……」口ごもる御厨。「自分を殺そうとした相手に、随分と優しいんだなあって……霧きり村むら君って、どっちかというと冷たい人だと思ってたから……」

　そんな風に思われてたのか。…………正解だけど。

「べつに親切でそう言ってるわけじゃないさ」

　俺は言う。

「ただ、御厨槐は俺にとって日常を構成する一部である『クラスの友達』って立ち位置にいてくれる方が都合がいい。それだけだ」

「…………」

「御厨みくりや、俺おれはさ。この日常が大切なんだよ。この日常だけが大切なんだよ。お前や藤とう堂どうとバカな話をしたり、陽よう子ことじゃれあったり、真ま那なさんやくおんちゃんと遊びに行ったり、ユウに色々と迷惑をかけられたり。そんなぬっるーい、退屈で退屈で退屈で退屈で退屈で退屈で退屈で！　退屈で脳味み噌そが膿うんで死んでしまいそうな、生ぬるいラブコメを繰り広げられるようなこの日常が、俺にとって唯一大切なものなんだ。だから俺は、それを守るためなら何だってする。上っ面だけの平穏を維持するために必要とあれば、恋人だろうが親友だろうが平気な顔して騙だまして裏切って、愛だろうが友情だろうが躊躇ためらいもなく踏みにじって足あし蹴げにして、自分を殺そうとした奴やつとだって友達になってみせるさ」

　そんな、決意。こんなこと、他人に言ったことはなかったんだけど。『ぬるいラブコメ』を維持するためには、自分の胸に秘めておくべきことだったんだけど。

　どうしても、言いたくなってしまったんだ。

　しばしの沈黙ののち、御厨が口を開く。

「……こんなことを言うのは、本当はすごくめんどくさいんだけど……でも……あえて言っちゃうね？　僕らは友達だから」

「うん」

　俺が先を促すと、御厨は微苦笑をして、




「──霧きり村むら君って、頭おかしいね」




　……どうも本気で言われているようだ。俺よりも遙はるかに強くて、俺の命なんて数秒でクズみたいに消してしまえる化け物が、俺にそんなことを言ったのだ。中学のとき俺をいじめていたクラスの誰だれかが言ったのと、まったく同じ言葉を。

「……そうかな？　俺には解らないんだ。普通とか、常識とか、正常とか。だからこそ欲しいんだけど。日常ってやつが。普通の人間の振りをしていたら、いつかは普通になれると思うんだけど……そのへんどう思う？　クラス委員の御厨君としては」

　御厨は呆あきれたように……怯おびえたように肩をすくめ、

「……あー……肩をすくめるのめんどくさい」

　と、そこで。

　屋上と校舎の間のドアが勢いよく開き、

「あー！　やっぱりここにいた霧村！　さ、早く帰るわよあのあーぱーゴスロリ小娘に見つかる前に！　ていうか霧村今日泊めて！　もしくはラブホ行こうラブホ！」

　そんなことをまくし立てながら走ってきて、陽子が俺の腕を摑つかんで引っ張っていく。御厨の姿には気付いてもいないようだ。

「それじゃね、御厨みくりや」

　去り際、俺おれが御厨に軽く手を上げて挨あい拶さつ。

「ん……」

　と御厨もそれにならう。

「……霧きり村むら……御厨と何かあったの……!?　まさかまた襲われたとか」

　俺の言葉で初めて御厨の存在に気付いた陽よう子こが、階段を駆け下りながら言った。

「べつに。もう俺たちにはちょっかいを出さないから、これまで通り仲良くしてほしいってさ。寂しがりやだなあいつは」

　俺が適当なことを言うと、陽子は怪け訝げんな顔をしながらも、

「ま、いっか」と呟つぶやいた。そのとき背後から、威勢のいい声がかかる。

「見つけたぞヨウコ！　さあ、そろそろ観念して私の愛を受け入れろ！」

　ユウだった。手には蜂はち蜜みつのチューブを持っている。陽子は髪をかきむしり、

「ああもう！　押しかけ女房かっつーのあいつは！」

　自分のことは棚に上げて、陽子が俺の腕を引っ張ったまま逃げる。ユウが「まてー！」とすごい勢いで追いかけてくる。

「──ははっ」

　俺は思わず笑みを洩らす。

　これだよこれ。

　この日常を、俺は守りたいんだ。




　　　†　†　†




　霧村聖せい司じが冬ふゆ木き陽子に連れられて去ったあと。屋上に一人佇たたずむ御厨槐えんじゆの後ろに、不意に黒い影が空から降り立った。……シドである。

「……あんた何」

「執事です」

「あっそう」

　興味なさそうに立ち去ろうとする御厨にシドが声をかける。

「小生、一つだけ、お聞きしたいことがございまして」

「……めんどくさいなあ……」

　そう言いつつ律儀に振り返る御厨に、シドは問う。

「……それでは手短に。プールでユウ様を連れ去ろうとなさったとき……ナニユエ霧村殿と冬木殿まで《結界》に巻き込んだのですかな？」

　すると御厨みくりやは、不可解そうに首をひねった。

「……僕にもよく解らない……。ユウさんだけを対象にしたつもりだったのに……」

「なるほど。……ちなみにあの《結界》の『条件設定』はもしや、『ユウ様の魔力を持つ者』ではなかったですかな？」

　結界とは、平行世界に自分と対象を強制的に隔離する術であり、対象の数や結界の範囲が広いとそのぶん元の世界の歪ゆがみが大きくなるため、持続時間が短くなる。そのため、一般に結界を張るときに使用される魔導具《断界陣》では、結界に誘導する者の条件を細かく設定し、その対象を絞る必要がある。ただし、あらかじめ対象の魔力を登録しておいた場合はその限りではない。魔力は個人によって微妙な差異があるので、必ず対象のみを捕ほ捉そくできるというわけだ。……ちなみに、シドがユウ達三人を襲ったときに設定した条件は『銀髪の女とその半径一メートル以内にいる人間』であった。

　御厨が頷うなずく。

「確かにその通りだけど。ユウさんの魔力は、学校でこっそり採取しておいたから……」

　その答えを聞き。シドは細い目をさらに深い笑みの形に歪めた。実に……愉たのしげに。

　御厨はそんなシドを気味悪そうに見たあと、屋上から去っていく。

「……ふふふ……やはりそうですか……」

　残されたシドは一人愉快そうに笑う。御厨の言葉は即すなわち、エシュターの転生体である冬木陽子と同じように、霧村聖司の中にも、転生の術に使用されたユウの魔力が確かに存在しているということを意味する。《つきまとうものストーキングエツジ》が聖せい司じに当たったのも、誤作動などではなかった。

　シドの考えはこうである。

　恐らくユウが千年前にエシュターに使用した《転生》の術は、不完全なものだったのだ。そのため対象の人物だけでなく、その場にあった他ほかの者の魂までも千年後……つまり現在に生きる誰だれかの身体からだへと転送してしまった。その『誰か』というのが霧きり村むら聖司だ。

「そして……エシュター殿が斃たおれた時、ユウ様以外にその場にいた者といえばそれは──エシュター殿と相打ちとなった刺客……。……くっくっく……これまたなかなか、面白いことになってきましたなあ……」

　シドは西に沈む夕ゆう陽ひを見つめながら怪しげに笑い──その場でジャンプ。三〇メートルほどの高さまで一気に跳び上がり、建物の屋根から屋根へと飛び移っていく。

　東の空には、うっすらと月が浮かんでいる。

　黄昏たそがれの月を背景に、ウサギが怪しく飛び跳ねている。




　　　†　†　†




　学校を出たあと、陽よう子こはタレントを使い空を走って逃げていった。ユウもまた、背中に赤い翼を生やして陽子を追いかけていった。自分を強化する異能を持たない俺おれは、のんびりと夕暮れの街を歩いていく。

　と、不意に視界の端に、黄昏たそがれの月を背景に屋根から屋根へと飛び跳ねる怪人の姿が微かすかに見えて、すぐに見えなくなった。あのウサギは本当に……非日常の象徴みたいな奴やつだなあと思う。不条理極まりないこの世界がそのまま具現化したような、厭いやな奴だ。

　だが。

　俺はきっと、そんな非日常ですら日常化してやろう。

　世界の不条理を、まとめて肯定してやろう。

　くそったれなこの世界相手に、俺は陽子の言う「受け」を演じてみせる。好きなように犯されてやる。不条理の痛みがやがて快感にちじように変わるまで、好きなだけ翻ほん弄ろうし陵辱するがいい。俺は喘あえぎながらその責め苦に耐えよう。行為が終わったそのあとで、疲れ果てて横たわる貴様の喉のど笛にナイフを突き立ててやる。そして俺は、何事も無かったかのように日常に戻るのだ。血ち塗まみれになってゲロを吐きながら、ラブコメをやってみせるさ。

　それが、世界の不条理に対して何の抵抗力も持たない非力な俺の生き方だ。

　何な故ぜなら俺はツンデレだからな。本当は世界が好きで好きで仕方ないけど、素直になれなくて、素直に諦あきらめることが出来なくて、この世界がどうしようもないものだと素直に認めることが出来なくて、ついつい抵抗しちゃうんだ。世界なんて大嫌いだとか言いながら、不条理に抗あらがい、不合理を支配し、不誠実を武器として、戦って、愛するんだ。

　ラブラブしよう。コメコメしよう。笑おう、恋しよう、青春しよう。化け物や超人だらけのこの世界で、矮わい小しようで脆ぜい弱じやくで無力な一般人の意地を見せてやる。

　覚悟しろ、世界。




　凡百の人間が戦せん慄りつする、無間地獄のような滑稽な愛の物語ラブコメデイを──見せてやる。





（終）










あとがき




　よいこのみんな～、こんにちゅぱ～。このお話のマスコットキャラクター、脊せき髄ずいの国からやってきた愛らしい脊髄の妖よう精せいモチョポリンのぷりぷりモルヒネ天国のコーナーが始まるちゅぽ☆　……噓うそですが。始まりませんがそんなもん。いきなりキャッチーな感じで始めようとしてみたのですが、キャッチーどころか恐らくほとんどの人がドン引きしたと思われます。死ねモチョポリン（三〇秒で考えた妖精。仲間には芥け子しの花の妖精ヘロイミンや脳のう髄ずいの妖精エンドルフィーニなどがいる。もちろん本編では出ません）。というわけで改めまして。初めての人もそうでない人もこんにちは、ＭＦ文庫Ｊが誇る大型不良債権、平ひら坂さかです。今作のコンセプトは『売れ筋一直線のドキドキハートフル萌もえ萌えラブコメディ』です。ラブでコメです私には無理ですごめんなさい。吸血鬼少女をはじめ可愛かわいくてちょっぴりエッチな女の子をいっぱい出してごく普通の冴さえない男の子がモテモテになるちょっぴりエッチな話を書けばみんな喜んでくれて作者にもお金がいっぱい入って誰だれもが幸せになれるんじゃないかなあと思って書きました少なくとも最初のうちは。だからこの作品は私の気持ちの上ではラブコメです。いや、別に気持ちの上だけではなくラブコメの筈はずですが。あらすじにもそう書いてあるし。ラブコメなのだと信じたい。きっと胸がときめくような恋物語だと思います。ちなみに「変」と「したごころ」を混ぜ合わせて「恋」です（今自分でもすごくウマいことを言ったと思いました）。サービスシーンも盛りだくさんで、パンツや水着やハダカどころか骨や内臓だって見せちゃいます。ほらほら、えっちなシーンは書店で立ち読みじゃなくて家でじっくり読んだ方がいいですよ？　……えー、これ以上このような痛々しいあとがきを続けると売り上げが落ちる一方だと思われますので、さっさと謝辞に移ろうと思います。下読みを引き受けていただいた日日日あきらさん（彼の「ヒロインをもっとロリに！　もっと小さく！（超意訳）」という助言がユウの造形に大きな影響を与えることになりました。全国の幼女スキーは彼を崇めよ）＆羽はね田だ奈な緒お子こさん（このように女性視点からのチェックも怠っていません。だから女の子達も安心してお読み下さい。エロや下ネタなんて飾りです）、前作からお世話になっている友人のＭ田君、Ｆ枝君、タイトル原案のジョージ・Ｋ・ルター・Ⅰ世さん、その他ほか多くの同業の皆さん、ＭＦ文庫Ｊの皆様、そしてイラスト担当の湊みなとヒロム先生、それ以外にも直接・間接的にこの作品に関かかわった全すべての方々へ心より御礼申し上げます。そして何より、この本を手にとってくださったあなたに、最大限の感謝を。ではご機嫌よう。２巻で再びお会いできることをお祈りします。もちゅもちゅぽりりんもちゅぽりりん☆（三〇秒で考えた呪じゆ文もん。唱えると幼女の服が破けて魔法少女に変身する）……本気で最悪なあとがきですみません。


　　　二〇〇六年二月下旬




テレビの中に入れそうな気がした日
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